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　本職業能力開発ਪ進ٞڠ会は、会員企業の人材育成ࢧԉと産業技術短期大学校
の学生ࢧԉをபに活動するஂମです。会員数は平成27年4月ݱ在で272会員となり、こ
の1年間で新たに40社のೖ会がありました。会員の皆様には、このをおआりして日ࠒの
。ਃし上͛ますँײ力にڠԉ͝ࢧ͝
　さて、ۙ 年զがࠃはリーマンγϣッΫや౦日本大ࡂなど、かつてないほどのࢼ練に
໘しましたが、経済はアϕϊミΫスޮՌもあり؇やかながらも෮活基ௐとなり、企業の࠾
༻意欲も高まっています。しかしながら一方で、グϩーόϧԽにΑるڝࡍࠃ૪のܹԽ、ԁ
҆にΑるݪ材ྉඅの高ಅ、人खෆにΑる࿑අの高ಅ、ফඅ੫の૿੫にΑるݸ人ফ

අのམちࠐΈなど、զʑ企業にとってはґવとしてݫしい課題がちडけています。
　このΑうなมԽのܹしい時の中で、ものづくりを中心とした神奈川県の産業を発లさせ活ੑԽしていくために
は、力ڧさとॊೈੑを兼ね備え、ྟ 機応มに対応できる技術者の育成が求められています。その意ຯでも、高度
な実践技術者を育成している短大校の割は、ますますॏ要ੑを૿していくとࢥいます。本ٞڠ会といたしまして
も、ࠓまで以上に短大校のࢧԉと࿈ܞをڧԽするとともに、会員企業けのߨ演会や研修会など企業の人材育
成事業にも力をೖれてࢀります。このϨϙーτを通͡て、短大校とਪ進ٞڠ会の事業を͝ཧ解いただくとڞに、21
。いਃし上͛ますئりますΑうおࣀԉをࢧを୲うະདྷの技術者に対してԹかい͝لੈ

　本校のࢣߨ研究、卒業制࡞研究、ೖ学ŋ就職ঢ়گ、主要行事おΑび職業能力開発ਪ進
。会の事業内容をཏした「アニュアϧϨϙーτ2015」を発行いたしますٞڠ
000価が20גۉすると、日経平؍を概گの経済ঢ়ۙ࠷　ԁをえ、ۚ ༥؇にΑるੈքの
༨ۚࢿがൺֱ的ݎௐな౦ࢢژもྲྀれࠐんでいるҹ象をडけますが、このΑうな時こ
そ、実ମ経済を確かなものにしておく必要があるΑうにࢥいます。ં しもถࠃをදする企
業のͻとつである (FOFSBM &MFDUSJD社は、いちૣく本དྷの製造෦門とճؼする経営の
取りをし、多くの日本企業は経営ࢦඪをैདྷのച上高中心から̧ （本རӹ率ࢿݾࣗ）̤̚
とݟし、ޮ Ռ的なۚࢿ活༻を目ࢦしているΑうです。

　一方、リニア中ԝ新װઢのண、೩ྉ電ंの普及やࣗ動運転ंの開発、հޢおΑびࡂ対応ϩボッτのվྑ、機
器ྨをインλーネッτで݁び૬ޓ通৴する「*P5	*OUFSOFU PG 5IJOHT
」、২・ແ人Խ等の業の*5Խ等ʑ、技術
はண実に進Խしています。どのにおいても、「ものづくり」を୲う実践技術者の活༂のは広がっています。こうし
た中、企業のグϩーόϧԽにともない、ւ֎で活༂する本校卒業生もঃʑに૿えています。
　本年度はୈ10࣍神奈川県職業能力開発ܭըࡦ定年度でもあります。専門知識と「ものづくり」の技術・技能を兼ね
備えた高度実践技術者の育成、おΑび求職者ŋ在職者の新たな職業能力開発が本校の主な໋であることを೦಄に
置き、関者各位の͝意ݟをいながら、時の要にマッチする人材育成に取り組んでࢀります。ΑΖしく͝ 力をڠ
おئいਃし上͛ます。

神奈川県立産業技術短期大学校　　　校長　荻田 浩司

産業技術短期大学校職業能力開発推進協議会　　　会長　安藤 孝男

�. ͋  ͍ ͞  ͭ
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研究報告ࢣߨ .�

ฏ̎̒ �産業ٕज़ظେֶߍઐڀݚࢣߨςʔϚҰཡ�
˞�テーマ໊ඌのʢB�Cʣɺ	֘研究年�研究ؒظ年ʣ

２ 講師研究報告 

平成２６年度 産業技術短期大学校専任講師研究テーマ一覧 

 

 

⏕⏘ᢏ⾡⛉ 䇷䇷䇷䇷䇷䇷䇷䇷䇷䇷䇷䇷䇷䇷䇷䇷䇷䇷䇷 

金型及び治工具の問題点に関する調査研究（3/3）    

５軸制御マシニングセンタの教材作成（2/2）   

ミニ旋盤の製作に関する研究（2/3）     

卒業製作・研究における CAE 技術の効率的な活用方法について（1/3） 

ハプティック装置を用いた人間計測の研究（1/3）                        

ไᚚᢏ⾡⛉ 䇷䇷䇷䇷䇷䇷䇷䇷䇷䇷䇷䇷䇷䇷䇷䇷䇷䇷䇷 

ロボコンを視野にいれた組込み教育の検討（3/3） 

制御技術科機械系の教材再構築 ～フライス盤を題材にして～（3/3） 

媒質中でのインピーダンス分布に関する評価（2/3） 

マルチプラットフォーム汎用ＩＯボード向けマイコンボードの開発（2/3） 

機械加工実習（旋盤）における訓練教材及び 

技能検定旋盤３級取得のための訓練教材の作成（2/3） 

㟁Ꮚᢏ⾡⛉ 䇷䇷䇷䇷䇷䇷䇷䇷䇷䇷䇷䇷䇷䇷䇷䇷䇷䇷䇷 

ᢏ⬟➇ᢏ䜢ά⏝䛧䛯ேᮦ⫱成䛾ྲྀ⤌䝬䝙䝳䜰䝹䛾స成䛻䛴䛔䛶䠄1㻛1䠅  

リレーシーケンス制御に関する指導教材の開発と指導技法の研究（3/3） 

小型デバイス等を活用したデジタルフィルタ教材の開発（3/3） 

 స〇㸦1��㸧ࡢᐇ⩦⏝ᩍᮦࣥࢥ࣐

  ＨＤＬによる電子回路設計演習教材の作成（1/3） 

⏘ᴗ䝕䝄䜲䞁⛉ 䇷䇷䇷䇷䇷䇷䇷䇷䇷䇷䇷䇷䇷䇷䇷䇷䇷   

展示会用造作に関する研究～背景パネルの制作方法の検討～（3/3）  

ソリッド系３Ｄ-ＣＡＤ（CATIA）の訓練用教材開発（2/2） 

木材加工による造形実習教材の作成（2/2）    

造形論を理解するための印刷教材の作成（2/2）    

資格を効率よく取得するための学習プログラム方法および支援教材（3/3）

社会人基礎力向上を目的とした一般教科の評価シートの作成（2/2） 

色漆における乾燥条件と塗膜性能との相関について（2/3） 

ሗᢏ⾡⛉ 䇷䇷䇷䇷䇷䇷䇷䇷䇷䇷䇷䇷䇷䇷䇷䇷䇷䇷䇷 

Acer Iconia Tab A500 をターゲットとした     

Android プログラミング教材の開発（3/3） 

ሗฎ⌮䝅䝇䝔䝮㛤Ⓨᢏἲ䜢ྲྀ䜚ධ䜜䛯ᣦᑟᢏἲ䛾⪃ᐹ䠄㻟㻛㻟䠅  

電圧閾値を基準とした視細胞の分光感度曲線の取得方法（2/3）  

（総合研究大学院大学 先導科学研究科 蟻川教授との共同研究） 

聴覚障害者の発声・発語学習ツールの開発（2/3） 

（横浜国立大学大学院 環境情報研究院 後藤敏行研究室との共同研究）  

             

（報告書掲載ページ） 

  

安達 桂三         䞉䞉䞉  䠏 

廣原 朋昭         䞉䞉䞉  䠑 

中村 隆二 

湯田 真章 

豊田 希 

 

 

小山 宏           䞉䞉䞉  䠓 

内山 拓 哉        䞉䞉䞉  䠕 

臼井 章二  

岸上 桂二 

 

井浦 陸宏、望月 俊宏 

 

 

▮ᓥ  ᗣ       䞉䞉䞉 䠍䠍 

出穂  久幸     䞉䞉䞉 䠍䠏 

田巻 愛           䞉䞉䞉 䠍䠑 

㔠Ꮚ ಙஅ 

相原 邦生 

 

 

荒木 亮一         䞉䞉䞉 䠍䠓 

土持 惠三         䞉䞉䞉 䠍䠕 

長谷部 真         䞉䞉䞉 ２䠍 

齋藤 幸子         䞉䞉䞉 ２䠏 

小野 まつみ       䞉䞉䞉 ２䠑 

水原 規惠         䞉䞉䞉 ２䠓 

鈴木 則之、冨ヶ原 美和 

 

 

 

吉田 玉緒          䞉䞉䞉 ２䠕 

ྂᕝ 㝯   䞉䞉䞉 䠏䠍 

久保 雅俊 

 

新田 晃、 

 （非常勤講師）内野 泰伸 

 

※ テーマ名末尾の（a/b）は、(当該研究年/研究期間年） 
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1  はじめに 

日本の金型技術は，世界の中でも高く評価され，も

のづくりを支える基盤産業の一つとして，重要な役割

を担ってきた．しかし，バブル崩壊後，2000 年代に

なるとグローバル化の進展により，各企業の生産拠点

が海外へ移転すると同時に，金型生産額も減少の一途

をたどり，2009 年にはピーク時（1991 年）の約６割

に落ち込んだ．しかし，経済産業省の「機械統計年

報」（１）によると 2012 年以降は，徐々に回復傾向に

ある． 
そこで，国内の金型の種類別生産額のうち，生産額

が，最も多いプレス用金型及び治工具に関する研究を

行うこととした． 

プレス用金型を含むプレス機の高度化，効率化及び

品質を安定的に確保するため,金型及び治工具を製作

して，構造や金型加工方法等の問題点を抽出し，その

要因を適切に分析・理解できる能力及びプレス用金型

等の加工理論及び加工工程に関する専門知識の習得に

役立てることを目指した． 
 

2 研究内容 

本研究は，３年計画で行い，１年目は 10ｔの油圧

ジャッキ及び金型等を組み付けた油圧プレス機（図

１)と加工工程において，必要とされる専用の治工具

及びプレス機用の台を製作した.また，この成形品よ

り金型（図３）の分析を行った．主な問題点を以下に

示す． 
(1) 金型の製作（加工精度） 

(2) ダイ及びパンチの硬度 

(3) ダイとパンチのクリアランス  

２年目は上記の問題点(1)及び(2)を解決することに加

えて，装置の軽量化及び自動化するため，空気圧シリ

ンダー等を製作し，これとダイセット等の組み合わせ

により，空気圧プレス機（図２）を製作した．３年目

はさらにダイとパンチのクリアランスの問題点を研究

するため，パンチ等を複数製作した． 
2.1 金型の製作（加工精度） 

油圧プレス機の金型のガイドポスト４本に対し，パ

ンチホルダが上下に作動しない場合があった．この課

題を解消するため，各加工の精度の向上及びフライス

盤による穴あけ加工をマシンニングセンタに変更する

こと等，各部品の寸法公差について，全面的に見直し

を行い，ダイホルダ及びパンチホルダを製作，組立及

び調整を行った． 
また，プレス機の圧力源を油圧から，本校で使用で

きる最大空気圧力１MP の圧力源による空気圧に変更

したため，空気圧シリンダーの空気の圧縮率が油圧と

比較して高いことから，必要最小限の圧力による刻印

または打ち抜きの可能性を探求することにした．しか

し，空気圧プレス機では，１回の加圧で，刻印や打ち

抜くことができないため，複数回動作させて得られる

衝撃力により，刻印または打ち抜きの実験を行った結

果を図４に示す.  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
         

金型及び治工具の問題点に関する調査研究 
 

   生 産 技 術 科  安 達  桂 三

押し台 

プレート 

金型 

支柱 

空気圧シリンダー 

図２ 空気圧プレス機 

 

金型 

油圧ジャッキ 

台

図１ 油圧プレス機 
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2.2 ダイ及びパンチの硬度 
油圧プレス機の金型（抜型）は，金属組織であるパ

ーライト，セメンタイト等からマルテンサイト組織

（焼入れ組織）に変態させることにより硬さを増大さ

せる．また，この処理だけでは，残留オーステナイト

が残り経年変寸（金属の膨張）が発生するため，低温

焼戻しを行うことが一般的である．この焼き戻しによ

り，残留オーステナイトを安定させて，経年変寸を防

止し，靱性を向上させることができる．金型に必要な

硬度に関する熱処理の最適条件を検討する実験を行っ

た．金型の素材は SKD11 を使用しており，この材質の

炭素含有量が 1.4～1.6％に基づいて,焼入れ温度，焼

入れ時間，冷却方法に関する実験を行った結果を図５，

図６に示す．一般的に適正な焼入れ硬さとされる

64HRC以上を得るための条件を求めた． 

さらに，焼入れ処理後（約 70HRC）の低温焼き戻し

に関する焼き戻し保持時間による硬さの変化を実験し

た．この結果を図７に示す．硬さ 60HRC 以上にするた

めの焼き戻し時間は，８分程度保持するのが適切な時

間であることが確認できた． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   
 
 
 
 
  
2.3 ダイとパンチのクリアランス 
ダイとパンチの適正なクリアランスを検証するた

め，油圧プレス機により，厚さ 1.5ｍｍのアルミ板を

打ち抜いた場合の成形品のだれ，バリの状況を比較・

検討した．文献によれば，一般的に 5～8％が推奨さ

れているが，実験結果からも 0.12ｍｍ（8％）の場合，

良好な結果となった． 

 

 

 

 

 

 
3 おわりに 

成形品の品質の安定性を向上させるためには，金型

の加工精度，ダイとパンチの硬度及びクリアランスが

重要であり，さらに，プレス断面の組織観察や製品形

状，材質等を変えて，試作することが必要である． 

 

4 参考文献 
(1) 経済産業省生産動態統計年報 機械統計編

http://www.meti.go.jp/statistics/tyo/seidou/result

/gaiyo/resourceData/03_kikai/nenpo/h2dcd2013k.pdf 
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 図７ 焼き戻し保持時間と硬さの関係 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
銅 T=0.5 30回 

(HRC) 

 
銅 T=0.5   10回 

 
鉄  T=0.5  プレス回数 5回 

図４ 空気圧プレス機の実験結果 

表１ ダイとパンチのクリアランス実験結果 

ガイドポスト 

パンチ 

ダイ 

ダイホルダ 

パンチホルダ 

120 

クリアランス(mm) 0.06 0.12 0.25 0.30 
だれ 中 小 小 大 
バリ 小 小 小 大 

0 10
 

アルミ  T=1.0 5回

mm 

図５ 焼入れ時間と硬さの関係（水冷）

 

(min) 

図６ 焼入れ時間と硬さの関係（油冷） 

(HRC) 

 

(min) 

 

 

(HRC) 

 

(min) 

図３ 金型 
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1 はじめに 

JIMTOF（日本国際工作機械日本見本市）におい

て CNC 複合機とともに，5 軸制御マシニングセン

タ（以下｢5 軸 MC｣という．）は数多く出展されて

いる．最近では，中国が航空・宇宙関連製品の加

工・製造技術を満たす国産 5軸 MCの開発に成功し

たことが話題となり，これから諸外国との技術競争

が一層激しくなると思われる．  

製造現場においても，生産効率や品質向上が求め

られ，これらに対応する有効な手段である 5軸 MC
を用いた部品製作の需要が益々増えてくると考える． 

本校では，前年度に 5 軸 MC（ロボドリル α-
D21MiA5）及び，CAD/CAM システム（CATIA V5 
R24）を再整備した．さらに，CNC 操作を PC 上で

シミュレートができるソフトウェア（Fanuc NCガイ

ド）を導入した．そこで，これらの設備機器を活用

して，学生を対象とした訓練教材の作成及び，5 軸

MC導入時の動作確認について報告する． 

2 5軸MC（付加 2軸型）導入時の       

動作確認プログラム 

 5 軸 MC の種類はいくつかあるが，本校に導入さ

れた機器は，XYZ の 3 軸テーブルに回転・傾斜軸

の 2軸を付加したタイプである．この回転テーブル

の中心座標値が工作機械のパラメータに誤って入力

されると，影響として工具先端点制御機能で加工し

た部品は，寸法誤差（削り残しや削り過ぎ），若し

くは異常なテーブル移動が起きてしまう． 

今回，導入時の動作確認の際，このような現象

（異常なテーブル移動）が起きた．対処方法として

正四角柱形状を加工して，その 4辺の長さを測定す

ることで各辺の誤差の大きさにより，原因がパラメ

ータ値の設定誤りによるものか，NC プログラムの

間違いによるものかを判断した．(図 1) 
 

 

 

 

 

 

     図1 正四角柱の加工風景と測定箇所 

 

3 5軸MCに関する訓練内容 

5 軸 MC を操作する上で習得しておくべき要素を

図 2に示す．5軸 MCは工具の移動に関して自由度

が大きいため材料と刃物ホルダーが干渉する場合が

あり，これを回避するために，CAM を操作するソ

フトウェア及び工作機械を操作するハードウェアの

知識の両方を理解する必要がある． 

 
これらの知識を網羅する訓練には，図 3のような

準備した 3Dモデルを基に，CAM操作から加工ま

での一連の流れにおける実習を通じて 5軸MCにつ

いて学ぶ教材が必要となる．そこで今回は，その中

心的技術である CAM操作（②）及びCNC操作

（③）のテキスト教材を作成することとした． 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 

5軸制御マシニングセンタの教材作成 

   

   生 産 技 術 科  広 原 朋 昭

 

図2 5軸MCを操作するための技術要素 

図3 教育訓練のイメージ 

作成するテキスト

④  ロボドリル 

（5軸MC）
（ ）

③  CNC操作（NCガイド） 

⑤ 完成 

① 3Dモデル（(株)データ 

デザイン・Artecから使用） 
②  CAM操作（CATIA） 
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3.1 CAM操作 

限られた訓練時間の中で，効率よく訓練するため

には，3 軸マシニングセンタでは加工できない部品

製作を課題にした方が良いと考えた．そこで教材の

3D モデルには，材料を傾斜させて加工する多角形

加工（図 4､5）と深穴加工（図 6）を採用した．  

本課題は， 以下の内容を包含しており，5軸 MC
特有の加工方法となっている．また，CAM 操作を

順序よく理解できるテキストを作成した．（図 7） 

(1)多角形加工の場合 

① 割り出し加工の設定方法 

② エンドミルの側面加工及びボールエンドミル

加工による表面性状の違い(図 4，図 5) 
③ 工具先端点制御でのトレランス量，工具角度

等の変化による表面性状への影響 

 

 

 

 

 

(2)深穴加工の場合 

① 衝突回避機能の設定方法 

② 深穴加工時の干渉回避の設定方法 
左のタブでは 2 面目～6 面目までの条件を変えて入力を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 面目以降のプログラムはマニュファクチャリングプログラムを使用せず 

その前に行われた設定の上からアイソパラメトリックのアイコンを挿入する。 

CL 計算結果 2 面目～6 面目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

測定箇所 加工面 加工トレランス 最大分割ステップ ステップオーバー ピック方向の距離 削り残し高さ
条件1 1面
条件2 2面 0.01mm 10000mm パート上の距離 0.1mm
条件3 3面 0.1mm 10000mm パート上の距離 0.1mm
条件4 4面 0.01mm 1mm パート上の距離 0.1mm
条件5 5面 0.01mm 10000mm パート上の距離 1mm
条件6 6面 0.01mm 10000mm 削り残し高さ 0.0001mm

側面加工

  

 
3.2 CNC操作 

短期間に 5軸 MCの操作を全学生が自在に操作で

きるように習得させることは難しい． 

今回，学生が CNC 操作に慣れることと，段取り

作業の知識を習得するために，PC上で CNC制御盤

と同様な操作が行えるソフトウェアツールである

「NCガイド」を活用する．（図 8） 

    

 

図8 FUNUC NCガイドと操作テキスト・演習問題（右） 

本ソフトウェアは，加工シミュレーション機能に

より 4軸制御までの加工プログラミングのチェック

が可能である．また，操作は，5 軸 MC の操作盤が

画面に表示され起動/停止ボタンや各種設定画面等，

学生にとっては，PC 上で実機の操作方法や押しボ

タンの配置を把握でき，また加工シミュレーション

機能により作成した NCプログラムのチェックや編

集が同時にできる． 

指導員側のメリットは，学生が PC上で一斉に操作

できるため，進捗状況が把握できると共に，実機イメ

ージをつかむのに有効なツールと考える． 

4 作成した教材の効果        

今までの 5軸MC訓練は，工具先端点制御や傾斜

面の座標計算方法等は，指導員が行う説明やデモン

ストレーションが中心であった．今回のCAM操作

及びCNC操作の教材を作成することで，3Dモデル

から加工までの効果的な訓練ができる環境を整えた．

同時に 5軸MC特有の加工方法を体験でき，さらに

自らのペースで操作することができる．また，一方

では煩雑な操作を必要とするCAM操作とCNC操

作は，以下のような課題もあると思われる． 

4.1  CAM教材 

学生が理解できるように図を多用する教材とした

が，CAM 操作における 5 軸制御の工具姿勢は，操

作手順が複雑で指定項目および選択箇所が特に多い．

そのため，操作に手間取る学生が相当数いると予想

される．進みの早い学生との進度の差が出てしまう

ため，その対応が必要になると考えられる．  

4.2 ソフトウェアによるCNC操作の訓練 

1 台の実機を用いた従来の訓練では，CNC 操作の

習得において効率が悪いと感じる．「NC ガイド」は，

「段取り方法が理解できない」，「工具設定等の操作

に馴染めない」ような学生に対し，実機の補助教材と

して，有効的なソフトウェアと考える．演習問題およ

び反復練習を通じて CNC 操作の理解度が高まると考

える． 

5 おわりに 

次年度から今回のテキストを活用して，学生の反

応や理解度を観察して，検討と修正を行いながら内

容の充実を図りたい． 

今後の取り組みとして，本校の購入した 5軸 MC
は，小型 MCであるため，大型 5軸専用機と比べて

剛性不足であることは否めない．切削条件の違いが

どのように寸法精度に影響（主軸・工具の倒れ）す

るのか，またその対応をとっていくべきかを調査し，

今後の訓練内容の向上に寄与していきたい． 

図7 多角形加工と深穴加工テキストの一部 

図4 側面加工 

図5 ボール 

エンドミル加工 図6 深穴加工 
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1 はじめに 

デジタル家電や自動車などの組込みシステムは，必

要とされる機能が多岐にわたると同時にマイクロプロ

セッサの進歩も相まって目覚ましく発展してきた．組

込みソフトウェア業界では，設計品質の向上，開発コ

スト短縮，生産性効率が課題とされ(1)，技術者のスキ

ル向上が求められている． 
制御技術科では，「シーケンス制御」を学科の柱と

して学習している．また，そのカリキュラムは機械，

電気・電子，情報と幅広い．そのために「組込み制

御」も制御技術の大事な学習分野の1つであるが，そ

の学習時間が不足しており，学生の習熟度も未完成な

状態にある．これは，就職活動の結果にも表れている．

本研究では，2 年生の前期に行われる選択授業を視野

に組込み系の学習強化を目的にカリキュラムの構築を

行う．その際には，「楽しく学習」，「明確な目標」

を目指してロボットコンテストを視野に入れたカリキ

ュラムの検討を行う． 

2 研究の流れ 

組込み系の学習を明確な目標を持ちながら楽しく学

習するために，まず，ロボットコンテストを授業内に

取り入れることを考えた．初年度は，国内で実施され

ている組込み系のロボットコンテストとして最も盛大

に開催されている ETソフトウェアデザインロボット

コンテスト(2)(以下，ET ロボコン)に着目し，大会の参

加に必要な知識と条件を調査した．そして，ET ロボ

コンへの参加を最終目標に決めた．しかし，現在の制

御技術科の学生と ETロボコンで求められる技術力に

は差異があり，この学習に充てられる時間も2年生前

期選択授業2単位のみと時間的制約もあった．そのた

め，参加するには幾つかのステップを踏む必要がある

と考えた．まず，ET ロボコンにも採用されている

LEGO マインドストーム NXT に慣れること．そして，

学生のモチベーションを高めること．そのために，学

生が主体となって，ルールから運営までを考え実行す

る形式でロボットコンテストを開催することとした．

その後，ET ロボコン出場を目標として，ET ロボコ

ンの調査，開発環境の構築，モデル研究，プログラミ

ングを選択授業時間および不足分を夏休み中に行った．

ET ロボコンには，2013 年と 2014 年の南関東地区大

会に出場をした． 

3 学生によるロボットコンテスト 

制御技術科の 2 年前期選択授業は，｢技能検定普通

旋盤 3 級｣，｢第 2 種電気工事士｣，｢組込み/自動制御｣

の3テーマより選択する．前者2テーマは資格取得講

座で学生のモチベーションは高くなっている．そこで

｢組込み/自動制御｣でも，学生が主体となってロボッ

トコンテストを企画して運営することにより，興味と

積極性を引き出したいと考えた．ロボットのハードウ

ェアから検討することは時間的にも困難なことと，

ET ロボコンの参加も視野に入れて，LEGO マインド

ストーム NXT を採用した．NXT は，32 ビットマイ

コンを搭載しており専用のソフトウェア(NXT 
Software v2.1)を用いて，4種類のセンサと 3つのモー

タを簡単に制御することができる． 
3.1 2013年の学生ロボットコンテスト 

30人クラス中 5名が本テーマを選択した．1Q全 8
回の中で大会を実施することにした．持ち回りでリー

ダーが全体を指揮しルールやスケジュールを決定した．

大会は最終日に直径 1.8m の円形フィールド上に置か

れた赤外線ボール(直径 74mm)を先にフィールド外に

押し出した方が勝ちというルールで行われた(図 1)．
ロボットには，赤外線ボールを見つける機能，ボール

を押し出す機能が必要となる．LEGOを用いることに

よりリンク機構などアイデアを具現化する時間を大幅

に短縮できた．大会に合わせて各自の戦略，攻撃方法，

守備についてプレゼンテーションの時間をとった． 
大会後の反省として，大会ルールの検討不足や大会

進行の不手際などが挙げられたが，一方で盛り上がっ

た，色々なセンサの使い方が分かり勉強になったなど

前向きな意見もあがった． 

 
図1   フィールド上のロボットと赤外線ボール 

ロボコンを視野にいれた組込み教育の検討 

     

   制 御 技 術 科  小 山  宏
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3.2 2014年の学生によるロボットコンテスト 

クラス 32 名中 7 名が本テーマを選択した．今回は，

全 6 回の中で実施をした．序盤は LEGO に慣れるた

めに 1640mm×620mm の楕円ライントレースコース

を用いたスピードアタック大会を行った．その後，同

フィールドを用いて楕円ラインを土俵とした相撲ロボ

ット大会を実施することになった．ただし，ロボット

の後方指定位置には停止ボタンが設置され，それが押

されると1本，また，ラインを出ても1本の3本先取

の大会となった．昨年の反省を活かし大会の円滑進行

やルールを吟味するために，プレ大会を開催すること

にした．これにより事前に反省点や改善点が明確にな

り充実した大会となった．プレ大会後と本大会後に制

作したロボットと大会の満足度を100点満点でアンケ

ートを実施した結果からもその様子がうかがえる． 
表1  ロボットの自己評価と大会満足度の平均 
採点項目 プレ大会 本大会 

ロボットの自己採点 65.7 82.1 
大会満足度 68.6 87.9 
 

4    ETロボコン 

ET ロボコンは組込みシステム技術協会が主催する

ロボットコンテストで，2014 年は企業から高校まで

336 チームがエントリーしており，組込みシステム開

発分野における若手エンジニアに分析・設計モデリン

グの教育機会を提供することを目的としている． 
4.1 デベロッパ部門プライマリークラス 

競技は 2014年より 2部門 3クラスあり，最も初心

者に適したデベロッパ部門プライマリークラスに参加

をした．競技に使用する走行体は，LEGO マインドス

トームを使用し，その構成は規定されており全チーム

同じである．よって，組込んだソフトウェアで勝敗が

決まる．競技は，指定されたコースと課題を速く正確

に走行することを求められ，開発にあたっては，

UML(Unified Modeling Language)等で記述されたシス

テムの分析･設計モデルを提出し，その内容審査と走

行競技結果の総合評価で競う．今回のモデルは Visio
で作成し，開発環境として nxtOSEK(RTOS)上に C言

語で記述を行った． 
4.2 大会への準備と結果 

大会に参加した学生は，2013 年が 3 名，2014 年が

5 名の組込み系の就職希望者である．チーム構成はモ

デル班，プログラム班で作業を分担しリーダーがその

橋渡しをすることにした．作業は２Qの1単位を使用

したがモデルの提出は 8 月 15 日(2014 年)のため夏休

みを活用して A3用紙 5枚にまとめ提出を行った．競

技フィールドはスタートから第1ゴールゲートまでを

黒ラインで描かれたコースをトレースする．その後，

ゲートや段差などの難所をクリアして車庫入れを行う

ものである(図 2)．2013 年は照明環境の同定ができず

途中リタイアだったので，2014 年は第 1 ゴールゲー

ト通過をチームの目標とした．モデル班が走行戦略を

考え，プログラム班がそれを具体にしたが，PIDパラ

メータの調整や外乱対応に手間取り苦戦していた．南

関東地区大会では，目標であった第1ゴールゲートま

で完走することができた．また，難所についても一部

をクリアした．順位も表2のとおり上向いた．この要

因としては，得られた知識や攻略，開発環境構築の手

順など自分達がつまずいた箇所を卒業制作・研究の形

として後輩に受け継がれたことが挙げられる． 
表2  南関東地区大会の結果 

年 モデル評価 競技順位 総合順位 

2013 C 23 22/26 

2014 B- 9 7/16 

 

5 まとめ 

ET ロボコンは，当科学生にとっては学習していな

い要素が多く，ハードルの高いテーマであったが，明

確な目標とグループワークによる助け合いを通して困

難を乗り越える経験ができた．また，他の学校の学生

や社会人の方と触れ合うことにより刺激を受け，自ら

学ぶ意識の向上に変化が見られた．その後の卒業制

作・研究では，自主的な学習で Androidのアプリケー

ション開発に取り組むことができた．また，就職にお

いても来春より組込み系の会社で活躍する人材を輩出

できたことが1番の成果である． 

6     参考文献 

(1) 情報処理推進機構，2012 年度「ソフトウェア産業の実

態把握に関する調査」調査報告書，（2013）55．  
(2) ETロボコン公式サイトHP, http://www.etrobo.jp/2014/  

図2  コース概要   
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1 はじめに 

近年，制御技術科では，就職先に機械分野を選択

した場合，保守メンテナンス系ではなく，機械加工や

組立等の製造現場を希望し，２年次の選択実習でも機

械加工を選択する学生が増加傾向にあり，機械加工の

指導内容や方法も見直す必要が出てきている．そこで，

現状のニーズに対応ができるよう，制御技術科内での

機械系のカリキュラム，特に機械加工実習関連の指導

内容と課題・教材を再検討することにした． 
本研究においては，機械加工実習の中で一番作業

時間が多く，機械分野での資格取得目標にしているフ

ライス盤作業を題材にして，再検討を行い，その後課

題教材の再構築を試み，３年計画で研究を行った結果

を報告する． 

2 研究経過 

前項での目的を達成するために，まずは，現在の

機械加工実習関連の授業で学習させることと教科間で

の関連，到達目標の整理を行った． 
その際，到達目標に以下の内容を取り入れた． 
 
・制御技術科の方針である資格取得支援（機械分

野では，技能検定フライス盤作業3級取得）に対

応できること 
・ものづくりの課題（1 年次：1 軸送りテーブルの

製作 2 年次：自立型相撲ロボットの製作）の製

作に対応できること 
 
学習内容の整理，他教科との関連及び到達目標の確

認 整理を行い，2 つのフロー（「資格支援フロー」

と「ものづくり支援フロー」）を設定した． 
 
「資格支援フロー」は，1 年次でのフライス盤の基

本要素作業習得（機械加工実習Ⅰ）と2年次での技能

検定フライス盤作業3級取得支援のカリキュラム（旋

盤 フライス盤技能演習）をパッケージにし，資格取

得を目標にしたものである．一方「ものづくり支援フ

ロー」は，1年次でのものづくり課題 1軸送りテーブ

ルの製作（機械加工実習Ⅱ）と2年次でのものづくり

課題である自立型相撲ロボットの部品製作（機械加工

実習Ⅲ）をパッケージとして，卒業研究製作等におい

て，自分で作成した図面の部品加工ができることを目

標とした． 
「資格支援フロー」では，1 年次のフライス盤作業

で，機械の基本操作と基本要素作業（六面体加工 エ

ンドミルを用いた段と溝加工）を取入れ，技能検定フ

ライス盤作業3級の課題に近い加工を体験できるよう

にした．2年次の技能検定フライス盤作業 3級取得支

援では，実際の技能検定での加工工程をまとめた資料

を作成して，加工方法の一例を紹介しながら加工方法

を習得できる内容とした． 
「ものづくり支援フロー」における1年次でのもの

づくり課題である1軸送りテーブルは，ここ数年送り

機構に使用しているボールねじの老朽化による組立時

の問題点や制御実習での動作の不具合が多発している． 
この解決策として，ボールねじを新規に購入し，現

状の課題を継続することも考えたが，ボールねじ自体

が高価であることや分解組立の回数が多いことから破

損が再度起こる可能性が高いこと，現状の制御実習の

課題内容から別の機構を用いても問題がないと判断し，

比較的安価な部品で対応ができるベルト駆動を用いて

新規設計をし，作業テキストを新規作成することにし

た． 
 
また，教材資料を作成するにあたり，下記の事項を

基本方針とした． 
・図解 写真をできるだけ多く取入れ，わかりや

すくする． 
・要点が一目見てわかるようにする 

3 研究成果 

作成した教材を図1から図4に示す． 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
図1 フライス盤基本要素作業テキスト 

制御技術科機械系の教材再構築 ～フライス盤を題材にして～ 

     

   制 御 技 術 科  内 山  拓 哉
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図2 技能検定フライス盤作業3級 
実技対策テキスト 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図3 新規設計した1軸送りテーブル 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図4 1軸送りテーブル作成テキスト 

 

4 考察 

 機械加工実習Ⅰと旋盤フライス盤技能演習では平

成 25年度から，機械加工実習Ⅱでは平成 26年度か

ら作成した教材を使用して実習を行った． 
機械加工実習Ⅰと旋盤フライス盤技能演習の授業

評価の結果を表1に示す． 
 

表1 授業評価の結果 
機械加工実習Ⅰ 

年度 評価（5段階） 
平成24年度（参考） 4.1 
平成25年度 4.3 
平成26年度 3.9 
 
旋盤フライス盤技能演習 
年度 評価 

（5段階） 
技能検定 
実技合格者 

合格率 

平成24年度 
（参考） 

4.6 9名受験 
7名合格 

78％ 
 

平成25年度 4.7 
 

12名受験 
12名合格 

100％ 
 

平成26年度 4.9 
 

10名受験 
10名合格 

100％ 
 

 
上記の結果から，旋盤フライス盤技能演習におい

ては有効な結果が得られた．これは，提示した教材が

進度の早い学生に対しては，自分なりのやり方を考え

るベースとなったこと，遅れ気味の学生には，作業を

覚えるのに有効なツールとして活用できたからである

と考えており，当初の目的は達成できたと判断してい

る．一方，機械加工実習Ⅰでは，導入直後は評価の向

上が見られたが，2 年目には低下した．機械加工に対

する興味関心の度合もあるかもしれないが，機械分野

でのものづくりに関心を持たせる動機づけをすること

や新規設計した１軸送りテーブルとその作成テキスト

を評価するのが今後の検討課題である． 
 

5 まとめ 

フライス盤を題材にして，制御技術科の機械系の教

材再構築を行った．今後は，実習で使用した結果や授

業評価の結果をフィードバックさせ，より良い教材に

改良し，学生だけでなく，若手職員への技能継承がで

きるようにしたいと考えている． 

6     参考文献 

(1) 株式会社オリジナルマインド  
1軸ステージL150製品マニュアル 
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1 はじめに 

若者のものづくり離れ，技能離れが叫ばれる中，若

年技能者の人材育成に取り組むさまざまな職業能力開

発施策が展開されている．「ものづくりマイスター制

度」は，その施策の重要な柱として位置づけられてい

る．しかし，事業の展開を図るためには，ものづくり

マイスターが実技指導をする場面において利用する

「技能競技大会を活用した人材育成の取組マニュア

ル」の作成が急務となっている．中央職業能力開発協

会から技能五輪競技委員に協力依頼があり，今年度の

講師研究として，掲載内容の執筆および確認をするこ

ととした． 

2 ものづくりマイスター制度 

2.1 制度の概要 

「ものづくりマイスター制度」は，厚生労働省が

「若年技能者人材育成支援等事業」の一環として平成

25 年度から創設された事業である．ものづくりマイ

スターが，技能競技大会の課題などを活用し，中小企

業や学校などで，若年技能者への実践的な実技指導を

行い，効果的な技能の継承や後継者の育成を行うもの

である． 
2.2 ものづくりマイスター 

厚生労働省は，ものづくりに関して優れた技能，経

験を有する方を「ものづくりマイスター」として認

定・登録している．対象分野は，技能検定の職種およ

び技能五輪全国大会の競技職種のうち，建設業および

製造業に該当する112職種である． 
平成 26年 11月 14日に，厚生労働省より第 4回の

認定者が公表されており，これまでに，延べ 5,943 名

が認定・登録されている．厚生労働省ものづくりマイ

スターデータベースには，以下の内容で6名の方が登

録されており， 
  登録地：神奈川県 
  職種カテゴリ：電気・精密機械器具関係 
  職種：電子機器組立て 

図1に示すように，工業高校における技能向上講習会

等で活用されている． 
ものづくりマイスター制度は，各都道府県の技能振

興コーナー（当県では，神奈川職業能力開発協会 若
年技能支援課内）が，企業・学校とマイスターのマッ

チングなどのコーディネート業務を担当している． 

 
図1 ものづくりマイスターの活用事例 

     （かながわ技能振興コーナーのHPより） 
 
2.3 関連事業 

若年技能者人材育成支援等事業の理解を深めてもら

うために，多岐に渡る事業が実施されている． 
平成25年9月24日には，『技能競技大会を活用し

た我が社・我が校の人材育成』をテーマにシンポジウ

ムが開催されている．事例発表として，㈱デンソー技

研センター，日本造園組合連合会，岩手県立産業技術

短期大学校の講演があった． 
今年度も，『創！Roman「ものづくりマイスター

制度」を活用した「担い手づくり」について語る』と

題したシンポジウムが，平成26年9月25日に開催さ

れている．基調講演では，淑徳大学の北野大教授が，

「科学技術の先達に学ぶ」というタイトルで講演して

いる． 
神奈川県においては，県立工業高校生等を対象に技

能体験バスツアーが企画されている．平成26年10月
7 日に東部総合職業技術校で行われた技能五輪全国大

会派遣選手合同練習会を見学するものであった．この

合同練習会には，「電子機器組立て」職種に出場した

当短大校電子技術科の2年生3名も参加している．  

3 取組マニュアル 

3.1 平成25年度実績 

平成 25 年度に，中央職業能力開発協会が作成した

取組マニュアルは，職種共通編と機械系や建築系の職

種別に 15職種の計 16編である．職種共通編は 4,800
部，職種別編は，旋盤800部，建築大工600部など，

計 5,230 部作成されており，技能振興コーナーを通じ

て，ものづくりマイスターに配付されている．工業高

校，職業訓練施設などからも要望があり，増刷の予定

と聞いている． 
 平成 26 年度は，電子機器組立て職種の他，機械製

図，工場電気設備，石工など 14 職種のマニュアルが

作成される予定である． 

技能競技大会を活用した人材育成の取組マニュアルの作成について 

  

電 子 技 術 科  矢 島  康 治
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図2 「技能競技大会を活用した人材育成の 

  好事例集」の当短大校のページ 
 
取組マニュアルとは別に，中央職業能力開発協会は，

「技能競技大会を活用した人材育成の好事例集」の冊

子を作成しており，企業8社，能力開発校1校，工業

高校 1 校の 10 団体の好事例が掲載されている．技能

五輪や若年者ものづくり競技大会へ積極的に参加して

いることから，当短大校も取材を受け，4 ページに渡

って紹介されている（図2）． 
3.2 取組マニュアルの内容 

マニュアルの内容は，概ね以下のとおりである． 
① マニュアルの使い方 
② 当該職種に求められる技能 
③ 競技課題 
④ 採点基準 
⑤ 得点と大会での順位等の評価方法 
⑥ 競技課題が求める技能の内容 
⑦ 技能修得のための訓練方法 
⑧ 課題の製作方法（作成手順） 
⑨ 期待される取組みの成果 

③の競技課題など，競技大会を通じて公表されてい

る内容もあるが，④の採点基準は非公表であり，この

マニュアルのために，競技委員が協議して執筆する．

②や⑥については，当該職種に関わる電子技術者全般

に必要な技能を整理し，6 つのスキルとして記述して

いる．また，⑦～⑨は，実演企業等への撮影・取材を

通じ作成する他，課題製作方法のアドバイスや作業ポ

イントの指摘など，細かい内容まで記載する． 
3.3 写真撮影・取材 

平成 26年 8月 28日～29日の 2日間，トヨタ自動

車㈱保見研修センターにて行われた写真撮影と取材に，

競技委員の代表として同行した．写真撮影では，第

51 回大会「電子機器組立て」職種で銀賞を獲得した

大石氏が実演した（図 3）．大石氏は，現在，設計開

発現場で活躍している．写真撮影と平行して，トヨタ

自動車の指導員である寺尾氏らと，マニュアルの構成

や内容を詳細部分まで検討した（図4）． 

 
図3 撮影の様子 

 
図4 作成したマニュアルの一部 

 

4 おわりに 

本研究は，「技能競技大会を活用した人材育成の取

組マニュアル」を作成する中央職業能力開発協会をア

シストする仕事であったが，競技委員の立場から執筆

する内容も相当あり，マニュアル全体の監修や校閲も

行った．年度末には完成し，手元に届くはずである． 
技能五輪全国大会で実施した課題の取り組み方を細

かく紹介したものは，今までなかったものであり，企

業のノウハウが盛り込まれ，実に興味深い内容になっ

ている．ものづくりマイスターだけでなく，企業や学

校の指導者が，実技指導の際に使用することで，若者

の技能向上はもとより，積極性や作業への取組姿勢が

向上してくれるものと考える．さらに，指導者自らの

スキルアップに活用していただければ，幸いである．  
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1 はじめに 

近年，電子技術科の学生の就職先として強電･メン

テナンス(以下，｢強電｣と記す)職種が増えつつあり，

それに関連する授業の必要性が高まりつつある．しか

し，当科ではエレクトロニクスに係るハード，ソフト

(以下，｢弱電｣と記す)を主目標としており，｢強電｣の

授業は訓練内容も訓練環境も充分とは言えなかった． 
本研究では，｢強電｣に深く関係するシーケンス制御

実習に用いる教材を製作するとともに，学生の就職支

援の一助として効果的かつ実践的な指導技法を検討し

た． 

2 電子技術科の就職先職種の推移 

まず，就職先職種の把握をするために，職種を次の

ように整理し検討した．(表１) 
1 ｢弱電｣…電子機器，電子回路に関する職種 
1-1｢電子｣…ハードウェアを主体とする職種 
1-2｢情報｣…ソフトウェアを主体とする職種 

2｢強電｣…電気およびメンテナンスに関する職種 
3｢作業系｣…電気･電子以外の技能系作業職種 
4｢その他｣…事務，販売等，上記以外の職種 
なお，特定派遣については，他職種に跨り入社後に

職種が決まることが多いため｢直接雇用｣と区別した． 
卒業年度

就職者 200 28 24 19

特定派遣 8 (4%) 0 (0%) 0 (0%) 1 (5%)

直接雇用 192 28 24 18

弱電 152 (79%) 20 (71%) 13 (54%) 10 (56%)

　電子 121 (63%) 15 (54%) 12 (50%) 9 (50%)

　情報 31 (16%) 5 (18%) 1 (4%) 1 (6%)

強電 27 (14%) 7 (25%) 9 (38%) 5 (28%)

作業系 9 (5%) 1 (4%) 0 (0%) 3 (17%)

その他 4 (2%) 0 (0%) 2 (8%) 0 (0%)

H12-19 H20 H21 H22

 
表1   平成22年までの就職先職種の推移 

 
その結果をみると，従来(H12～19)は，｢弱電｣への

就職が79%であるのに対し｢強電｣は14%に留まってい

たが，平成20年度以降，増加の傾向が認められた． 

3 ｢強電｣に関する授業の状況と改善 

3.1 授業の状況と充実 

電子技術科ではエレクトロニクスエンジニア(弱電

技術者)の育成を本来の主目標としていることもあり，

平成 20 年度卒業生まで｢強電｣の授業はほとんど行わ

れていなかった． 

にもかかわらず，平成 20 年度には 25%の者が｢強

電｣に就職したこと，そして，就職を最大の目標とす

る当校にとって，｢強電｣を就職先の選択肢として広げ

ることが有効と考え，平成 21 年度から 2 年次前期に

シーケンス制御の実習を取り入れ，さらに，平成 23
年度入学生(平成 24 年度卒業生)から，１年生後期に

｢シーケンス制御実習Ⅰ(２単位)｣と｢電気取扱いに係る

特別教育(１単位相当)｣を実施し就職活動開始時から

｢強電｣を検討できるようするとともに，２年生前期に

｢シーケンス制御実習Ⅱ(４単位，選択科目)｣を実施し，

強電職種に必要な能力の習得を目指しカリキュラムを

変更した． 
 
3.2 授業の狙い 

 1年次の｢シーケンス制御実習Ⅰ｣と｢電気取扱いに係

る特別教育｣では，強電および作業系職種の特徴を理

解し，就職先の選択肢として検討できるようにするこ

とを目的としたため，｢知識｣だけでなく｢作業職種｣に

求められる，｢安全確保｣｢技能力｣｢自主性｣｢説明力｣等

に重点をおいた． 
 2年次の｢シーケンス制御実習Ⅱ｣では，基本的に｢強

電｣を視野に入れている学生が対象のため，｢製品作

り｣，｢作業の進行管理｣，｢リーダーシップとグループ

作業｣を主眼に実施するとともに，PLC を用いた，よ

り高度な｢電気制御｣の習得を目指した． 
さらに，その後の｢卒業制作･研究｣で｢シーケンス制

御｣をテーマにした学生は，｢シーケンス制御実習Ⅰ｣

の実習補助を行うことで，知識･技能の再確認と，表

現力とコミュニケーション能力の向上を図った． 

4 製作した教材(実習板) 

4.1 実習板の概要 

当初，シーケンス制御実習Ⅰで用いる入門･基本用

とシーケンス制御実習Ⅱで用いる中級用の２種類を製

作したが，製品作りや PLC の内容充実を望む声があ

り，中級用は既作のものを改良することで，新たに

｢応用課題｣と｢PLC 用実習板｣を製作する時間を設けた． 
 

4.2 有接点リレーシーケンス用実習板（図1） 

シーケンス制御実習Ⅰでは，学生自らが， 700×
300mm の木板上に実際に製品に用いられる各種の部

品を取り付け，配線を行うことにより技能力の向上を

図るものとした．制御部は基本的なシーケンス制御回

リレーシーケンス制御に関する指導教材の開発と指導技法の研究 

     

   電 子 技 術 科  出 穂  久 幸
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路を目的としたためコントロールリレー４個と最小限

に止めた．入出力機器は各4点とし，電線は整形の容

易な IV-1.25（sq）を主に使用した．また，電源は

AC100V を用い，6Ａの MCCB（配線用遮断器）を設

けた．AC100V は危険性の高い電源であることから，

通電は指導員立会いの下で行うことで安全を確保した． 

図1    有接点リレーシーケンス用実習板 
 

4.3 有接点リレーシーケンス実習板の改良（図 2） 

シーケンス制御実習Ⅱでは，学生各自に通電させ

るため，3Ａの栓形ヒューズを増設するとともに，受

講者は特別教育の修了者に限ることで安全を確保した．

また，DIN レールを設置し，タイマリレー等の制御機

器を容易に増減できるようにし，より進んだ有接点リ

レーシーケンス制御回路に対応できるようにした． 

図2    有接点リレーシーケンス用実習板（改良後） 
 

4.4 応用課題（図 3） 

応用課題は，｢顧客の要望を製品にする｣というテー

マで実施した．学生は口頭で示された要望を聞き取り，

顧客に製品案を示した後，仕様，設計，部品選定，製

作まで製造過程を一貫して行うことで，製品作りの経

験の場とした。また，完成後は取扱説明書を作るとと

もに，学生同士が互いに製品を評価し，「より良い製

品とは何か」について検討する機会をもたせた． 

図3   学生が設計・製作した｢家電用省エネタイマー装置｣ 

4.5 ＰＬＣ用実習板（図 4） 

有接点用実習板との大きな違いは配線ダクトを用い

たことである．また，入力部の電源をDC24Vとし，IV-

0.5（sq）の電線を用いることにより，より現実的な

製品に対応できるようにした． 

図4    PLC用実習板 
 

5 評価と今後 

就職は，その時々の社会情勢に大きく左右されるこ

と，｢新たな授業｣を実施し始めてから日が浅く検証に

十分なデータが得られてないことなどから，残念なが

ら，｢授業｣がどのくらい｢就職｣に有効だったのかを評

価するまでには至っていない． 
しかし，表 2および表 3のとおり平成 23年度以降

も｢強電｣と｢作業系｣はその後も高い値を示しており，

また，就職活動開始時(２年生当初)から｢強電｣を視野

に｢シーケンス制御実習Ⅱ｣を選択した学生も多いこと

から，｢授業｣が｢就職｣に対し一定の効果をもたらした

と思われる． 
表2   平成23年度以降の就職先職種の推移 

 
表3   2年次当初在籍者と｢シーケンス制御実習Ⅱ｣選択者 

 
さらに，以前は遅い傾向のあった、学生の｢強電｣・

｢作業系｣への内定時期も早まり，その結果，科全体の

内定時期，就職とも良い方向に向かうこととなった． 
来年度から｢シーケンス制御実習Ⅲ｣として２単位増

やす予定であり，より就職に寄与する訓練を実施して

行きたい． 

卒業年度

就職者 25 24 31 32

特定派遣 5 (20%) 7 (29%) 11 (35%) 3 (9%)

直接雇用 20 17 20 29

弱電 8 (40%) 4 (24%) 7 (35%) 18 (62%)

　電子 6 (30%) 4 (24%) 5 (25%) 17 (59%)

　情報 2 (10%) 0 (0%) 2 (10%) 1 (3%)

強電 7 (35%) 8 (47%) 11 (55%) 11 (38%)

作業系 3 (15%) 4 (24%) 2 (10%) 0 (0%)

その他 2 (10%) 1 (6%) 0 (0%) 0 (0%)

H23 H24 H25 H26

卒業年度

在籍者数(人) 30 35 33 29

選択者数　　 11 (37%) 16 (46%) 13 (39%) 12 (41%)

H24 H25 H26 H27

※H23は実施せず．H27は，進級見込者と1月時点で検討している者．

制御部 

栓形ヒューズ 

コントロールリレー 

タイマリレー 

出力ランプ 

入力スイッチ ＭＣＣＢ 

ＤＩＮレール 
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1 はじめに 

携帯電話などの音声信号を扱う機器には，風切音や

残響音をキャンセルする機能が利用されている．この

ような機能は，音声信号から特定の周波数を取り除く

フィルタ等の機能を利用している．この機能はデジタ

ル信号で処理されることが多く，信号の増幅，特定周

波数のフィルタ加算，減算，時間シフトなどにより実

現させている．実際には，DSP やマイクロコンピュ

ータなどのデバイスで実現できるため，プログラム内

容を書き換えることで特性を変更可能で，かつ，入力

信号に応じて最適な特性に変更することが可能である

という特性がある． 
このようなデジタル信号処理の学習に必要な教材は，

コンピュータ上のシミュレーションなどを用いたもの

は多数存在するが，実際の電子回路に実装しこの信号

を実測することで，ソフトウェアによる教材より実践

的な教材となるのではないかと考え，デジタル信号処

理が可能なデバイスを用いた回路を製作し，それにあ

わせた教材作成を行った． 

2 仕様 

電子回路関連のフィルタ回路等の実験で利用するこ

とを想定すると，安価でメンテナンス性の良さが必要

となる．このため，使用するデバイスは安価で入手性

が良く，回路接続ミスなどで破損したときに容易に交

換可能な DIP パッケージのものを使用することを考

えた．また，低周波における音声信号処理装置などへ

の活用を前提とし，dsPIC シリーズのマイコンを使用

している．このデバイスには次のような特徴がある． 
・フィルタを構成するために積和演算を高速に実行

可能な機能を有し，安価（1000円程度）である． 
・FIRまたは IIRフィルタの実装に必要なメモリを

有しており，回路の小型化が可能なDIP(SDIP28pin)パ
ッケージがある． 
・フィルタ機能については，アドインツールを利用

することで比較的容易に，希望するゲイン特性のフィ

ルタを生成可能である． 
・入力はアナログ信号に対応しており，一部のデバ

イスで出力もアナログ信号に対応している． 
・UART，SPI，I2C 等通信機能を有し，外部デバイ

スとの連携動作が可能である． 
 

3 教材回路の構成 

図１に示すようにアナログ信号を入力し，レベル変

換，増幅を行い，マイクロコンピュータで A/D 変換

し信号処理後 D/A 変換する．再び増幅，レベル変換

しアナログ信号を出力する構成となっている．マイク

ロコンピュータ用に 3.3V 電源を用意し，さらに，ア

ナログ系電源として±１.65V を生成している．これ

は，実験等のアナログ回路では±15V 程度の電圧を利

用しているが，マイクロコンピュータの電源が 3.0V
から 3.6V であるため，入力電圧を±15V からレベル

変換して±１.5V 程度にして信号処理する必要がある

ためである．教材回路については，試作ボードに差し

込むことで，電源および信号を供給し出力信号を得ら

れる仕様とし，実験で利用しやすい構造とした． ま
た，必要に応じて外部コンピュータとの接続が可能な

シリアルポートと液晶表示機を接続可能とした． 

アナログ
入力

アナログ
出力

電圧調整
レベル変換・増

幅

ｄｓPICマイコン 電圧調整
増幅・レベル変

換A/D D/A

 
3.1 教材回路の改善 

初期に作成した教材回路では，マイクロコンピュー

タに実装されている機能の制限から，フィルタの種類

の制限やアナログ信号出力用の外部回路が必要であっ

た．また，回路の動作状況を表示する機能が乏しいと

いう問題があった．これらを改善し，実験等での取り

回しを向上させるために，機能の拡充，部品点数の削

減をし，教材回路の見直しを行った（図２）． 
3.1.1 機能の拡充 

機能の拡充は，マイクロコンピュータを変更するこ

とによるメモリの拡充，安定した電源確保のため電源

レギュレータ，外部通信機能，表示機能を付加した． 
マイクロコンピュータはフィルタ演算用や A/D，

D/A のデータバッファおよびプログラムが動作するた

めに十分なメモリ領域を必要とする．また，dsPIC シ

リーズのデジタル演算にはメモリ領域が2倍必要とす

るため，dsPIC30 シリーズの 2kByte では，FFT など

の多くのメモリを必要とする機能は，実装しても周波

数帯域の確保が狭くなり実用的でなかった．また，フ

ィルタ機能を実装する際にも，タップ数の少ないフィ

ルタ機能を実装することに限定されていた．新しく使

図1  教材回路の構成 

小型デバイス等を活用したデジタルフィルタ教材の開発 

     

   電 子 技 術 科  田 巻  愛
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用したdsPIC33シリーズは16kByteのメモリを備えて

いるため，タップ数の多いフィルタでも実装が可能と

なり，余裕のある設計が可能となった． 
電源電圧は，dsPIC30 は 5V であったが，dsPIC33

は 3.3V と低くなり，デバイスの保護と安定した電源

確保のため，電圧レギュレータをつけ 3.3V を生成し

ている．デジタル系ではそのまま 3.3V で使用し，ア

ナログ系ではノイズ除去した上で，中点電圧を設け，

±1.65Vを確保した． 
外部通信機能と，表示機能は，回路の状況やデバッ

グに必要な情報を通信するために有用で，必要に応じ

てオプションで増設可能とした．外部通信機能は，

UART を使用し，シリアル USB 変換 IC を利用して

PCに接続可能である． 
表示機能は I2C通信機能を有する液晶表示機を使用

して回路の状況などを表示することが可能となってい

る．これにより，LED のみであった旧回路に比較し

て情報量を増やすことができ，動作状態の確認やプロ

グラム開発時のデバッグ等に利用可能となった． 

 

 
3.1.2 部品の削減 

マイクロコンピュータをdsPIC30シリーズとしてい

た初期の回路では，マイクロコンピュータに D/A 変

換器が内臓されておらず，外部にシリアル D/A 変換

IC を接続していた．dsPIC33 の一部のマイコンでは

D/A 変換器を内臓しており，これを活用することで，

部品数を削減し，変換速度・精度が向上した． 
4 教材の構成およびその利用 

教材は，実験回路の説明から始まり，デジタル信号

処理の基本であるサンプリング，A/D，D/A ，サンプ

リング，エリアシング，デシメーションなどについて

説明し，その後，信号処理技術のベースとなる周波数

伝達関数，移動平均そしてフィルタについて進んでい

く．これらの項目を学習した後，実験での活用に必要

な回路の構成・使用法と，マイコン開発ツール，フィ

ルタパラメータ生成ツール，フィルタ設計用の計算ツ

ールの活用法を学習すると，ツールを使用してフィル

タ機能をマイクロコンピュータにプログラムすること

ができる構成となっている． 
活用の一例として，図３に示すように，予め設定し

たフィルタパラメータを書き込んだ状態で周波数特性

を測定しフィルタの特性を調べることが可能である．  

 
Condition: 
Band Stop Filter IIR  Butterworth 2nd Order 
Sampling Freq 10kHz ,   
Passband Freq 500Hz 1.2kHz ,  Stop band Freq 530Hz 1kHz 

 

 

本教材では，教材回路を使用して実機で動作確認し

ていく際に，確実に理解していないと機器を動作させ

ることが難しい．このため，ソフトウェアのみのシミ

ュレータ等で学習した場合と比較して，より理解した

上で，次に進めていくようになっている．これにより，

学習者自身が，理解度を確認しながらすすめられる状

況となった．  
5 まとめ 

 初めて取組む学生でも理解しやすいように，信号の

基本から，信号処理に必要な基本項目それぞれを理解

しやすいよう，さらに充実する必要がある．また，デ

ジタルフィルタの設計にはアナログフィルタの設計手

法を基にしてデジタル変換しているので，アナログフ

ィルタの設計手法に関する教材の補強も継続的に進め

る必要がある．これらについては，既存の教材の活用

も含めて検討をしながら，実機を活用した測定の検証

実験と，それに必要な準備教育の教材を両輪とした構

成として，開発を進めていきたい．  

6     参考文献 
 (1) 後閑 哲也，PICではじめるアナログ回路, (2014) 
技術評論社 
(2) Microchip Technology Inc.: “Filter Design for dsPIC™ DSCDigital Filter 

Design and Analysis System”, http://www.microchip.com/ 
(3)  Microchip Technology Inc.: “dsPIC33FJ64GPX02 Data Sheet”, 

http://www.microchip.com/ 

図２ 教材回路 

図３ バンドストップフィルタの例 
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1 はじめに 

近年，産業デザイン科では企業とのコラボレーション

企画や校内改善課題などの中で，単にデザイン提案に留

まらず，実際に使うもの，使えるもの，商品化されるも

のを作成し，提案する必要性が増えてきている． 
課題として取組む場合，学生が作成する上でさまざま

な問題が生じてくるため，それを解決しながら完成させ

なければならない．試行錯誤できる時間的余裕や設備が

あれば，じっくりと取組むことができるのであるが，大

抵の場合，短い時間しか用意されていない． 
さらに，近年の学生は研究心及び工夫する力が不足し

てきており，産業デザイン科の学生においても作り方が

定まっていて，製作者を選ばず仕上がりが担保できる方

法でないと普通に完成させることは難しくなってきてお

り、デザイン性が高いものは，さらに困難である． 
そこで本研究では，展示会等に用いられる大きな背景

パネルについて，学生が仕上り良く完成させることがで

きる制作手順についての検討・検証に取組むことにした．  

2 研究経過 

平成 24 年度は，上張りに合成樹脂コート（プロフ

ォトペーパー）を用いたパネルの制作方法を検討し，

どのような方法がベストであるかを探り，平成 25 年

度は検討した方法で，卒業制作で検証をした．平成

26 年度は溶剤インク対応の糊付溶剤メディアを用い，

制作手順と仕上がりを検討・検証した． 

3 研究成果 

平成 26 年度は，産業デザイン科の CG システムが更

新されるのに伴い，溶剤型カラーカッティングプロッタ

（Roland VersaCamm VS-300i，以下 RVC）を導入し，

これまで出来なかった溶剤メディア（溶剤型インクで印

刷，屋外使用可能塩ビ）を用いることができるようにな

った．このプロッタを使うために，まず Adobe Illustrator 
CS4（以下、Illustrator）でデータ作成を行い，専用ソフト

ウエア（Roland VersaWorks，以下 RVW）で、印刷・カッ

ト用にデータを修正・環境を整え，印刷（カッティング

含む）を行う．印刷したメディアを手加工（直定規を使

いカッターナイフでカット）した後，貼付実験（貼り付

け下地の調整含む）を行った．以下に手順の概要を示す． 

3.1 カット用データ作成～貼付の手順 

(1)カット用データは Illustratorで作成し，あらかじめイ

ンストールした RVW のスウォッチで図形や文字のカ

ット線（赤色）を指定する（図 1）． 

 

 
図1 図形や文字のカットする線を指定 

 

(2)EPS 形式で保存し，RVW に読み込んで印刷サイズを

確認．RVC に印刷範囲に対応したカッティングシート

をセットする（図2）． 

 

 
図2 印刷サイズに対応したカッティングシート 

 

(3)RVW から RVC にデータを送り，RVC が自動カッ

トする．不要部分を剥がし，リタックシートを上から

貼り，設置先へ剥離紙を取って貼付け，圧着後，リタ

ックシートを取り除き完成させる（図 3）． 

(4)複雑な図形やフォントは，不要部分の除去が大変で

あるが，特に残す線が細かったり，フォントが小さすぎ

ると除去が困難になるためデザインも含め，施工性も充

分検討しておく必要がある． 

 

展 示 会 用 造 作 に 関 す る 研 究 

～背景パネルの制作方法の検討～ 

   産 業 デ ザ イ ン 科  荒 木 亮 一

ﾛー ﾗー 間が印刷範囲 印刷不可 印刷不可
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図3 ガラス面へ仕上げたカッティングシート例 

3.2 細線フォントの施工例 

今回，当校の設立 20 周年ロゴを実験の題材として

使用した．文字の線が細く，施工が難しいと予測され

た．このロゴ外形が小さいものと外形が大きなものを

印刷し，貼付け可能かを比較したところ，小さい方は

フォント本体が小さいため，漢字の「奈」や「期」お

よび「校」等は特に漢字として形を維持させることが

難しく，完成できなかった．一方，大きなロゴは，時

間をかけて丁寧に行い 1時間程度で完成させることが

できた．大きなロゴの場合，漢字の外形が 20mm 角，

ローマ字が 10㎜角だった．（図 4）． 

 
図4 玄関扉に施工したロゴ 

3.3 白インクを用いたデータ作成と印刷 

当校のRVCには透明シート専用の白が用意されて

おり，その使用方法ついて確認した．まず，白インク

を使用するには，Illustratorでのデータ作成時に白イン

クをどこに使用するのかを指定しておかなければなら

ない．作成したデータは Illustratorからプリント先を

Roland VW，PostScriptカスタムページファイルとして

保存する．RVW へ読込み，印刷順をWhite→カラーま

たは，カラー→Whiteのどちらかを仕上がりを想定し

て決める．今回の実験では学科紹介のデータを使用し，

透明シートに印刷し，アクリル板へ貼り付けて白イン

クの仕上がりを確認した（図 5）． 

結果としては，期待されるような仕上がりにはなら

なかったが，背景部分の裏打ちとしては効果があり，

Illustratorで指定した水色に近い色で仕上がった． 

 

 

 

     裏打ち無し         裏打ち有り 

図5 白インクの使用例 

3.4 糊付溶剤メディアの施工性 

裏面に剥離紙の付いた糊付の溶剤メディアの施工性

を確認するため，産業デザイン科の紹介コーナーを制作

して確認した．9mm のシナべニアを用い，継ぎ目はポ

リエステルパテ処理をし，仕上げは水性塗料で塗装を行

ったものを貼付けの下地とした．施工初日分は，しっか

りと接着し，きれいに仕上がったように見えたが，翌日

に前日施工した部分に剥がれ・浮きが発生した（図 6）．

この糊付溶剤メディアはこの貼り付け下地で，そのまま

貼り付けただけでは収まらないことが確認できた．この

ため，過年度の研究でも有用だったスプレーのり７７を

用いて剥がれ・浮きを抑えて仕上げた． 

 
図6 壁面施工の不具合（剥がれ） 

4 まとめ 

 今年度，産業デザイン科に導入した，溶剤型カラーカ

ッティングプロッタを用い，溶剤メディアへの印刷やそ

の施工性を確認した．カラープロッタ，カッティングプ

ロッタとしては問題無く印刷，カッティングできるため，

十分活用できることを確認できた． 
 また，白インクについては，裏打ちとして使用できる

ことが確認できた．糊付溶剤メディアの施工は壁紙やロ

ール紙に印刷したものに刷毛で糊を付けて施工する場合

に比べて工程も少なく，平易であるため，学生が仕上が

り良く施工できると思われる．今後は RVC を活用して

学生が作品制作に取組むよう計画したい． 

5 参考文献 

(1) Roland VersaCAMM VS-300 iユーザーズマニュアル 

(2) Roland VersaWorks特色インクガイドMT&WH 

ﾌｫﾝﾄ 10mm 

ﾌｫﾝﾄ 20mm 
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1 はじめに 

工業製品の設計分野では当然となっているが，試作

分野においても 3D-CAD モデリングによる効率化が

進んできている．また，3D プリンタの高性能化及び

低価格が進み，更に 3D-CAD モデリングの需要が高

まってきている． 
これまで，産業デザイン科においても 3D-CAD を

授業に取り入れてはいるが，サーフェス系 3D-CAD 
(Rhinoceros)を使用してきた．デザイン案の形状の確認

やレンダリングを主な目的としている．ソリッド系

3D-CAD (CATIA) の実習を行うことにより，デザイン

と製造との関連付けを強化でき，より実践的なデザイ

ンが行え，製造へ興味を持つことにより就職先の選択

の幅を広げることができる． 
平成 24 度からプロダクト選択授業での CAD 実習

でソリッド系3D-CAD (CATIA) を使用し始めているが，

適切な市販教材が無い．そこで，産業デザイン科のカ

リキュラムに合わせたテキスト教材の作成を行った． 

2 対象の設定 

対象とする授業はプロダクト選択授業の｢視覚伝達

デザイン実習｣(2 年生前期)とし，2 単位分(90 分の 16
回)分とした． 
参考に出来る市販テキストが無い為，職業大で受講

した研修用テキスト，生産技術科で使用しているテキ

スト及びキートス株式会社が無料公開しているテキス

トを参考にし，教材を作成しながら授業を行った． 

3 内容の選定 

CATIAはハイエンドCADであり，モデリングから

解析，アセンブリ，2 次元図の出力など多くの機能を

備えている．当然，全ての機能を学習するためには多

くの時間を必要とする．また，産業デザイン科のカリ

キュラムでは機械設計，CAM などを視野に入れてい

る訳ではなく，ソリッド系3D-CAD (CATIA) を使用す

ることによる製造との関連付けや製造への興味を持た

せることを主な目的としている． 
 
 
 
 
 

そこで，今回の内容は CATIA の機能の概要，スケ

ッチャーによる平面上のスケッチ及びパートデザイン

ワークベンチによるソリッドモデリングに限定するこ

ととした．(図1) 

4 教材の作成 

CAD 操作用のテキストの多くは初めにツール(コマ

ンド)1つ1つの説明をしているものが多く，このこと

が CAD 操作導入の障害ではないかと感じている．そ

こで，今回作成するテキストは，実際に課題を進める

ことで，ツールの操作方法を自然に習得できる形式で

構成することとした．なお，ツールの詳細説明につい

ては無料公開テキストの対象ページを参照する構成と

した． 
4.1 テキストの作成(H25年度版) 

作成する内容は以下のとおりとした．  
1． CATIA V5の機能の概要 
2． スケッチャーによるスケッチ作成演習 
3． パート・デザインにおけるソリッド作成演習 
紙媒体として印刷･製本し，配布することを前提に

しているため，出来るだけページ数を少なくするレイ

アウトとした．また，CATIA の初期設定では背景が

紺色であるが，白黒印刷を前提とすると印刷が不鮮明

となるため，操作画面の背景色を白とした．(図2) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
また，操作方法の理解度を確認するため確認テスト

を作成し，理解度を確認した．(図3) 

ソリッド系３Ｄ-ＣＡＤ(ＣＡＴＩＡ)の訓練用教材開発 

     

   産 業 デ ザ イ ン 科  土 持  惠 三

 

図2 作成したテキストの一部 

図1 ソリッドモデリング到達目標 
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4.2 レイアウトの変更(H26年度版) 

紙媒体による印刷･配布を前提として作成したが，

画面提示方式での利用も考慮し，見易さを重視したレ

イアウトに変更した．具体的には，頁左側に画像を操

作順に配置し，その右側に操作方法を記載した． 
(図4) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

5 検証 

本テキスト教材を用いて｢視覚伝達デザイン実習｣の

授業を行い，授業評価アンケートを実施した結果を

(表１)に示す． 
 

その結果，『教材』に対しての評価及び本研究の主

目的である『興味』を持たせることについての評価も

高く，目的は概ね達成された．しかし，H26年度につ

いては理解度の評価が低い結果となった．この原因は，

理解度の低かった学生が、製図や他の CAD 実習の理

解度も低く，立体全般についての理解が出来ていない

ことによると思われる． 
また，確認テストの結果ではソリッド作成について

はほぼ理解できていたが，スケッチ作成については内

容が少し複雑であったためか手付かずの学生がいた．

これは，『拘束』の概念が理解できていないことが原

因であることが考えられ，『拘束』についての練習問

題等を追加する必要があると考えられた．全体として

は理解度の差が大きい結果となった． 

6 まとめ 

本教材により，演習を通して 3D-CAD (CATIA)ツー

ルの操作方法を習得する目的は達成できたと思われる．

しかし，主要ツール全てを網羅するためには，課題設

定自体に更なる工夫が必要であると感じた．また，短

い時間の実習で興味を持続させるためには，順序にも

工夫をする必要があると感じた．具体的にはスケッチ

→モデリングの順ではなく，易→難の順にそれぞれの

レベルを上げていく構成に整理したい． 
今年度の授業終了後ではあるが，各章の1頁目に課

題図面だけではなく，章の目的などを載せるように修

正した．これにより章の目的がより明確になったと思

われる．(図5) 
来年度以降も修正を重ね，最終的には独習テキスト

として使用できるようにしたい． 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

7   参考文献 

(1) 関東物産株式会社，モデリング演習(ソリッド編)，(2007) 
 (2) 神奈川県立産業技術短期大学校 生産技術科，CATIA 

V5R16による3次元CAD入門，(2007) 
 (3) キートス株式会社，CATIA V5 無料テキスト，(2007)  
(4) 是枝 靖久，Rhinoceros入門，(2007)，株式会社ラトルズ．  

 興味 理解 役立度 教材 
H25(10名) 4.1 4.0 4.7 4.6 
H26(12名) 4.6 3.3 4.6 4.3 

図3 確認テスト 

表1 授業評価アンケート結果(5段階評価) 

図4 修正したテキストの一部 

図5 章の1頁目の例 

登場するコマンド

新しい操作 
章の目的 
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1 はじめに 

産業デザイン科の1年生前期で実施している「材料

加工法」の授業は，工業製品のデザインモデルで使用

する各種材料の特性を理解し，かつ安全な加工法を習

得することを目的としている．使用する素材は，図 1
に示すとおり，スチレンボード，アクリル等のプラス

チック材料，木材を中心に扱っている．  
本研究では，デザインに関連する教育機関の木材加

工に関する製作課題の実施状況等を調査し，「材料加

工法」の授業の中で使用している「木材の加工法」印

刷教材を改定することを目的とした．  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2 研究経過 

2.1 「木材の加工法」印刷教材の課題 

「木材の加工法」の授業を進めるにあたり，平成

25 年度は，木材加工の作業手順や項目を簡潔にまと

めた印刷教材「手工具による木材の加工法」（全 10
ページ，A5 サイズ）を使用して授業を展開した（図

2）．この教材は，図や写真をほとんど用いず，作業

手順を文章で解説していることから，学生自身が後か

ら読み返した時に，十分な理解が得られず反復練習す

ることには適していなかった． 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

2.2 デザイン関連教育機関の調査 

デザイン系の大学・専門学校のホームページ等を調

査したところ，製作課題に木材を扱っている教育機関

が 3 機関確認できた．このデザイン関連教育機関（3
機関）に対して，木材加工に関する製作課題の実施状

況を聞き取り調査し，当校の製作課題（ペーパーナイ

フ製作）と比較した．（表１） 
調査の前提条件としては，1 年生前期の授業で扱う

木材加工の最初の課題とした． 
 

表1  デザイン関連教育機関との課題の比較 
調査した 

教育機関 
Y大学 T専門学校 C専門学校

産業技術 

短期大学校

 学生数 25名 20名 40名(2科) 40名 

 課題 小刀の鞘 ペーパーナイフ 木のおもちゃ ペーパーナイフ

(特 徴)

自身が使用する

小刀の鞘を作

成 

カッターを主に

使用して製作 

コンペ（丹波の

森ウッドクラフト

展）に出品 

カッターを主に

使用して製作

(形 状) 各自でデザイン 各自でデザイン 各自でデザイン 各自でデザイン

(難易度) 普通 普通 普通 普通 

(時間数)  90分×10回  90分×8回  90分×20回 90分×7回

 教材  独自教材
独自 

印刷教材 

 独自 

市販教材 

独自 

印刷教材 

 調査者の

感想 

自身が作成した

作品なので大事

に扱う． 

学生数が少な

いためか，課題

の完成度が高

い． 

コンペ作品なの

でモチベーショ

ンが高い． 

作品の完成度，

モチベーション

に差がある．

 
その結果，当校を含めた4機関において，課題の作

業時間に違いはあるが，難易度に大きな差はなかった．

しかし，授業を実施する指導者側の視点で見ると，授

業を実施する 1クラスの学生数が Y大学及び T専門

学校の20～25名に比べ，C専門学校及び当校が40名
と多い点が異なっていた．このことは，課題を進める

中で，全てを指導者の指示によらなくとも，学生自身

が自立的かつ安全に作業を進められるかがポイントに

なると思われた． 
学生数の少ない 2機関（Y大学，T専門学校）は，

学生への個別指導が行き届いていると考えられ，作品

を見る限り製作課題の仕上がり状態も良好であった．

また，当校と同じ学生数の1機関（C専門学校）につ

いては，コンペに応募する課題として設定しているこ

とから，個々の学生のモチベーションは他の製作課題

より高いとの調査結果であり，完成度も良好であると

感じた． 

木材加工による造形実習教材の作成 

     

   産 業 デ ザ イ ン 科  長 谷 部  真

図2 改定前の印刷教材 

 
 

 

 

 

  

 手 工 具 に よ る 木 材 の 加 工 法  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

産 業 デ ザ イ ン 科  材 料 加 工 法  教 材  
 

③ 組立    接着剤をつける場所をよく確認し、接着面両面に塗

布 
 

④ 用意する物 サンドペーパー、サンディングブロック、接着剤(木
工用ボンド) 、ウェス、ヘラ、歯ブラシ、水、圧締

具(輪ゴム端金、クランプ、万力、当て木など 
     
 
1. 小物製作・鉋について 

－製作を通して各工程での加工の仕方を理解する。－ 

 

(ア) 小物製作(つづき)   手順参照 

 

 小物製作手順(本組～木地完成) 

 作業内容 仕方 使用工具・材料 

１ 本組立 ①接着剤を両面に塗布し、すり合

わせながら密着させる。 

 

②目違い、がたつきを確認しなが

ら接着させる。 

 

③圧締具(締め具)で隙間なく圧着

し乾燥させる。 

 

接着剤、ヘラ、歯

ﾌﾞﾗｼ、ウェス、

水、輪ゴム、端金

など 

 

２ 底板取付 ①乾燥させている間に底板のサイ

ズを確認する。 

スコヤ、のこぎり

釘(19 ﾐﾘ) 

主な授業内容（全16回 1回90分） 
 1 スチレンボードの加工法  3回 
 2 プラスチック材料の加工  2回 
 3 木材の加工法       7回 

工具の使用法，ペーパーナイフ・小物製作 

 4 塗装法          2回 
 5 授業概要，安全教育他   2回 

図1 材料加工法の内容 



ANNUAL REPORT 2015

22

これに対して当校のペーパーナイフ製作課題は，

作品の完成度と学生のモチベーションに差があるのが

現状である．その要因としては，製作課題の内容より

は，木材加工の基本作業の習得に時間がかかることが，

調査先の指導者との意見交換で明確になった． 
2.3 「木材の加工法」印刷教材の改定 

木材加工の基本作業を習得するには，まず工具に

慣れることが必要であり，授業時間外においても自習

的に工具を扱い，カンとコツを掴む必要がある．この

ことから，平成 26 年度は，次の 2 点を中心に「木材

の加工法」の印刷教材を改定することとした． 
① 工具取り扱いの基本作業に重点を置いた印刷教

材とするため，作業順序を見直した．具体的に

は，のこぎりの扱い方，釘打ちの仕方を習得し

た後に，簡単な小物製作を行い，木材加工の基

本中の基本を習得させた．その上で，鉋の扱い

方，カッター・小刀の使用法を展開し，最後に

ペーパーナイフ製作の課題に取り組む順序とし

た．（図3） 
② 説明文をより具体的なものとし，図や写真等を

多用し，自習的な利用でも理解しやすいような

改定を加えた(全10ページ，A5サイズ）．(図4)  
 
 
 
 
 
 
 
.  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

3 研究結果 

改定した「木材の加工法」印刷教材を授業で使用

し，ペーパーナイフの製作を行った．その結果，作品

の完成度は，学生全体の傾向として上昇したと思われ

る． 
工具取り扱いの基本作業については，改定前の印

刷教材使用時に比べ，誤った取り扱いをする学生は減

り，また明らかに学生の質問が少なくなったことから，

学生の理解度が増したと考えられた．さらに，木材を

使用する他の授業（製品計画Ⅰ･Ⅱ，材料学など）で

も本印刷教材を使用して自立的に課題に取り組む様子

が確認できた． 
産業デザイン科は，複数の課題が同時進行し提出

時期も重なることが多い．このことから，授業時間外

でも自習的に利用できる本教材は，学生にとって有効

であると考えられる． 

4 おわりに 

学生指導において，基本作業を重視することは極め

て重要であることが改めて確認できた． 
作成した印刷教材は，工具取り扱いの基本作業に

ついて，まだ不十分な点が多々ある．今後は，工具取

り扱いの要点の追記や安全作業の記載などを強化して，

さらに分かりやすいものとしたい．また，学生の志向

やモチベーションを考慮し，選択制の課題とすること

も検討したい．具体的には，木材だけではなく，他の

素材（紙やスチレンボードなど）での課題も検討して

いきたい． 
公共職業能力開発施設以外の教育機関の調査は，当

校の訓練状況を客観的に把握するために定期的に行う

必要があると感じた．今回の調査結果をさらに検証し，

教材作成だけでなく訓練内容の再検討・学科運営等の

見直しにも役立てたいと考えている． 
最後に，本研究を進めるにあたり，調査にご協力い

ただいた教育機関の方々に深謝いたします． 
 

5     参考文献 

(1) 木工工作法        (財)職業訓練教材研究会 
(2)     木材加工系実技教科書   (社)雇用問題研究会 
 

作業項目 

1. のこぎりの扱い方 

2. 釘打ちの仕方 

3. 小物製作 

4. 鉋の扱い方 

5. カッター・小刀の使用法 

6. ペーパーナイフ製作

図3  改定後の作業項目 

 

図4  図や写真を多用した改定 



ANNUAL REPORT 2015

23

 

1 はじめに 

初めてデザインを学ぶ学生にとって, 造形論は難

しく感じられる論理である．そのため,学生が興味

関心を持ち続けられるよう,造形論の最も基本的な

要素に限定し,かつ系統的に学習できる内容の演習

ノートと参考資料集を作成することとした． 
作成にあたっては,次の 3点を重視した．①造形

論Ⅰ（1年生前期・90分・16回）の授業に適した内

容とする．②演習ノートは習熟度に合わせて,授業

を進行できる工夫をする．③参考資料集は学生にと

って身近に感じられる前年度の学生作品を中心に構

成する．  

2 作成教材の概要 

授業運営は，論理の説明→課題の説明と課題条件

の提示→演習（演習ノートと参考資料集の使用）→

演習ノートの回収→提出チェックとコメント記入→

演習ノートの返却→良い作品の掲示→前回の課題に

関しての講評を，ひとつのサイクルとして行った．  
2.1 演習ノート 

内容は造形論の基本的論理に沿ってステップアッ

プする構成とし，資質の把握ができるよう基礎的な

描画から始めた． 

仕様…仕上がりサイズ A4， 34ページ（右ページ

は演習 左ページは方眼ノート） 
内容…23 項目（図形を描く／図学の基礎／形態

／配置と増殖／分割と比例／点構成／線構成／点・

線・面・立体／形式原理①反復②交替③律動④漸移

⑤対称⑥均衡⑦対比⑧調和⑨支配と従属⑩統一⑪比

例／平面構成／欧文フォントのレタリング／変形と

形態／錯視）（図 1） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.2 参考資料集 

平成 25年度の学生作品（5名 92点）を使用し，演

習ノートに対応する参考資料集を作成した．（図2） 

仕様…仕上がりサイズA4， 14ページ 
内容…学生作品から 16 項目（形態／配置と増殖

／点構成／線構成／点・線・面・立体／形式原理①

反復②交替③律動④漸移⑤対称・均斉⑥均衡⑧調和

⑨支配と従属⑩統一／平面構成／変形と形態） 論

理説明用図版 1項目（欧文書体の特徴） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

3 質問調査結果 

作成した教材についての評価を確認するため，

学生（1年生 35名）に対して YES／NO方式の質問

調査を実施した． 
3.1 演習ノートについて 

①課題の積み重ねがわかる 30名 86% 
②フィードバックが励みになる 30名 86% 
③左ページを活用した 26名 74% 
④造形論の理解に役立った 31名 89% 
⑤自由意見 

ノート欄も助かった．マスが小さいとよい． 

コメントがあると嬉しい． 

紙がうすい，もう少し厚いとよい． 

達成感もあり楽しかった． 

3. 2 参考資料集について 

①課題の意図の理解に役立った 34名 97% 
②自分の考えが制約されてしまう 1名 3% 
③参考作品は身近に感じられた 21名 60% 
④著名な作品を見たかった 14名 40% 

造形論を理解するための印刷教材の作成 

     

   産 業 デ ザ イ ン 科  齋 藤  幸 子

図1   演習ノート（形態） 

図2   参考資料集（配置と増殖／点構成） 
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⑤課題条件の相違など誤解があった 15名 43% 
⑥造形論の理解に役立った 30名 86% 
⑦自由意見 

 言葉だけでは理解できないとき助けになった． 

先輩の作品を真似してしまうかもしれない． 

考える際参考になった． 

どこが良いのか説明が欲しいときがある．  

4 考察 

今回作成した教材について、質問調査及び授業時

の態度，理解度，描画表現力から次のように考察した．  
4.1 演習ノート 
振り返ることができる演習ノート及び回収・コメ

ントによるフィードバックは学生の意欲の向上に繋

がったと考えられた(3.1 章①②)．また，1 回ごと

に完結し，毎回の積み重ねが造形論の理解の手助け

になったと思われる．さらに 1冊が完成することで

達成感を得ることができた (3.1 章④⑤)． 

 左ページの方眼ノートは，使用方法・目的を明言

するほうが妥当と判断した (3.1 章③⑤)． 

4.2 参考資料集 

 過去の学生作品を参考にすることで，オリジナリ

ティや発想力の制約が存在する(3.2 章②⑦)．し

かし，論理や課題の意図をはやく理解することがで

きるため，プラス効果として作業時間の不足が解消

された．よって，限られた時間と能力差のある多人

数での授業運営を考えた場合，過去の学生作品によ

る資料集は極めて有効であったと考えられる(3.2
章①⑥⑦)． 
他方，多少異なる課題条件の際の誤解があり，今

後対処方法を検討していきたい(3.2 章⑤)． 
4.3 その他図版 
板書を補足し，さらに理解を深めるために論理説

明用図版を増やし，参考作品をプロジェクターで提

示することも検討したい(3.2 章⑦)． 

5 結果 

上記考察により，引き続き平成 27 年度用演習ノ

ートと参考資料集を作成した．前年度からの変更点

は以下のとおりである． 
5.1 演習ノート 

学生の誤解を減らすためテーマ記入式を減らし，

テーマ記載済みを増やした．（図 3） 
新たな項目として積極的形態と消極的形態を加え，

錯視・無理図形は理解しやすいように細分化した．  

 
 
 
 
 
 
 
5.2 参考資料集 

 平成 26 年度の学生作品（6 名 94 点）にすべて変

更し，項目は形式原理⑦対比（図 4）と錯視・無理

図形を 3ページ分増やして 17ページとした． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
また、形式原理⑪比例・比率における製図方法 4

点（図 5）と数列の図版 8点（図 6）を加えた．  
 
 
 
 
 
 
 
 
5.3 おわりに 
今後もふたつの教材のさらなる改定に加え，他の

視覚教材の作成と授業方法の工夫に取り組み，学生

の能力に合わせた授業運営を進めていきたい． 
最後に，本研究を進めるにあたり質問調査に協力

いただいた学生及び，参考資料集への作品提供を感

謝致します． 

6 参考文献 

(1) 吉岡徹，〔基礎デザイン〕，光生館（1983） 
(2) 独立行政法人高齢・障害者・求職者支援機構，〔デ

ザイン概論〕（1999） 

図5 製図方法 図6  数列 

図4 形式原理⑦対比 

図3 テーマ記入式→記載済み  
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図 ２かるた 

1 はじめに 

学生にとって，将来所持していれば有益な資格で

あっても，学習や課題に追われ，資格取得を断念す

る事例もが多い．そこで、学習時間や環境を確保し，

短時間で効率のよい学習方法および支援教材を研究

することで，今後の資格支援の学習プログラムを構

築することとした． 
資格の種目として，産業デザイン科の学生が興味

を持つ資格である「色彩検定２級」に絞り研究を行

うこととした． 
「色彩検定2級」は，「色に関する知識や技能」を

社会的に評価する『尺度』として社会的な認知を得て 
いる資格である．（図1） 

2 研究方法 

2.1 過去の問題点と原因 

平成19年度から平成21年の学習方法は，公式テキ

ストを活用し，試験の項目ごとに解説し，解説した項

目の問題を解き，試験一週間前から集中的に過去問題

を行っていた．学習期間は，試験日の3ヶ月前から開

始し，週一回の課題演習時間（90分）全12回から14
回，その他に項目単位での問題および過去問題は自己

学習とした．その結果，この期間に途中で断念した学

生は受講者11名中6名であり，半数以上が受験まで

及ばない傾向が見受けられた． 
その主な原因として，次のようなことが挙げられる． 
① 学習意欲の維持 
② 記憶方法の効率化 

③ 時間確保の困難 
①は，学習を進めるうえで，通常の学習より負荷がふ

えることで，苦痛と感じ，やる気が薄らいでしまうこ

と．②は，専門用語が多いため言葉を理解し記憶する

ことが困難であること．③は，自己学習が多いため，

自己学習の時間確保が困難であることなどの原因が考

えられる． 
2.2 問題点の検討 

①・②・③の課題から，苦痛を感じないよう学習

や自己学習（宿題時間）を軽減し，学習の継続「限

られた時間で楽しく，多くのことを記憶する」学習

方法を模索した結果，記憶するのに筆写することな

どでなく五感を活用した記憶方法として「かるたゲ

ーム」を取り入れることとした． 
2.3 学習方法の試行 

初めに，暗記を必要す

る「慣用色名」で試行す

ることとした．(図 2) 
カードの表面に色見本

を張り，その裏面に色名，

解説，日本語表記の系統

名，マンセル値を記載したカードを製作した． 
学習方法としては，週一回の課題演習時間（90

分）全12回のほか，試験一週間前から集中的に過去

問題を行い，毎回「かるたゲーム」を行った． 
2.4 試行結果 

その結果，学生は楽しそうに盛り上がりを見せな

がら学習していた．最初は一通り終了するまで時間

を要したが，回を重ねるたび必要時間は短縮された． 
楽しさを加味した学習の結果，平成 22年度の試

行時では資格取得断念者が，10名中 1名に減少し

た． 
また，グループで「かるたゲーム」を行うことで，

学生同士で解説し合い，意見を交わすなどの行為が

見受けられ，グループ活動の相乗効果もあり，9名
中 8名が合格した． 
2.5 学習方法の展開と構築 

この「かるたゲーム」により，資格取得断念者が減

少し，合格率も向上したことから，「慣用色名」以外

の他の10項目に展開することを検討した． 
他の項目は説明文が多く，「慣用色名」を覚えるよ

うには進められない，加えて長文の説明文のみでは

「かるた」製作は困難である．そこで，テキストに掲

■ 合格者活躍分野の広がり 

■ 職業別受験者比率 

■ 2013年度 受験者状況 

資格を効率よく取得するための学習プログラム方法および支援教材 
 

   産 業 デ ザ イ ン 科  小 野  ま つ み

 

図1 2013年度色彩検定受験者データ 

（出展) 色彩検定公式ホームページ 
       2013年度 色彩検定 受験者データ 
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図4 合格率 

希望者 受験者 断念者 合格者

平成１９年度 前期 5 2 3 1

平成２０年度 前期 4 2 2 2

平成２１年度 前期 2 1 1 1

平成２２年度 前期 10 9 1 8

平成２３年度

平成２４年度 前期 4 4 0 3

前期 8 7 1 7

後期 6 6 0 5

平成２６年度

平成２５年度

表1 各年度受験希望者の内訳と結果 

載されている図や表を「かるた」にし，テキストを読

みながら，該当する図や表を取る方法とした． 
しかしながらゲーム的な手法だけでは説明文を記憶

することは困難である．そのため受験者に不安を与え

ないよう，公式テキストを貸与し，いつでも予習復習

ができるようにした．併せて，数回に分けて過去問題

を行い，成果を確認することで安心感を与えることと

した． 
そのほかの留意点としては，競い合うことが多いの

で，全員が積極的に参加できるよう配慮し，また，図

や表だけでは解りにくい箇所は簡単な解説をしながら

学習を進めた． 

3 結果 

3.1 対象の内訳と結果 

表1に示すとおり，希望者を対象に学習を行ってい

るため，各年度対象の学生数が異なる． 

本学習プログラムは，平成 22 年度から実施してい

ることから，平成 22 年度の前後での受験断念者率を

図3に，合格率を図4に示す． 
この結果から，受験断念者率は54.5%から7.1%に大

きく改善した．また，合格率は80％から88.5%に上昇

する結果となった． 
なお参考として，色彩検定協会が公表している平成

25 年度の全受験者の合格率を併せて図 4 に示した．

本校の合格率が20ポイント以上高いことが分かる． 
  

3.2 学習者の感想等 

学生の感想としては，「視覚的に行うので、インス

ピレーションで回答できる」「ランキング付けされる

と，モチベーションがあがる」「眠気も無く集中す

る」「繰り返し行うのでテンポよく反復演習ができ

る」「問題はスムーズに，解答できた」等の良い評価

か得られた． 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

4 考察 

学生の感想からは，「楽しさ」を加味すると，継続

性のみならず，主体性が生まれ予想以上の効果を望め

ることが明確となった．また，ゲーム性を加味するこ

とで，持続性と効率化が図れ，他人と競うことで自分

を客観視し，弱点を明確にすることも分かった． 
これは，『内発的動機づけ』つまり好奇心や関心に

よってもたらされる動機づけにより，自ら学習方略を

工夫したり、効率的な学習法を編み出したりと、自分

主体で学習することで，学習に対する柔軟性，学習方

法を工夫するなどの効果が表れたものと考えられる． 
「色彩検定」は，視覚的な出題傾向が高いため，カ

ードゲームという方法で効果を上げることができたの

だと考えられる．  

5     結論 

今回は具体的に「かるたゲーム」という学習方法に

より，動機づけができたため，継続性と主体的学習が

できるようになり，学習効果を高めることができた． 
しかし，他の資格取得支援や通常の学習に活用する

ことができるとは限らない．その内容に適した内発的

動機づけが可能な教材および学習方法が必要である． 
今後は，他の分野についても内発的動機づけを促す

教材および学習プログラムの検討を行いたいと考えて

いる． 

6     参考文献 

(1) 色彩検定公式ホームページ「2013年度 色彩検定 受験

者データ」＜http://www.aft.or.jp/feature/＞2015年1月
20日アクセス 

(2) 「動機づけ」，＜http://ja.wikipedia.org/wiki/＞2015年1
月20日アクセス 

図3 受験断念者率 
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1 はじめに 

本研究は、経済産業省がまとめた「社会人基礎力」

を基に，本学が実施している一般教科（一年次）の内

容を調査，検討し，その内容の習熟度を学生自身が理

解できるよう，授業を実施する前後で利用する評価シ

ートを作成することを目的としている． 

2 調査概要 

2.1 社会人基礎力とは  

 「社会人基礎力」とは，「前に踏み出す力」，「考

え抜く力」，「チームで働く力」の 3つの能力（12の
能力要素）（図 1）から構成されており，「職場や地

域社会で多様な人々と仕事をしていくために必要な基

礎的な力」として，経済産業省が 2006 年から提唱し

ている（図2）． 

 
図1 社会人基礎力とは  

 
図2 社会（企業）で求められている力 

 

2.2 社会人基礎力の普及 

社会人基礎力は，経済産業省による大学への呼びか

けなどにより広まってきている状況であり，2007年度

7 校による実施から始まった「社会人基礎力育成グラ

ンプリ」は，2014年度には 100チームを超える参加と

なっている． 

また，教育機関だけに止まらず，産業界・企業との

連携にも広がりを見せ，求人の際の求める人物像や新

人研修プログラム等にも活用され始めている． 

2.3  大学での取り組み 

 平成 26年 3月に発表された「社会人基礎力を育成す

る授業 30 選」では、各大学がさまざまなプログラム

を実践していることがわかる．しかし，社会人基礎力

に限定した特別プログラムを設置するのではなく，大

学の専攻教科に関連するプログラムの中で育成を図る

ことが望ましいとも言われている． 

また，各校の学校パンフレットやホームページにお

いて「社会人基礎力育成」を目的としたカリキュラム

が展開されていることが明記されている． 

多くの大学は産学連携のプログラムを設置している

ことが多いが，中には専門教育科目や一般教科の中で

導入しているケースもある． 

3 本学への展開 

3.1 一般教科への検討  

本学では，平成 22 年度より社会人基礎力に関する

内容を一般教科（下記 6科目）の中で 1年生を対象に

実施している． 

・ビジネスマナー       ・ビジネス会話 

・文章表現力演習       ・職業能力基礎演習 

・英語                    ・体育 

また，今回の検討対象としては，上記一般教科の他，

企業との接点もあることからインターンシップ（企業

実習／8月・1月）も含めることとした． 

3.2 授業内容および展開の仕方による分類 
 表 1のとおり，本学の一般教科で育成が見込まれる

社会人基礎力の要素を洗い出した．これは，一通り各

授業の内容及び実施方法を聴講し，社会人基礎力の向

上が見込まれる項目を抽出したものである． 

 各科目で授業内容の習得以外に社会人基礎力を育成

していくためには，担当講師による社会人基礎力の理

解とともに，グループワークや課題の出し方など運営

方法も検討する必要がある． 

 

 

社会人基礎力向上を目的とした一般教科の評価シートの作成 

 
産 業 デ ザ イ ン 科  水 原  規 惠
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表1 一般教科に含まれる社会人基礎力の要素 

文
法
・
単
語

英
会
話

主体性 物事に進んで取り組む力 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

働きかけ力 他人に働きかけ巻き込む力 ○ ○ ○ ○ ○

実行力 目的を設定し確実に行動する力 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

課題発見力 現状を分析し目的や課題を明らかにし準備する力 ○ ○ ○ ○ ○

計画力 課題の解決に向けたプロセスを明らかにし準備する力 ○ ○ ○

創造力 新しい価値を生み出す力 ○ ○ ○ ○ ○

発信力 自分の意見をわかりやすく伝える力 ○ ○ ○ ○

傾聴力 相手の意見を丁寧に聴く力 ○ ○ ○ ○

柔軟性 意見の違いや立場の違いを理解する力 ○ ○ ○ ○ ○

状況把握力 自分と周囲の人々と物事との関係性を理解する力 ○ ○ ○ ○ ○ ○

規律性 社会のルールや人との約束を守る力 ○ ○ ○ ○ ○

ストレスコントロール力 ストレスの発生源に対応する力 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

イ
ン
タ
ー
ン
シ

ッ
プ

　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一般教育科目

　　　　　　　　内容

能力要素分類
体
育

前に踏み出す力
（アクション）

考え抜く力
（シンキング）

チームで働く力
（チームワーク）

英
語ビ

ジ
ネ
ス
・
マ
ナ
ー

ビ
ジ
ネ
ス
会
話

文
書
表
現
力
演
習

職
業
能
力
基
礎
演
習

 
  

3.3 導入に向けて 

 社会人基礎力の育成を目的として一般教科を運営し

ていくためには，指導者側の理解とともに，受講者で

ある学生自信の理解も不可欠である． 
 実践的な導入に向けては次の段階が必要となる． 

取り組みの周知 パンフレットやカリキュラムに 

「社会人基礎力の育成を目的とし 

た一般教科の設置」などを明記． 

担当講師への説明 シラバスを利用し説明を行う． 

 

事前評価の実施 オリエンテーションで社会人基 

礎力について説明． 

授 業 の 実 施  社会人基礎力の育成を踏まえ 

た授業の実施． 

事後評価の実施 授業終了時に評価を行い，事前 

評価と比較．自分自身で成長度 

合いを確認する． 

3.4   事前・事後評価シート 

今回作成した評価シートは，すでに経済産業省が公

表している「社会人基礎力自己点検シート」を基本に，

一般教科とインターンシップの内容に合致するよう変

更を加え「社会人基礎力 事前・事後評価シート」と

したものである（図 3）．主な特徴としては，社会人

基礎力の能力要素を各教科の内容に合わせて説明し，

具体性を持たせたことである． 

一般教科用は前出の 6科目について各シートを作成

し，入学時のオリエンテーション時にその活用方法に

ついて説明する予定である． 

インターンシップ用は，学生に配布するインターン

シップノートに取り入れることとしており，インター

ンシップ事前授業の中で活用方法について説明するこ

ととしている． 

3.5 評価方法とタイミング 

経済産業省の発行する「社会人基礎力育成の手引 

 
図3 社会人基礎力 事前・事後評価シート 例 

（一般教科 ビジネスマナー） 

 
き」によると，理想的な評価の方法とタイミングは事

前評価・中間評価・事後評価であり，期間に合わせて

中間評価を複数回行うことで目標への軌道修正を行う

ことが出来るとされている．また，評価方法について

は自己評価を中心としているが，客観的な他者評価は，

大きく成長につながる期待もある．しかし、今回本学

が取り入れる一般教科やインターンシップは，期間が

短いため事前と事後評価のタイミングで自己評価を行

うのが基本になると思われる． 

4 まとめ 

今回の研究により，他大学の社会人基礎力の育成に

関する取り組みを確認したうえで，本学の一般教科の

内容に合致した評価シートを作成することができた． 
評価シートの作成は，当初は完全にオリジナルで

作成することを目標としていたが，研究途中となる

平成26年3月に経済産業省が発表した「教育的効果の

高いインターンシップの普及に関する調査 報告書」

に「社会人基礎力自己点検シート」が掲載されたこ

とから，このシートを一部活用することにした． 

 今後は，作成した評価シートを活用しながら継続

的に社会人基礎力の育成が行われるよう，定着させ

ていくことが重要であると考える． 

5 参考文献 

(1) 経済産業省HP「教育効果の高いインターンシップの普

及に関する調査報告書」平成26年3月 

(2) 経済産業省HP「社会人基礎力を育成する授業30選」 

平成26年3月 

各教科の内容に合わせ，具体的

な説明を入れた． 

※グレー網掛け部は，評価対象

外の要素 
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1 はじめに 

情報技術科では，例年 7 割以上の学生が IT 系で就

職しているが，2年の4月頃には多くの学生が「SE，
プログラマでの求職活動は自信がない」「プログラミ

ングには自信がない」と訴える．就職活動の厳しさに

自信喪失している部分もあるが，1 年間勉強してきて

プログラミングに苦手意識を持ってしまった学生もい

る． 
2 年次前期の「制御工学実習」等の授業では

Android プログラミングを扱う．スマートフォンで身

近に感じるためか，学生は Androidアプリの開発に高

い関心を持っている．プログラミング・スキルを十分

身に付けてこなかった学生でも「楽しそう」「面白そ

う」と感じられれば技能習得のハードルが低くなる． 
本研究では，初めて Androidプログラミングに取り

組む普通の学生を対象として，興味の喚起や学習意欲

の触発を強く意識した教材を開発し授業を実践した． 

2 授業の概要 

情報技術科におけるプログラミング教育は，1 年次

前期に C 言語で基礎を学んだ後，9 月から Java 言語

でオブジェクト指向プログラミングについて学ぶ． 
12月に学生本人の希望に応じてC++言語と Java言語

とにコースを分け，より理解を深める学習を行う． 
本授業は，Java 言語コースの授業である。授業の

実施時期は、2 年次前期（4 月～9 月）の月曜日 2 限

（10：30～12：00）、3 限（13：00～14：30）、4 限

（14：40～16：10）である。前期は 16 週間あるので、

時間数にして90分×3時限×16週で72時間となる． 
授業の目的は，Android プログラミングについて学

び，簡単なアプリケーションを作成できるようになる

ことである．Java 言語コースに属する学生の多くが

プログラミングに対する苦手意識をもっていることか

ら，多くの項目について学ぶより，自力でプログラム

を組めるようになることを重視している． 
動作確認ではエミュレータを使用し，最終課題は実

機で動作確認をする．当初は Armadillo-500FX を使用

していたが，学生にとってより身近なAcer Iconia Tab  
A500に変更した． 
受講学生のプログラマ適性検査結果を表1に示す． 
学生の 6 割が 40～50 のランクに属しており，適性

としては決して高いものではない．学習においても，

エラーを自力で解決できないと学習意欲が低下してし

まう，普通の学生である． 
 

A
61以上

B
51～60

C
40～50

D
39以下

合計人数
標準偏差

2 4 13 3 22
9% 18% 59% 14% 9.86
2 6 11 0 19

11% 32% 58% 0% 7.29
0 2 7 2 11

0% 18% 64% 18% 7.89

H24

H25

H26
 

3 開発した教材 

開発した教材は，Web 形式のテキスト一式である．

初めは印刷教材とすることを考えて Wordで作成した

が，更新の利便性や検索効率を考えて Web 形式に変

更した．平成24年度と25年度は学生の様子を見なが

ら試行実施，26年度から本格実施とした． 
3.1 ねらい 

勉強が辛く苦しいだけのものなら誰だって嫌なはず

である．そこで先ず，見た目に「楽しそう」「面白そ

う」と映るような課題を用意した．タッチパネルの特

性を活かして，動作が目に見え，ユーモラスなものと

した．また，容易な課題から少しずつ順々にレベルを

上げていくことでいつの間にか身に付くように，学習

の困難性をできるだけ感じないようにとした． 
プログラミング学習における困難性は，文法的知識

と意味的概念を同時に学び取らなければならないため

に生起すると言われている．この2つに起因するつま

ずき対策について次に述べる． 
3.1.1 文法的知識習得 

文法的知識は，プログラミング言語の知識であり，

命令の記述の仕方や命令の機能等を含む．文法的知識

の欠落に起因するつまずきの対策としては，新しい項

目の学習は必ず例題から始めることとした．講師 PC
のモニタを学生閲覧用に配信し，講師と同じ操作をす

ることで確実に実行でき，安心して説明を聞くことが

できる．演習時間を十分にとって，忘れてしまった項

目を調べる方法を個別に指導する．課題の解答例の解

説を行い，学生はその項目の説明を少し違った形で何

度も繰り返し聞くことで理解を深める． 
以上のことから、文法的知識欠落に起因するつまず

き対策として①例題として文法や命令等を提示する，

②細かくステップアップする演習問題に取り組むとい

う2段階の学習を学習項目の数だけ繰り返す形とした． 

Acer Iconia Tab A500をターゲットとしたAndroidプログラミング教材の開発 

  

   情 報 技 術 科  吉 田  玉 緒

 

表1   受講学生のプログラマ適性検査結果 
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3.1.2 意味的概念習得 

意味的概念は，問題解決のための手順を明らかに

し，アルゴリズムを構成するための知識で，経験と学

習によって獲得される．意味的概念の欠落に起因する

つまずきの対策としては，演習時間を十分にとり，個

別に対応することとした．また，課題に取り組む時間

では，直接解答を教えない限り，学生同士の会話は自

由として、協調学習的な気付きをねらった． 
3.2 学習項目 

学習項目を下表に示す．中間課題は，BMI 値を計

算するアプリ作成である．最終課題は，○×ゲームア

プリの作成である． 

 
No 内容 問題数

1 Androidとは － 
2 エミュレータの設定 － 
3 新規プロジェクトの作成 － 
4 画面の作成 1 
5 ボタンのイベント処理 1 
6 文字列を入れ替える 4 
7 色を変える 6 
8 ラジオボタンのイベント処理 3 
9 エディットテキストのイベント処理 4 
10 トグルボタンのイベント処理 3 
11 中間課題 2 
12 画像を表示する 1 
13 複数の画面を操作する 5 
14 別のActivityに情報を渡す 3 
15 Intentを使ってWebページに移動する 2 
16 基本図形の描画 6 
17 タッチ 5 
18 最終課題及び実機確認 1 
 合計 47 

4 実践結果 

授業を実践した成果の計測方法として，学生に対す

る成績評価，当校で全体的に実施している授業評価ア

ンケート，学生の主観的意見の聞取りを行った． 
4.1 成績評価 

成績は，最終課題の出来具合で点数を付けている．

例年，2 年生の在籍数が 32 名前後で，Java コースと

C++コースの 2 コースに分か

れるので、この授業の受講学

生数は 10～22名である。この

程度の人数で統計的な傾向を

見るのは難しい．各年度の成

績の平均値と標準偏差を表に

示す． 

 

 
平均値だけ見ると，明らかに 24 年度に比べて習熟

度が下がっている．24 年度はクラスの中に積極的な

発言をする学生がおり，最終課題取組み時の全体の雰

囲気が「少しでも高い点数目指して頑張ろう」という

ような感じになっていた．25 年度，26 年度はどちら

かというと淡々と取り組んでいたので，そうした盛り

上がりには欠けていた． 
しかし，標準偏差値が減少していることから，習熟

度は高くないまでもある程度の幅の中に納まる傾向に

あると言える． 
4.2 授業評価アンケート 

当校では統一の様式で3ヶ月ごとに授業評価アンケ

ートを実施している．Android プログラミングの授業

は前期 6ヶ月の授業で，授業を開始して丁度中間の 6
月と授業が終了する9月の2回にアンケートを実施し

ている．アンケート項目のうち，本研究の実施結果を

評価できる項目として，興味，理解，目標達成，意欲，

修得状況，教材に対する評価の6つの質問を選んだ．

回答は，5段階の数値で5（そう思う）～1（そう思わ

ない）のいずれかで回答する．3年間の 6月（中間）

と9月（最終）のアンケート結果数値及び比較のため

に2年次前期の実技教科の平均値（中間平均及び最終

平均）を下表に示す． 
受講した学生が「理解できた」「自分は意欲的に取

り組んだ」という感覚を持つことを助長できたことは

学習支援の点で良かったと考えている． 
学生の主観的意見の聞取りからもこれを裏付けるよ

うな感想が聞かれた。 
今後は例題解説の動画化等，より効率よく効果的に

授業を行う仕組みを考えたい． 

5     参考文献 

(1) 安達一寿,中尾茂子，〔プログラミング学習における学

生のつまずき箇所の分析〕，日本教育情報学会学会誌，

Vol.10，No.4，(1995），pp11-20．  

表2  教材の内容と演習問題の数 

表3  成績の平均値と標準偏差 

表4  授業評価アンケート結果（抜粋） 

中間 最終
中間
平均

最終
平均

中間 最終
中間
平均

最終
平均

中間 最終
中間
平均

最終
平均

興味 4.5 4.4 4.3 4.3 4.4 4.3 4.4 4.2 4.5 4.6 4.1 4.1
理解 3.8 4.1 3.8 3.8 3.9 3.7 3.7 3.7 4.0 4.6 3.8 3.9
目標達成 3.9 4.0 3.9 3.9 3.8 3.8 3.9 3.8 4.1 4.6 3.9 4.0
意欲 4.3 4.4 4.2 4.2 4.2 3.8 4.2 4.0 4.3 4.7 4.1 4.2
修得 4.1 4.1 4.1 4.0 4.0 4.1 4.1 4.2 4.3 4.4 4.1 4.1
教材 4.1 4.2 4.3 4.4 3.8 4.1 4.1 4.3 3.8 4.4 3.7 4.0

平成24年度 平成25年度 平成26年度
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1 はじめに 

「アジャイル開発」とは，顧客の要求の変化に対し，

柔軟な対応ができ，顧客にとって価値のあるシステム

を迅速に提供することを目的とするシステム開発技法

の総称である． 
本研究では，この「アジャイル」開発技法の1つで

ある「スクラム」をモデルに指導技法および授業カリ

キュラムを作成し，従来の「ウォーターフォール」モ

デルとの効果の違いについて，授業アンケート等から

考察する． 

2 従来の教科指導の問題点 

私の従来の授業実施手順は， 
1. シラバス等で授業概要・到達目標を示す． 
2. シラバスに従い各単元の講義・実習を行う． 
3. 期末にテストを行う． 

といった手順であり，各単元の理解・習得が次の単

元の理解・習得の要件であった．このことは，理解・

習得ができなかった単元があった場合，以降の単元の

習得が難しくなるため，都度，学習の手戻りが必要に

なり，結果，到達目標の品質の低下につながってしま

った．この特徴は，システム開発技法のウォーターフ

ォールモデルの欠点に類似しており，アジャイル開発

技法を教科指導に取り入れるきっかけとなった．  

3 検証する指導技法の概要 

教科「Webアプリケーション」(8単位 : 4コマ/週)に
おいて，「スクラム」で用いられている「スプリン

ト」を授業に取り入れた．具体的には，各クォーター

をさらに半分にした期間を「スプリント」とし，スプ

リントごとに完結する授業カリキュラムを作成した． 
また，スプリント終了時に定期試験を実施すること

とし，その実施時期は，年度当初にマスタースケジュ

ールにて学生に示した． 
さらに，試験のタイミングで個別にレビュー(面談)

を行い，学生の要求等を吸い上げ，実現可能な要求に

ついては，次のスプリントに反映させた． 

4 検証結果 

カリキュラム終了後に独自のアンケートを実施し、

今回の指導技法について検証した。アンケート対象者

は，平成25年度18名，平成26年度10名である． 

回答方法は無記名で，選択式および自由記述式で行

い，個人が特定されないように配慮して回収した．ア

ンケート回収率は、平成 25 年度，平成 26 年度とも

100%であった． 
アンケート結果を見る限り，アジャイル技法を取り

入れた今回の取り組みは，概ね良好であったと思われ

る． 

4.1 スプリント 

授業の単位をスプリントとすることに，ほとんどの

学生が賛同している． 
(平成25年度 賛同者16 / 18名，率88.8%) 
(平成26年度 賛同者10 /10名，率100%) 
また，スプリント期間については，今回実施した長

さ(クォーターの半分)が一番良いとの回答だった． 
(平成25年度 賛同者12 / 18名，率66.6%) 
(平成26年度 賛同者    8 / 10名，率80.0%) 

4.2 テスト(定期試験) 

スクラムでは，スプリントごとに動くプログラムを

リリースすることから，プログラムテストも当然各ス

プリント内で実施される． 
教科指導においても，各スプリントの最後に 60 分

間の試験を実施した．この試験実施の時期についても

多くの学生が支持している． 
(平成25年度 賛同者14  / 18名，率77.7%) 
(平成26年度 賛同者   9  /  10名，率90.0%) 
今回の試みでは，前期に4回の試験を行った．アン

ケートの自由記述では，1 つの試験の結果が不本意で

も，次の試験で挽回できることから，モチベーション

を保つことができたとの意見もあった． 
 
アジャイルでは，プログラムを TDD(テスト駆動開

発)で開発することが多い．TDD は，プログラムテス

トケースをプログラミングの前に作り，プログラムテ

ストが成功するようにプログラミングを進めていく手

法で，従来のテスティングとは逆のアプローチである． 
今回の技法研究においても，この考えを取り入れよ

うと試みたが，試験問題を各スプリント実施前に作成

しなければならず，実現に至らなかった． 
また，TDD で行う場合は，教科の評価方法につい

ても検討を要する．  
 

情報処理システム開発技法を取り入れた指導技法の考察 

     

   情 報 技 術 科  古 川  隆 治
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4.3 レビュー(講師との面談) 

システムを開発する上で，プログラムテスト実施時

のレビューはとても重要である．教科指導においても，

試験実施のタイミングで，別室にて一人 10 分程度の

面談を一対一にて行った．このレビュー方法を支持す

る意見が意外にも多かった． 
(平成25年度 賛同者10 /  18名，率55.5%) 
(平成26年度 賛同者   7  /  10名，率70.0%) 
さらに，平成 25年度，26年度ともに「もっとレビ

ューの実施回数を増やしてほしい」という意見が多く

(4名，2名)，この二つを合わせたレビューの賛同割合

は， 
(平成25年度 肯定者14 /  18名，率77.7%) 
(平成26年度 肯定者   9 / 10名，率90.0%) 
であり，学生は，講師とのコミュニケーションを

取る機会を望んでいるとアンケート結果から感じた． 
 
このレビューで，具体的に学生から出された要求と

しては，教材の構成(目次を作ってもらいたい)や講義

と演習時間の配分(演習時間を増やしてもらいたい)，
ホワイトボードの使い方(文字が小さくて見にくい)，
講義の時間配分(振り返りの時間が長い)などがあった． 

5 卒業研究指導への応用～スクラムの実践 

情報技術科の卒業研究は，一人一テーマを掲げ，シ

ステム開発を行う場合は，設計から実装，テストまで

の工程をすべて一人で行う．スクラムは，グループで

システム開発を行うことを前提としているが，情報技

術科の卒業研究指導に実践してみた． 

5.1 スクラムでの卒業研究課題作成 

程度の差はあるが，すべての学生が定められた期

間内にシステムを開発することができた． 
文化祭や中間発表等のイベントがあるため，スプ

リント期間を固定することはできなかったが，概ね 4
週(20日)を 1スプリントとし，卒業研究期間内で 3ス

プリントを実施した． 
 卒業研究にスクラムを用いたことで，担当した学

生の進捗をスプリントごとに揃えることができ，指

導がしやすかった． 

5.2 バーンダウンチャート 

スクラムでは，進捗管理にバーンダウンチャートを

用いることが多々ある．バーンダウンチャートは，縦

軸に未消化のタスク，横軸に時間を表し，進捗の標準

線との差によりプロジェクトの進み具合を可視化する． 

模造紙等に書かれたバーンダウンチャートは，壁や

ボードに掲示し，グループのメンバーで共有する． 
卒業研究では，スプリント単位でバーンダウンチャ

ートを作成し進捗管理を行った．これにより，講師は

学生の卒業研究の進み具合を半日単位で把握すること

ができた．工程の消化状態を見える化したバーンダウ

ンチャートは，その日に行うべき作業が明確になるた

め，学生のモチベーション維持にも役立ったようであ

る．  

 

 

 5.3 デイリースクラム(朝会) 

学生は，講師とのコミュニケーションを取る機会

を望んでいると先に述べた． 
卒業研究のデイリースクラムでは，毎朝グループ

全体で 20 分程度の時間を使い，「昨日行ったこと」

「その日に行うこと」「今困っていること」「バーン

ダウンチャートによる進捗の確認」を一人ひとり行っ

た． 

6    おわりに 

アジャイルの思想に「人重視」がある．授業方法も

指導者からの一方的な授業ではなく，双方向のコミュ

ニケーションの必要性を感じた． 
今回検証した指導技法は，効果の手ごたえを感じて

いるので，来年度以降も引き続き実践し，学生の気持

ちに柔軟に対応していきたい。 

図1 バーンダウンチャート 
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☆主な学
専門学科 

専門実技 

 
☆トピック

若年者ものづ
第9回若年者も
開催されまし
「旋盤」競技
は、日ごろの
す。今後も学
 
 
 
 
 
 
 
 

 
☆卒業制
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

●三球儀 

太陽と地球、
模型を多数の
ました。 

Advanced

生産

学科と実技
工業物理／
械製図／生
測定法／数

基礎工学実
習／数値制
CAD/CAM演

クス 

づくり競技大
ものづくり競技

した。生産技術
技に参加して、
の練習の成果を
学生のやる気を

制作・研究

月の動きを再
の歯車の組み合

d Manufa

産技術

技科目  
／機械工学概
生産工学／安
数値制御／機

実験／機械工
制御加工実習

演習／CAE演習

大会 特別賞
技大会が、滋賀

術科からは、前
特別賞を受賞

を如何なく発揮
を支援していき

究 

再現する天体
合わせで作り

acturing & 

術科

（一部教育科

概論／制御工
安全衛生工学
機械工学特別

工学実験／電
習／制御工学
習／塑性加工

賞受賞！ 
賀県及び山形県

前原駿雅さんが
賞しました。こ
揮できた結果で
きます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

●UFOキャッ
加工と制御の
遊べるゲーム
ながらの動き

Design

科 

自分
形に
 
「こん

その思

上手に

作り出

 

 

科目は全科共通

工学概論／電気
学／機構学／機
講座 

電気工学基礎実
学実習／計測工
実習／総合製

県で
が
これ
で

エコカ
かなが
チャレ
ルエン
ℓと1リ
算にな
を手掛
ではバ
講師と
を作り
ニアの
重な経
 
 
 
 
 
 

ッチャー 

の技術を駆使し
ム機を作りまし
きが魅力です。

分のアイ
にできる

んなこといいな

思いから“も

に操って、自

出そう。 

通） 
気工学概論／
機械設計／機
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工学実験・実
製作実習／総

カー競技大会
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レンジ2014（9月
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ります。エコ

掛ける省エネ研
バイク屋さんで
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ものづくり” 
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機械加工学／

処理演習／安
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総合技能演習／
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競技大会（8月末
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械設計実習／
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☆カリキュラム概要 

 １年次 ２年次 

 １Ｑ ２Ｑ ３Ｑ ４Ｑ １Ｑ ２Ｑ ３Ｑ ４Ｑ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

専門科目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

社会人 

基礎力 

一般教育 

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン 

○マナー･常識の理解･実践、チーム力の理

解、自己表現や文章表現力の向上、職業意

識の向上を目指す。 
 
○英語力の向上を目指す。 
 
○運動の継続により、健康維持を図るととも

に体力増強を目指す。 

○職業人としての基礎

を完成させ、自ら行

動できる技術者の育

成を行う。 
 
○企業人として必要な

教科を学ぶ。（選択

教科） 

学習課程 学習の準備   要素技術の習得   技術の連結      仕上げ(制作・研究)

ものづくり 

課題 
 

機械設計基礎技術 
機械設計に必要な強度計算や機械要素の種
類と用途の学習及び材料実験をとおして工
業用材料に関する知識や報告書の作成方法
等を習得する。 また、機械製図に関する
規則を学習して機械図面の読み方・書き方
を理解して、ＣＡＤを用いて２次元図面を
製作することができる。 

機械加工基礎技術 
機械加工に関する加工条件等の 
切削理論、切削工具及び被削材 
等の材料特性を理解する。また、 
各種汎用工作機械の操作法を習 
得しながら機械部品の製作に関 
する基本的な各種加工方法を身 
に付ける。 
同時に加工作業に必要な計測・ 
測定法を理解して、測定に関す 
る知識を身に付けると共に測定 
機器の取り扱いや調整を含めた 
測定作業全般を習得する。 

情報基礎技術 
コンピュータをツ
ールとして扱うた
めに社会人に求め
られるアプリケー
ションの操作方法
とコンピュータの
基礎知識を習得す
る。 

機械制御基礎技術 
シーケンス制御に
関する知識を学
び、リレー等の制
御機器の取扱いや
配線作業を行い制
御回路の基礎技術
を身につける。  

モデリング技術
デジタルエンジ
ニアリングの中
核をなす３次元
モデリングを活
用した設計手法
を学習して 
機械設計技術の
理解を深める。 

シミュレーショ
ン技術 
ＣＡＥによる解
析技術やＣＡＭ
を用いた加工工
程の最適化を行
い開発設計から
製造までのプロ
セスをＰＣ上で
シミュレートす
る知識・技術の
強化を図る。 

数値制御加工技術 
ＮＣ工作機械の取扱いやプロ
グラミング技術の習得及び加
工技術を学ぶ。 

塑性加工技術 
板金加工や溶接
作業に関する技
術を習得して幅
広い加工技術を
身につける。 

自動制御・機械保
全技術 
各種センサやア
クチュエータを
ＰＬＣによる自
動制御を行い、
機器調整技術や
トラブルシュー
ティング能力を
向上させる。 

 
 
 
 
 
 
 
総合設計・製作技
術 
生産技術に関する
械設計・製作・調
整・評価までの一
連の流れを理解し
た上で、各作業工
程において合理的
なものづくりを行
なう。自ら問題点
を発見することや
これを解決する能
力を身につけるこ
とで各専門分野の
さらなる理解を深
める。 
また、グループ活
動を通じて、自己
表現やコミュニケ
ーション能力を向
上させてヒューマ
ンスキルを高め
る。 
その他にも自ら工
程計画を立案し
て、スケジュール
管理することでプ
ロジェクトマネジ
メントする能力を
高めることを目標
とする。 

メカニカルハンド製作 自動搬送機製作 卒業制作・研究 
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専門実技 

 
☆トピック

グループワー
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シーケンスコ
ロボット大会
グループで設
御を行い、製
ンテーション
ロボット製作
でなくグルー
法や一連のも
す。 
 
 
 
☆卒業制
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

●空気圧制御モ
製作した空気
自動制御する
その際手引き
と練習問題を

Robotic ＆

制御

学科と実技
機械力学／
学基礎演習
子回路／マ

基礎工学実
習／機械組
習／機械製
クス実習／
テム設計演

クス 

ークと技術を

ト大会 
ントローラを
を開催しまし

設計・加工・組
製作したロボッ

や競技を行い
作を通じて技術

プワーク・企
のづくりの流

制作・研究

モデルのマニュ
気圧装置モデル

実習装置です
となる、操作
作成しました

＆ Contr

御技術

技科目  
／機械製図／
習／工業材料
マイクロコン

実験／電気工
組立作業実習
製図実習／空
／組込プログ
演習／総合技

を磨く ロボ

用いた相撲
た。 

組立調整・制
トのプレゼ
ます。 

術の向上だけ
企画運営の方
流れも学びま

究 

ュアル作成 
ルをＰＬＣで
す。 
作マニュアル

。 

rol System

術科

（一部教育科

／安全衛生／
料／品質管理
ンピュータ工

工学基礎実験
習／機械加工
空気圧制御実
グラム実習／
技能演習／卒

ット大会 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

●ドミノ牌自
無線コントロ
自動で等間隔
成モデルを参
隔操作に必要
イコンボード
ました。 

ms 

科 

メカ
目指
 
ロボッ

現代

ロニク

あなた

 

目は全科共通

制御工学概論
／生産管理／
学／デジタル

／情報処理演
実習／電気安
習／制御工学

／CAD演習／数
業制作・研究

動並べマシン
ローラを用いて
隔に並べるマシ
参考に構想設計
要となる電子回
ド、モータの配

カトロニク
指そう！

ットが生活や

、ロボットを

クス）技術で

たもメカトロ

通） 
論／電気工学
／機械工学／
ル回路／計測

演習／機械工
安全作業実習
学実験・実習
数値制御実習
究 

ンの製作 
てドミノ牌を
シンです。既
計を見直し遠
回路基板とマ
配置を工夫し

クスエン
 

や産業をサポ

を動かしてい

です。 

ニクスエンジ

学概論／材料力
／メカトロニ
測工学／数値制

工学実験／産業
習／電子工学実
習／シーケンス
／センサ工学

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

●アームクロ
２本のアーム
り越えて走行
ボットです。
左右旋回と前
ように製作し
 

ンジニアを

ポートするよ

いる技術が制

ジニアの世

力学／情報工
クス工学／自
制御 

業用ロボット
実験／制御プ
ス制御実習／
学／塑性加工

ローラの製作 
ムで約７０ｍｍ
行できるクロー
。 
前後退を無線で
しました。 

を 

ようになった

制御（メカト

界へ！ 

工学概論／数
自動制御／電

ト安全作業実
プログラム実
／メカトロニ
工実習／シス

ｍの段差を乗
ーラ駆動のロ

で操作できる

数
電

実
実
ニ

制御技術科
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☆カリキュラム概要 

 １年次 ２年次 

 １Ｑ ２Ｑ ３Ｑ ４Ｑ １Ｑ ２Ｑ ３Ｑ ４Ｑ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

専門科目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

社会人 

基礎力 

一般教育 

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン 

○マナー･常識の理解･実践、チーム力の理

解、自己表現や文章表現力の向上、職業意

識の向上を目指す。 
 
○英語力の向上を目指す。 
 
○運動の継続により、健康維持を図るととも

に体力増強を目指す。 

○職業人としての基礎

を完成させ、自ら行

動できる技術者の育

成を行う。 
 
○企業人として必要な

教科を学ぶ。（選択

教科） 

学習課程 学習の準備   要素技術の習得   技術の連結      仕上げ(制作・研究)

ものづくり 

課題 
 

機械基礎技術 
金属の持つ性質の
理解、汎用工作機
械による加工技
術、設計図面の読
み方、書き方、力
学の基礎を学習す
ることにより、機
械分野の基本スキ
ルを習得する。 

機械応用技術 
力学、機構学、
CAD,解析技術の学
習により機械設計
に関する知識の強
化をはかる。ま
た、数値制御、シ
ミュレーションな
ど産業界を意識し
た実学融合の学習 
をおこなう。 

制御基礎技術 
外界の状況を把握
する各種センサや
動力源となるアク
チュエータについ
て、その種類や原
理、使い方を学習
する。フィードバ
ックを始めとする
制御方式について
理論を交えながら
基礎的な学習をお
こなう。 

自動化技術 
各種センサやアク
チュエータを組み
合わせ、生産現場
における自動化技
術に関する知識技
術を学ぶ。配線技
術、シーケンス制
御技術を身につ
け、空気圧制御機
器を用いた自動化
装置の製作ができ
る。

制御基礎技術 
外界の状況を把握する各種センサや動力源
となるアクチュエータについて、その種類
や原理、使い方を学習する。フィードバッ
クを始めとする制御方式について理論を交
えながら基礎的な学習をおこなう。 

情報技術 
コンピュータを道具として扱
うために社会人に求められる
アプリケーションの操作方法
及びプログラミングの基礎を
習得する。 

組込み技術 
マイコンを使用した制御機器
を製作する知識を養う。マイ
コンの内部的な仕組みやプロ
グラミング技術、周辺機器を
接続するためのインターフェ
ースについて、製作を行う。 

１軸テーブルの製作 自動制御装置の製作・調整 卒業制作・研究 

FA 技術 
自動化技術を生
産活動に応用す
る力を身に付
け、システムと
して提案できる
技術者として成
長するために、
適切な制御装
置、センサ、ア
クチュエータを
選定できると同
時に制御手法に
ついても吟味・
検証できる力を
養う。  
産業ロボット、
シミュレーショ
ン、FA、ネット
ワークなどのシ
ステム全体の構
築や保守技術に
加え、工程管理
や品質管理がで
きる技術者を育
成する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
総合設計・制作
技術  
設計技術者とし
ての基礎能力を
習得する。 
仕様の調査か
ら、設計、製
作、検査までの
一連の流れを理
解できる。 
グループの一員
として、自分の
位置づけや役割
を理解した行動
ができ、コミュ
ニケーション能
力を養う。 
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E

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
☆主な学
専門学科 

専門実技 

 
☆トピック

各種大会にチ
若年者ものづ
以下の若者が
において14職
スピード、マ
て」職種に電
活かして大会
技能五輪全国
技大会です。
れ、電子回路
の多彩なスキ
した。朝早く
磨き、3日間に
大手メーカー
できたことは

 
☆卒業制
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

●FPGAを用い
音源ICをFPGA
し、2オクター
ドを製作した
 

Electronic

電子

学科と実技
数学基礎演
学／安全衛
タル電子回

電子工学基
／電子製図
タ工学実習

クス 

チャレンジ! 
くり競技大会
、ものづくり

職種の競技が開
イコン用プロ

電子技術科の学
に臨み、見事
大会は、青年
第52回大会は

路の設計・試作
ルを競う「電
から夜遅くま

にわたる競技に
等企業代表者
大きな自信に

制作・研究

いた電子楽器 
Aで制御する回
ーブ分の電子キ
ものです。 

c Devices

子技術

技科目  
演習／電磁気
衛生／光エレ
回路／メカト

基礎実験／電
図実習／アナ
習／電子回路

会は、職業能力
の技を競う大
催されました
グラムを作成

学生2名が参加し
事に敢闘賞を受
年技能者の技能
は、愛知県にお
作、電子機器の
電子機器組立て

で練習して身
に取り組みまし

者の参加が多い
つながりまし

究 

回路を設計
キーボー

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

●
LE
良
す
 

s ＆ Com

術科

（一部教育科

気学／直流回
レクトロニク
トロニクス工

電子回路基礎
ナログ電子回
路製作基本実

力開発校や工業
大会です。第9回
た。回路基板を
成する技を競う
しました。日頃

受賞することが
能レベルの日本
おいて41職種で
の組立て、故障
て」職種に3名の
身に付けた知識
した。 

い中、日頃の練
した。 

バーサライタ
EDが内臓され

良く振ると文字
す。 

mmunicatio

科 

もの
  
スマー

て電子

います

電子の

ンダー

 

目は全科共通

路／交流回路
スデバイス／
学概論 

実験／電気工
路実験／デジ
習／電子機器

業高校で学ぶ20
回大会は山形県

を組み立てる技
「電子回路組

頃研鑽した技能
ができました。
本一を競う技能
で競技が開催さ
障解析・修理な
の学生が参加し

識・技能をさら

練習の成果を発

ーを用いた方
た指示棒をタ

字や模様が表示

on System

のを動かす

ートフォンやゲ

子回路に組み

す。 

のものづくり

ーランドです

通） 
路／電子工学
／通信工学／

工学基礎実験
ジタル電子回
器組立基本実

0歳
県他

技と
組立
能を
 

能競

など
しま
に

発揮

方向指示棒 
イミング

示されま

ms 

す頭脳を

ゲーム機、さ

み込まれた

りは、知恵と

！ 

学／情報工学概
／制御工学／ア

験／情報工学基
回路実験／通信
実習／総合技能

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

●自動車制御モ
前進・後退・
コンで操作で
 

を作ろう

さらに自動車

たマイコンで制

と工夫がいっ

概論／品質管
アナログ電子

基礎実習／工
信工学実習／
能演習／卒業

モデル 
右折・左折の

できます。 

う！ 

車も、すべ

制御されて

っぱいのワ

管理／生産工
子回路／デジ

工作基本実習
／コンピュー
業制作・研究

動作をリモ

工
ジ

習
ー
究

電子技術科
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 １年次 ２年次 

 １Ｑ ２Ｑ ３Ｑ ４Ｑ １Ｑ ２Ｑ ３Ｑ ４Ｑ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

専門科目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

社会人 

基礎力 

一般教育 

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン 

○マナー･常識の理解･実践、チーム力の理

解、自己表現や文章表現力の向上、職業意

識の向上を目指す。 
 
○英語力の向上を目指す。 
 
○運動の継続により、健康維持を図るととも

に体力増強を目指す。 

○職業人としての基礎

を完成させ、自ら行

動できる技術者の育

成を行う。 
 
○企業人として必要な

教科を学ぶ。（選択

教科） 

学習課程 学習の準備   要素技術の習得   技術の連結      仕上げ(制作・研究)

ものづくり 

課題 
 

電気・電子基礎技術 
電気回路、電磁気、電子回路製図等の基礎
的な知識を身に付けるとともに、基礎的な
実験･実習を通して測定器の取り扱い方等
を身に付ける。また、半導体の基礎、ダイ
オード、トランジスタ、センサ等の電子部
品の知識を身に付ける。 

電子工学基礎技術 
各種電子デバイスの特性を理解し、基本的
なアナログ回路についての理解を深める。 
トランジスタやオペアンプを使用した増幅
回路等の設計・製作・調整方法を身に付け
る。 

デジタル電子回路技術 
各種ロジックIC を理解するとともに、デジタル電子デバイスの特
性を理解しシミュレータを活用したHDL回路設計法を身に付ける。 

情報リテラシー 
職業生活で必要な
情報技術の基本を
身に付ける。ま
た、プログラミン
グの基本を身に付
ける。 

情報通信技術 
有線通信、無線通
信、インターネッ
トなどデータ通信
の知識及び技術を
身に付ける。 

電子機器組立技術 
電子機器の組立に必要な、回路のはんだ付け、配線方法、調整方法
を身に付ける。 

組込機器プログラ
ミング技術 
マイクロコンピュ
ータにより装置を
制御する方法及び
センサ、モータ、
インターフェース
回路等その周辺技
術を身に付ける。 

電気機器制御技術 
電気制御回路を製作し、リレー及びPLC を
使用したシーケンス制御技術を身に付け
る。 

コンピュータ制御
技術 
マイクロコンピュ
ータ搭載機器によ
り、各種センサか
らの信号処理やア
クチュエータ等の
装置を使用し、意
図した動作をプロ
グラミングする技
術を身に付ける。 

アナログ電子回路
技術 
各種アナログ系の
電子デバイスの特
性を理解し、実験
やシミュレーショ
ンを通し、アナロ
グ回路の応用回路
について理解し、
回路の設計方法を
身に付ける。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
総合設計・制作技
術 
設計技術者として
の基礎能力を習得
する。 
調査および企画作
成から、設計、製
作、検査までの一
連の流れを理解で
きる。グループの
一員として、自分
の位置づけや役割
を理解した行動が
でき、コミュニケ
ーション能力を養
う。 

省エネコントローラの製作 ｷｯﾁﾝﾀｲﾏ回路の製作･ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 卒業制作・研究 



ANNUAL REPORT 2015

41

C

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
☆主な学
専門学科 

専門実技 

 
☆トピック

若年者ものづ
技能を習得中
大会です。 
産業デザイン
種」の部に毎
入学後１年生
大会への出場
ックデザイン
す。 
初出場の第４
大臣賞（第１
た。また、第
た。 
これからも、
磋琢磨をして
 
 
 
☆卒業制
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

●物語から知る
書籍の企画、
処理を通じて
術を向上させ

 

産業
Creative 

学科と実技
造形論Ⅰ
品設計／情
／安全衛生

描画表現実
ル制作実習
Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ

クス 

づくり競技大
の20歳以下の

科では第４回
毎年２名～４名
生の10月ごろに
場を目標に授業

の知識とＰＣ

回大会では全
位）と第３位

第８回大会では

全国で共に学
いきたいと考

制作・研究

る植物の本の制
文章・図版作
、製作工程を

せます。 

業ﾃﾞｻ
Industrial 

技科目  
・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ
情報処理・DT
生／人間工学

実習Ⅰ・Ⅱ／
習／製品設計
Ⅲ・Ⅳ／総合

大会出場 
若年者がもの

回大会から「グ
が出場してい
希望者を募り

業時間以外の時
操作技術を鍛

全国の参加者の
位のダブル受賞
は第３位を受賞

学び同じ夢を持
考えています。

究 

制作 
作成、DTP 

理解し技

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

●
制
知
り
 

ｻﾞｲﾝ
Design 

（一部教育科

Ⅳ／材料加工法
TP概論／視覚

学／生産工学／

／基礎製図／デ
計実習／視覚
合技能演習／卒

のづくりの技を

グラフィックデ
います。 

、次年度に開
時間を使って、
鍛え、大会に臨

の中から見事に
賞をすることが
賞することがで

持つ仲間たちと
 

モデリング技術
制作物の機構や
知識や加工方法
りモデリング技

ﾝ科 

ものづ
デザイ
 
私たちの

ンされて

デザイン

ここでは

います！

 

目は全科共通

法／デザイン
覚伝達デザイ
／Web概論Ⅰ

デッサン／Ｃ
覚伝達デザイ
卒業制作・研

を競い合う

デザイン職

開催される
グラフィ

臨んでいま

に厚生労働
ができまし
できまし

ともに切

術の向上 
や構造を理解し
法を身に付ける
技術を向上させ

づくりには
インの世

の身の回りに

ています。 

ンは「ものづ

はそんな魅力

！  

通） 
ン概論／色彩
インⅠ・Ⅱ・
・Ⅱ／品質管

ＣＡＤ製図／
ン実習／情報

研究 

し、材料の
ることによ
せます。 

公
用

はかかせ
世界！  

にあるものは

くり」に無く

力的なデザイ

彩学／美術史／
Ⅲ／プレゼン
管理 

／デザイン基礎
報処理実習

●植物園を併設
企画・設計お

公共建築物の知
用した製図お
させます。 

せない 

は、すべてが

てはならない

インの世界が

／製品計画Ⅰ
ンテーション

礎実習／プレ
Ⅰ・Ⅱ／総合

設した開架式図
および模型製作
知識を広め、
よび模型製作

がデザイ

いもの。 

が待って

Ⅰ・Ⅱ／製
ン／材料学

レゼンツー
合製作実習

図書館の 
作 
ＣＡＤを活
技術を向上

産業デザイン科
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☆カリキュラム概要 

 １年次 ２年次 

 １Ｑ ２Ｑ ３Ｑ ４Ｑ １Ｑ ２Ｑ ３Ｑ ４Ｑ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

専門科目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

社会人 

基礎力 

一般教育 

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン 

○マナー･常識の理解･実践、チーム力の理

解、自己表現や文章表現力の向上、職業意

識の向上を目指す。 
 
○英語力の向上を目指す。 
 
○運動の継続により、健康維持を図るととも

に体力増強を目指す。 

○職業人としての基礎

を完成させ、自ら行

動できる技術者の育

成を行う。 
 
○企業人として必要な

教科を学ぶ。（選択

教科） 

学習課程 学習の準備   要素技術の習得   技術の連結      仕上げ(制作・研究)

ものづくり 

課題 
 

設計計画技術 
製品の意匠設計および製品設計に必要な知識の習得、および、アイ
デアを具体化するために必要な表現能力について学ぶ。 
具体的にはデザインの歴史、工程、IT 活用技術、色材を用いた表
現技術、工学的視点による設計手法を学び、それらを用いた発表技
術について学ぶ。 

製品製造技術 
製品の加工・製造方法について学ぶ。 
具体的には材料に応じた加工方法および仕
上げ・塗装方法の選定について学ぶ。 ま
た、CAD を使用したデザインモデルを中心
に使用する材料・加工方法・仕上げ方法を
考慮した造形提案について学ぶ。

分野別選択技術（グラフィック） 
ポスター、チラシ、雑誌等のデザイン・制
作を行うとともに、製本や印刷の流れを学
ぶ。 
具体的にはIllustrator やPhotoshop、
InDesign などを使用し、紙面を作成する
方法などを学ぶ。 

分野別選択技術（プロダクト） 
工業製品のデザインについて学ぶ。具体的
には、3 D-CAD のRhinoceros を用いた図
面作成や工業用粘土を使ったクレイモデル
の製作、FRP によるハードモデルの製作、
木製ベンチの制作、マーカーやCAD による
完成イメージ図の作成、材料知識、加工技
術などを学ぶ。 

分野別選択技術（スペース） 
店舗設計のデザインと舞台美術やイベント
ブースの施工技術などを学ぶ。 
具体的にはVectorworks、AutoCADを用いた
図面作成や、製品を魅力的にディスプレイ
するための照明計画および什器類の提案か
ら製品提案を行う方法などを学ぶ。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
総合設計・製作技
術 
 
デザインエンジニ
アとしての基礎能
力を習得する。 
調査から、設計、
製作までの一連の
流れを理解でき
る。 

製品製造技術（外部コラボ） 
グループの一員として、自分の位置づけ
や役割を理解した行動ができるととも
に、コミュニケーション能力を養う。課
題を通して社会とのかかわりについて学
ぶ。また、合理的な製造計画（工程管理
方法）・流通、原価計算について学ぶ。

選 択 課 題 外部コラボ 卒業制作・研究 

選択 
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I

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
☆主な学
専門学科 

専門実技 

 
☆トピック

自分たちで企
１年次第4クォ
メント」授業
ました。その
ー」へ講師派
ナーを開催し
な面接対策が
このように、
では、個人の
すだけでなく
ークを大切に
能力を養う取
っています。
 
 

 
☆卒業制
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
●Android端末
開発 
人間対コンピ
す。コンピュ
思考して、効
ます。 

Information

情報

学科と実技
計算機工学
ペレーティ
ント／シス

情報数理演
御工学実習
作・研究 

クス 

企画した「就
ォーター（12～

業内で、グルー
結果を基に「

派遣をお願いし
ました。学生
できた」との
情報技術科
能力を伸ば
、チームワ
して、その

取りくみも行
 

制作・研究

末用 ５五将棋ソ

ュータの対戦
ータは、駒の

効率よく最善手

n & Netw

報技術

技科目  
学Ⅰ・Ⅱ／ソ
ィングシステ
ステム設計Ⅰ

演習／ソフト
習／情報工学

就職支援セミナ
～3月）の「プ

ープで企画し、
かながわ若者
て、平成27年

生たちには好評
意見が聞かれ

究 

ソフトの

戦ができま
損得等を

手を決定し

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
●A
 
簡
イ
た
す

work Syst

術科

（一部教育科

ソフトウェア工
テムⅠ・Ⅱ／デ
・Ⅱ・Ⅲ 

トウェア基本実
学実習Ⅰ・Ⅱ

ナー」 
プロジェクトマ

コンテストを
者就職支援セン
年4月に実際にセ
評で、｢不安で苦
れました。 

Access VBA 
戦力分析ツー

簡単なボタン操
イムにプレー結
た、すぐに各選
す。 

tems 

科 

プログ
目指す
 
ソフトウ

などは高

くり」 

最先端技

目は全科共通

工学Ⅰ・Ⅱ・
データベース

実習／構造化
Ⅱ／データ通

マネジ
を行い
ンタ
セミ
苦手

によるバレー
ールの開発 
操作で、試合中
結果を入力でき
選手の成績を確

グラマ・シ
すあなた

ェア開発や

高度情報化

技術と知識

通） 
・Ⅲ・Ⅳ／コ
ス／プレゼン

化プログラミ
信実習／ソフ

ボール 

中リアルタ
きます。ま
確認できま

声
ル
楽

システム
たに！  

やプログラミン

社会におけ

識を学び、ＩＴ

ンピュータネ
ンテーション／

ング実習Ⅰ
フトウェア設

●タブレット用
アプリの開

声で気球を操
ルを目指す横
楽しみながら発

ムエンジニ

ング、ネットワ

ける、最重要

Ｔ技術者を目

ネットワーク
／プロジェク

・Ⅱ／図形処
設計実習Ⅰ・

用 聴覚障害者
発 
作し、雲を避
スクロール型
発声訓練がで

ニアを 

ワーク構築

要な「ものづ

目指そう！

クⅠ・Ⅱ／オ
クトマネジメ

処理実習／制
Ⅱ／卒業制

者発声訓練 

けながらゴー
ゲームです。
きます。 

オ

情報技術科
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☆カリキュラム概要 

 １年次 ２年次 

 １Ｑ ２Ｑ ３Ｑ ４Ｑ １Ｑ ２Ｑ ３Ｑ ４Ｑ 
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社会人 

基礎力 

一般教育 

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン 

○マナー･常識の理解･実践、チーム力の理

解、自己表現や文章表現力の向上、職業意

識の向上を目指す。 
 
○英語力の向上を目指す。 
 
○運動の継続により、健康維持を図るととも

に体力増強を目指す。 

○職業人としての基礎

を完成させ、自ら行

動できる技術者の育

成を行う。 
 
○企業人として必要な

教科を学ぶ。（選択

教科） 

学習課程 学習の準備   要素技術の習得   技術の連結      仕上げ(制作・研究)

ものづくり 

課題 
 

通信ネットワーク構築技術 
  

情報周辺知識 
情報数学、生産工学、人間工学等の情報技術関連知識を学習する。 

情報基礎技術 
コンピュータのハードウェア構成、ソフト
ウェアの分類、データの表現方法、セキュ
リティと標準化等の基礎技術を習得する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
システム開発実践
技術  
学生が自らテーマ
を選定して研究を
行う。 
要求分析、設計、
開発、検査、運
用、保守までの一
連の流れを、実際
にシステムを開発
して理解するとと
もに、研究内容の
発表を行う。 
これまで学んだ知
識、技能を活かし
ながら、システム
開発手法に関する
実践的技術力を習
得する。 

UNIX のコマンド、
ファイルシステム、
viエディタ、シェ 
ルスクリプト等を 
理解し、UNIX シス
テムの操作方法を 
学習する。 

TCP /IP ､L A N､W A N、
O S I 参照モデル等の 
ネットワーク基礎理論 
を学習する。 

 

O S のインストー
ル、ユーザ管理、
セキュアなサー
バ・ネットワーク
管理等のサーバ構
築技術を習得す
る。 

システム設計技術 
  プロジェクトマネ

ジメントの理論と
実践を学習する。
(PBL) 

関係データベース、 
データの正規化、SQL
等の基礎技術を習得
する。 

要求分析から基本
設計、詳細設計ま
でをグループ活動
を通して学習す
る。（PBL） 

ソフトウェア設計技術 
  基本文法、プログラ
ミング基礎技術を習
得する。（C 言語, 
Java 言語） 

Windows アプリケーション
開発技術を習得する。 
(C++ 言語)

Web アプリケーション開発
技術を習得する。 
(Java言語)

文法、アルゴリズム、データ構造、画像処理、オブジェクト
指向プログラミング技法、テスト技法 

選択

電子回路・組込み制御  
電子回路、アセンブリ命令、組込みLinux 
技術を習得する。 

スタンドアロンプログラム ネットワーク通信プログラム 卒業制作・研究 
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4. 学生卒業制作・研究報告
平成２６年度　学生卒業制作・研究のテーマ一覧

生産技術科

制御技術科

電子技術科

難削材の加工（難削材ハステロイの特性と工具寿命について）  ………………………………………………………… 47
若年者ものづくり大会に向けてのマニュアル作成（工具の選定）
技能五輪全国大会選手選考会（旋盤職種）工程表作成
プレスブレーキの製作及び曲げ実験（動力伝達機構ユニットA）
プレスブレーキの製作及び曲げ実験（折り曲げ機構ユニットB）
プレスブレーキの製作（工程管理及び電源ユニット）
3Dスキャナーによる製品測定（ﾊﾞﾄﾐﾝﾄﾝﾗｹｯﾄｸﾞﾘｯﾌﾟの測定）
難削材の加工（ｽﾃﾝﾚｽ材の旋削による工具寿命）
振り子時計の製作
Ｌ配置Ｖ型2気筒エンジンの製作
エコランカーの出力計測実験（出力測定器の製作）
三球儀の製作
自動綿菓子機の製作
綿菓子回収機の製作
油圧プレス機・金型の製作（ｸﾘｱﾗﾝｽの研究）
ミニフライス盤の製作（X軸Y軸）
ミニフライス盤の製作（Z軸）
ミニ旋盤の製作（ｷﾞﾔﾎﾞｯｸｽ・ﾍﾞｯﾄﾞ）
ミニ旋盤の製作（刃物台・送り機構）
４軸クレーンの製作
自動搬送機の改良
自動ペットボトル開閉機の製作
自動ホットケーキ機の製作
ジェットコースターの模型製作
腕ふり歩行器の製作
石焼き芋器の製作改良
パレット式自動炭火焼き鳥機の改良（自動化・生産効率の向上させる設計・製作） 　
パレット式自動炭火焼き鳥機の改良（自動炭焼き鳥機のシーケンスの改良）
ガス式綿菓子機の試作開発

電動スケートボードの製作（設計・加工編） ………………………………………………………………………………… 49
ミニ四駆を用いた学習教材の試作
一軸送りテーブルを用いた簡易FAシステムの試作
３次元ＣＡＤの教材作成　AUTODESK　Inventorを題材にして
対戦用相撲ロボットの製作
二足歩行ロボットの製作　ROBO-ONE　Light出場を目指して
タミヤ社製アームクローラーのスケールアップ
ドミノ牌自動並べマシンの製作　（設計・加工・制御）
小出力発電装置の製作　発電機周辺／羽周辺
MPSステーションの教材製作
PLC制御によるジャンケン装置の制作
小型鉄道模型を用いた搬送システムの制作
MELSEC Qシリーズを使用した入場ゲートの作成
PLCによるシーケンス制御を用いた列車運転装置の製作
空気圧制御モデルのシミュレータの制作（技能照査課題）
Arduinoを用いたテルミンの製作
空気圧制御モデルのマニュアル作成
犬型自動追尾ロボットの製作
反射神経ゲームの改造
プレゼンタイマーの製作
ETロボコン攻略マニュアルの制作
Android端末とPIC間のデータ転送
Android同士の対戦ゲームアプリ開発
Android端末を使用したNXTコントローラーの製作
Androidにおける音響アプリの開発

バーサライターを用いた方向指示棒の製作 ……………………………………………………………………………… 50
多機能エフェクターの製作
FPGAを用いた電子楽器の製作
LEDマトリクスを用いた電光掲示板
PLCを用いたエレベータ模型の制御
PLCによる信号機モデルの制御
PSDを用いたレーザ距離計の製作２
C#によるLED-TV画像通信アプリケーション
自動車制御モデルの製作
人形を使った速度、衝撃の検知計測
音声周波数変換装置の製作
PLCによる寿司レーン模型の制御
マトリクスLED表示モジュールの製作
Arduinoを使用した反射能力向上装置の製作
ブラシレスDCモータを使用した送風機の制御
ダイヤル式キーボードの製作
FPGAを用いた電波時計の製作
Java言語による家計簿ソフトの開発

（報告書掲載ページ）
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マイコン制御による電子球盤の製作
MPEGデコーダを使用したMP3 プレイヤーの製作
マイコン制御による自動カーテンの製作
電ྲྀηンαを用いた電子回࿏計測装置の製作
ZigBeeແઢモジュールによるܾ࠾システム
ZigBeeを用いたҐ置検出システム
LEDルーレット製作
PLCによる鉄道模型の制御
マイコンによる多ॏ音・࠶生装置の製作
マイコン制御によるԹ度ௐ機能ా͝ての製作
BMuetoothドンάルをར用したラジコンカーの製作
USBカϝラを用いたจࣈೝࣝソフトの製作
振動検出型LEDインテリア౮の製作
VeriMog )DL学習テキストの製作

産ۀσβイϯ科

ใ技術科

̙̏ ̘̖ ̙技術の向্………………………………………………………………………………………………………… 5�
製家具の制作
ங物にਤ書ؗの機能を加したリニューアルのఏҊݐଘ͢るΰシックݱ
子Ͳも向けの学習ࢀ考書の制作 �ɻࡀ� Β͔学べるຊの社会ʵ
ओு͢るళฮのఏҊ
ϙスターのྺ࢙によるデザインੑ
ֵを使用したスケッνόッάの制作
੩Ԭを̥ ̧͢ る̝ ・̥小子の制作
২物Ԃをซ設した開Ս式ਤ書ؗのا画・設計および模型製作
物語 Β͔知る২物のຊの制作
ओு͢るʮΈせʯのఏҊ
ダンボールのՄ能ੑにͭいて
CADをར用したΦリジナルの͵い͙ るΈ制作
金ଐ製アクηαリーの制作
ホラーのֻけֆຊの制作
品۠ళ֗の品 と݊ϙスター制作
大үのҬੑ׆化のたΊの̨ π̥ール制作
アパレルブランドのఏҊとൢ ଅπールの制作
ユニόーαルデザインによる製品のఏҊ
ロンάηラーデザインによる、お菓子パッケージのデザインఏҊ
BMaDLXorLवを用いたインテリア製品の制作
カルタの制作
モデリンά技ज़の向上　-���クレイモデリンά-
Ϗジュアルŋマーνャンダイジンάをҙ しࣝた̥ ̤̥ 告の制作
ϝンズアパレルショップのا画・ブランド戦略
ປሯ風の制作
थࢷとͦ の製品にؔ͢る研究
Φリジナルキャラクターの͵い͙ るΈのల開
ガラス工 子の制作ܳ・
ステンドάラスによるランプシェードの制作
光をऔり入ΕたॅのఏҊおよび模型製作
と༯ਫ਼たͪの物語 Φɻリジナルキャラクターによるカレンダー制作ʵ
ళฮ模型の製作
リトάラフの技๏にͭいての研究
༊しをテーマにしたキャラクターデザインと͵ い͙ るΈの制作
ೣカフェのൢଅ物のリデザイン及びデザインఏҊ

"OESPJE用 ̑ ………………………………………………………………………………………… ιϑトの։ൃعকޒ 5�
ViTuaM BaTiDを用いた会ٞࣨ༧システムの作成
JavaSDriQtを用いた数ಠղプロάラムの作成
ϫープロを用いたボタンインタフェースの検ূ
ADDeTT VBA によるόレーボール戦力ੳπールの開発
ProDeTTingのプロάラムの管理・ڞ༗πール作成
Android端末用ௌ֮ো者発声܇࿅アプリの開発
8eC上ͰͰきるダイエット管理アプリケーションの開発
Androidを用いたマインスイーパー作成
ASP�NETを用いた出ܽ੮報管理8eCアプリケーションの作成
物理シミュレーションの֮ࢹ化にؔ͢る研究
ຊのྺ࢙をਤͰݟͦ͏
Android端末Ͱ使用Ͱきる画像変換アプリ
P)Pを用いたXeCショッϐンάαイトの作成
数式のՄࢹ化にؔ͢る研究ʙ報数理のतۀを振りฦってʙ
焼き鳥Ͱ用いる経理プロάラムの作成
֦ுݱ実を使用したAndroidアプリ開発研究
ITパスϙート対ࡦアプリケーション
8eCアプリケーションによるຊプロ球選手成表示システムの開発
Android用家計簿アプリケーションの開発
҆全ͳ8eCαーόの構ங
TXitter�Jを用いたTXitterクライアントアプリケーション作成
Android端末向けホームアプリケーションの作成
Javaによるベトナムྉ理をհ͢る8eCアプリケーションの開発
スイミンάスクール向けߨ習会管理ソフトの開発
Android用タスクキルアプリの開発
8eCアプリケーションをར用した掲示板の開発
FTPクライアントの制作
OSを用いたϝモリ管理の研究
Φブジェクト指向をҙ しࣝたプロάラミンάࢧԉソフトの制作
Javaを用いたアクηαリーൢചαイトの構ங
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生 産 技 術 科   越川 孝凌 
 

1．はじめに 

 耐食性や耐酸化性に優れ，高温下でも安定強度が得

られることから，これまで航空宇宙機器材料として特

殊な用途にしか使わないチタン合金やニッケル基超合

金も一般用に使用する動きが増えている．しかし，こ

れらの材料は低い熱伝導性から，切削で生じる熱は工

具に負担が生じ，その結果，工具はきわめて大きな熱

影響を受け，寿命がきわめて短くなることが，大きな

問題として挙げられる．そのため，これらの難削材に

ついて加工特性を調べ，切削加工する際に適する加工

条件を検討することが望まれている． 
2. 本研究 

2.1 ハステロイとは 
ニッケルを主成分しモリブデンやクロム，鉄などの

成分を加えた合金である．主に圧力計のダイヤフラム

などの耐食性が求められる場合やジェットエンジンの

燃焼室などの耐熱性が求められるものに使われ，航空

機や宇宙機器の部品などに使われている．その特徴は

①高温硬度が高い②加工硬化が生じやすい③刃物との

親和性が高い④熱伝導率が悪いことである． 
2.2 研究目的 
被削材となるハステロイC を，大きさや材質が異な

る 3 つのスローアウェイチップで切削を行い， 切削条

件や工具寿命を調べて， 今後の難削材を切削する際の

工具選定のポイントや注意点についての参考となる論

文を作成することである． 
3. 良好な切削領域の選定 

3.1 使用するチップ 
 今回実験に使用した 3 種類のスローアウェイチップ

(以下チップと略する)を説明する．左から順にAC830P，
US735，NS530 である．(Fig.1) 

 チップAC830P(企業が推奨したもの)は超硬合金

を母材とし，アルミナと炭窒化チタンのコーティ

ングを施したもので耐溶着性・耐チッピング性が

高い． 
 チップUS735(参考書から選択)は超硬合金を母材

とし，チタン化合物の多層コーティングが施され

ており耐欠損性が高い． 

 チップ NS530(当校で使用)は炭化チタン、窒化チ

タンやコバルトで構成されているサーメットで

コーティングはされていない．耐摩耗性に優れ、

溶着が発生しにくいが耐熱衝撃性には弱い材種

である。 

 

AC830P            US735         NS530 
Fig.1 チップ 

3.2 実験方法 
 各スローアウェイチップの適する送り速度を切り屑

の状態から判断するためにD-F線図(Fig.2)を作成した．

D-F 線図は切り込み量と送り速度の関係図であり，切

削した時に出る切りくずを採取し，切り屑の形状から

2 つの区分(流れ形，剪断形)に分け，その中から良好な

切削領域を判断する．切削条件は以下に示す． 
使用機器:ワシノ LEO-80A 
切削速度:30m/min，  バイトホルダ突き出し量:25mm 
バイトホルダ傾け角:5°，湿式切削(エマルジョン) 

 
Fig.2  D-F 線図 

3.3 実験結果 
 上記の切削条件で 3 つのチップのD-F 線図を作成し

た結果，チップAC830P はD-F 線図を完成できたが切

り屑の形状がすべて流れ形になってしまった．チップ

US735 の場合は切込み量 1.0mm～2.5mm の範囲で送り

速度 0.36mm/rev の時に破損してしまった． またチッ

プNS9530 の場合は切込み量 0.5mmでは送り速度

0.2mm/rev となり切込み量 1.0mm～2.5mm では

送り速度(mm/rev) 

切
込
み
量

(m
m

) 

剪断形

流
れ
形

  難削材の加工（難削材ハステロイの特性と工具寿命について） 
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表１ 使用部品一覧 

図１ CADで描いた組立図 図２ 機械加工風景 

図３ ギアボックスの中身 

図４ 完成した電動スケートボード 

表２ 電動スケートボードスペック一覧 

1 はじめに 

本研究テーマを選んだ理由は，以下の通りです． 
・人が乗れる物を製作したかった 
・遊んで楽しい作品を製作したかった 
・達成感が得られる作品を製作したかった 

2 概要 

市販のスケートボードにモータ・バッテリー・コン

トローラを取り付け，電動スケートボードに改造しま

した． 
本卒業研究は二名の学生で実施し，私はギアボック

ス及び軸の設計・加工を担当しました． 
使用した部品を表１にまとめました． 
 
 

部品名 規格 

スケートボード 870×210×100[mm](縦×幅×高さ) 
2.6[kg] 

バッテリー 
12[V]12[Ah] 
151×100×100[mm] 
4.3[kg] 

モータ MAXONモータ 12[V] 380[rpm] 
 

3 製作について 

電動スケートボードを製作するにあたり，重視した

事はシンプルな設計です． 
製作の手順を以下にまとめました. 

① 軸の強度の計算 
② 駆動方式と構造について検討 
③ 検討したことをもとに図面作成 
④ 図面をもとに加工および組立 
⑤ 実験走行 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

4 製作した作品について 

製作したギアボックスは，シンプルな構造にするた

めにモータと軸の伝達方法に歯車を採用しました．ま

た，軸の強度は１５０kg まで耐えられるように計算

しました． 
苦労した点は，軸の加工です．ベアリングの内径に

合うよう，与えられた寸法公差に収める事に注意しな

がら加工を行いました． 
完成した作品については，私自身が乗って走行でき

たため，とても満足しています． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
5 おわりに 

本研究を通して，私は自分から進んで作業ができるよ

うになりました．今までの私は自分から進んで積極的に

作業をすることがなかったのでこの半年間で成長できた

と感じています．  

寸法 870×210×140[mm] 
総重量 10[kg] 
ギアボックス重量 3.8[kg] 
速度 5.8[km/h] 

  電動スケートボードの製作（設計・加工編） 

     

   制 御 技 術 科  森 田  光 裕
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1 目的 

過去に製作されてきたバーサライターをより実用的

に使用することはできないかと考え，夜間道路工事等

に使用される方向指示棒のように，バーサライターを

用いた方向指示棒の製作をする． 

2 概要 

2.1 バーサライターの構成 

赤と緑表示の2色LEDを16個使用した回路で，シ

ステム全体のブロック図は，図1のとおりである．制

御には PIC18F4620 を 2 つ使用し，上下 8 個ずつの

LED の点滅をそれぞれのマイコンで制御している．

電源は単三電池を4つ使用し，点灯パターンの変更は，

押しボタンスイッチで行う．また，バーサライターを

振ると図2のように文字が表示される． 

図1 ブロック図 

 
2.2 加速度センサとA/D変換 

バーサライターを正常に動作させるにあたって重要

になるのが LED 初期点灯位置の検出である．文字の

表示は，本機を手で振る際の端から端にかけて表示す

るため，点灯させるきっかけとなるタイミングは右ま

たは左に振り切ったときである．この動作を感知する

のに適しているセンサは，速度の時間変化率を出力す

る加速度センサである．これを利用して本体の傾き・

動きの検出を行う． 
加速度センサからはアナログ電圧が出力されるため，

マイコンにおいてA/D変換を行う必要がある．A/D変

換とは，アナログ信号をディジタル信号に置き換える

操作である．アナログ信号を間隔ごとに区切り，その

区切られた部分を取り出したものになる． 
2.3 C言語を使用したプログラミング制御 

C 言語を利用してプログラミングを行う．開発環境

はMPLAB IDEを使用する．プログラミング制御によ

り，A/D 変換，位置の検出，点灯させる LED のタイ

ミング，およびスイッチによるパターンの変更を行う． 

3 研究結果 

3.1 基板を作るにあたって 

操作性を考慮し，できる限り小さくすることを重視

して製作した．図3のように，マイコンを基板に対し

て垂直に取り付けることで横幅を大きく減らすことが

できた．本体は，組み合わせた4枚の基板とスイッチ

基板で構成されている．これら5枚の基板は，基板加

工機で製作した．本体の上部の基板には点灯させる

LED が，左右 2 枚の基板にはマイコンから出力され

た信号に電流を供給するドライバ IC と抵抗が，下部

の基板にはマイコンと加速度センサが実装されている．

基板同士の接続は L 型コネクタを使用して接続し，

すべてを接続すると，図4のように直方体になる．マ

イコンを内部に収めることができたので，外観をすっ

きりさせることができた． 
3.2 動作プログラム 

作成したプログラムの動作は，4.4ms ごとに加速度

センサの値を取得し，直前 22ms の移動平均値と比較

し，一定以上の差があるときに，LED を点灯させる．

差が出る瞬間とは，バーサライターの振っている向き

が逆になるときである． 
 
 
 
 
 
 
 

図2 表示例 図3 マイコン部基板 

 
図4 バーサライター本体 

4 まとめ 

できる限り表示させる文字の位置の精度が高くなる

ようプログラムを作成しているが，手で振る動作のた

め安定しにくく，表示が曖昧になってしまうときがあ

る．上手くタイミングがあって表示すれば読み取るこ

とができるが，まだ調整が必要である． 

バ ー サ ラ イ タ ー を 用 い た 方 向 指 示 棒 の 製 作 

     

   電 子 技 術 科   川 田  知 矢
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1 はじめに 

今回このテーマにした理由は，内定先での業務内容

が自動車の３DCAD データを作成することであり，

CAD の技術・立体の見方を向上させたいと考えたか

らだ． 
また授業ではRhinocerosを学んだが，より実践的に

使用される３DCAD の技術を身に付けたいと考えた

ため，ALIASを独学で学ぼうと考えた． 

2 目的 

〇テキストを見ずにデータ作成ができるように機能を

覚える 
〇３DCADの技術向上 
〇３DCADの作業速度向上 
〇車体を作成することで，自動車の形を学ぶ 

3 作成方法 

1． AUTODESK ALIAS サイトのチュートリアルを参

考にモデリングの練習をする(図１) 
2． 練習を活かし，自分の思う通りの形を作成できる

ように，三面図や画像からデータ作成をする(図２) 
3． インターネットや自動車モデリングのテキストで

自動車のパーツ・CADデータ作成手順を学ぶ 
4． 本制作-自動車の作成(図３) 

4 作成の流れ(自動車のモデリング) 

1． 作業セッティング 
2． ３Dスケッチ 
3． 面張り 
4． 面の確認・修正 
5． 細かい部品の作成 
 ・ライト 
 ・ミラー 
 ・ホイール 
 ・グリル  
6． レンダリング 
7． 画像合成 

5 おわりに 

今回 ALIAS の操作方法を知るところから始めたた

め，本制作に入るまで多くの練習作を作成した．その

中で，思う通りのデータを作成することの難しさを経

験し，応用的な形を作成する技術が身についたと思う．

卒業後，デザインをより忠実に再現できるようさらに

CAD 技術を身に着けものづくりに携わっていきたい． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

6 参考文献 

・AUTODESK ALIAS 2014 ヘルプ 
http://help.autodesk.com/view/ALIAS/2014/JPN/ 
・The-Blueprints.com 
http://www.the-blueprints.com/blueprints/ 
・カーデザインスクール / 片山 次郎 

  ３ＤＣＡＤ技術の向上 

     

   産 業 デ ザ イ ン 科  金 澤  遥

 

 

図2  練習作品 

図1  チュートリアル課題 

図3  本制作 
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1 はじめに 

今後の少子高齢化に伴う労働力不足に備え，産業界

では，人工知能を備えた機械の活用が期待されている．

人工知能の利用により業務の迅速化，効率化が実現で

きる一方，使い方を誤ると人間が機械に支配され，不

幸な結果を招く恐れがある．そこで，卒業研究として，

コンピュータ(以下 COM)の「思考」について研究す

ることにした． 
二人零和有限確定完全情報ゲームである将棋を題材

とした．将棋を知らない方でもすぐに遊んでいただけ

るように，ミニ将棋の一つである「５五将棋」で開発

を行った． 

2 ５五将棋とは 

５×５マスの盤上で，

先手・後手それぞれが玉，

金，銀，飛車，角，歩を

１枚ずつ使用する．敵陣

が最終一段ということを

除き，駒の動き等のルー

ルは本将棋と同じである．

本ソフトは対局者として

先手・後手共に，人間，

COM（レベル１～３）の

中から選択できる．人間

の手番では，ボタンタッ

プにより「待った」と 
「投了」が行える． 

3 コンピュータの思考ルーチン 

3 . 1 合法手の生成 
COM は指し手の候補として，将棋のルールを守っ

た手（合法手）をすべて列挙する．この処理を効率よ

く行うために，盤面上のすべてのマスに関して，その

マスへ移動可能な駒の情報を管理する「駒の利き」を

導入し，玉が取られる手を早期に排除した． 
 
3 . 2 局面の評価 

COM はなるべく有利な局面となるように，複数の

合法手の中から一つを選んで指す．局面は，駒の損得，

玉の安全度，駒の働きを総合して評価するのが一般的

であるが，今回は，駒の損得に重点を置いて評価を行

った． 

先手・後手双方の盤上の駒，持ち駒を数値化し，そ

の合計点で評価する．各駒の得点は，表の通りである．

COMの駒はプラス，相手（人間，COM）の駒はマイ

ナスとして計算する．本将棋より盤面が小さいため，

大駒（飛車・角）の得点を低めの値に設定した． 
 
 
歩 100 銀 800 金 1,000 角 1,200

飛 1,500 と 600 全 1,000 馬 1,700

龍 2,200 玉 100,000  
 
3 . 3 指し手の決定 

MiniMax 法では，決まった手数先まで合法手のす

べての分岐を読み，それぞれの局面の評価値を比較し

て指し手を決定する．COM の手番では最も評価値が

高い局面へ推移する手を選び，反対に相手の手番では

最も評価値が低い局面へ推移する手を選ぶ． 
本ソフトでは MiniMax 法を改良したαβ法を採用

した．読まなくてよい手の探索を省略し，アルゴリズ

ムの効率化を図っている．図２の省略部分は，どのよ

うな評価値となっても１手先は「１５」となるので省

略できる．本ソフトでは，探索時間が MiniMax 法と

比べ約１／７に短縮された．レベル３では４手先まで

読んでいる．また，序盤では複数の定跡からランダム

に手を選択することにより，「安定していて対局毎に

異なる手の生成」と「思考時間の短縮」を実現した． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

4 おわりに 

対戦機能を実機において実装した．COM の棋力は，

将棋入門者に勝利できるレベルまで向上できた．  

開発環境 

・ハードウェア PC/AT 互換機 
・OS  Windows 7 Professional 
・ソフトフェア   eclipse 4.4.0 (Luna) Android SDK 5.0.1 
・運用テスト  ICONIA TAB A500 (Android3.2.1) 

Android用 ５五将棋ソフトの開発 
 

情 報 技 術 科  新 美  政 人

 

 

図1  実行画面

表  各駒の得点 

最大値 

図２  αβ法の例（３手先まで探索）

最小値

最大値 

省略 

１手先（COM） 

２手先（相手） 

３手先 
（COM） 

10以下の値 
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　本校は、企業ニーズに対応した高度で専門的な知識・技術を有するエンジニア養成を目的として神奈川県が設
置運営する職業能力開発短期大学校です。
　学校教育法を設置根拠とする大学・短期大学とは異なり、「職業能力開発促進法」に基づき設置されている「職
業能力開発施設」という位置づけになります。
　同一法令を設置根拠とする職業能力開発校（本県では総合職業技術校） が学卒者、離転職者及び在職者を
対象として、期間、内容ともに幅広い訓練（普通課程等） を行うのに対し、本校は新規学卒者を主対象にした２ 年
間の訓練（専門課程）を行い、「実践技術者」を育成します。
　この実践技術者とは、専門的な技術・知識とものづくりに
関する幅広い高度の技能を併せ持ち、豊かな創造力と優
れた行動力を兼ね備えた課題解決型人材と定義付けてい
ます。
　平成7年4月1日の開校以後、20年以上の歴史において、
企業の皆様方に本校の実践技術者育成方針を評価してい
ただき、高い就職率のもと、製造業を中心とする多くの企業
様に卒業生を送り出しています。

　本校は前述のとおり「教育・研究施設」ではなく、あくまで職に就くための知識や技術を身につける「職業能力開
発施設」ですので、授業カリキュラムは企業において求められる実践的な知識・技術の修得をめざした構成になっ
ています。
　授業カリキュラムは２年制の短期大学校でありながら、必須履修単位数156単位、総授業時間数2800時間と
なっており、４年制大学（ 文科系） の授業量に匹敵するボリュームの教育訓練を行っています。さらに、総授業時
間に占める実習・実技の割合は６割以上にのぼり、一人１台の機器での実習や少人数教育制とあいまって、確か
な技術の修得を可能としています。さらに、専門科目の学科・実験・演習・実習のほか、英語、社会経済概論、マーケ
ティング概論、ビジネスマナーなどの教養科目も充実しています。
　学生にとっても、就職後に必要とされる内容について、
本校で学んだ知識・技術が活かせてミスマッチが少ないこ
とから、就職後も意欲とやりがいを持って仕事に取り組む
ことができています。
　そしてこの卒業生の頑張りがまた企業様から高い評価
をいただいているという好循環を生んでいます。
　学科構成は５学科で、生産技術科、制御技術科、電子
技術科、産業デザイン科、情報技術科となっています。各
学科４０名の定員で、１学年200名定員、全学年400名定
員です。

����ຊߍͷΓཱͪͱڭҭ܇࿅ඪ

����ຊߍͷಛ৭
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５-3 ඝ ᪃ 
˓ ত６１年４月１日  ਆಸཱݝのߴ等৬業ٕज़校等にؔすΔྫのҰ෦վਖ਼にΑり、ਆಸ

܇ཱٕݝ࿅ॴ（ত３９年設置）及びਆಸ܇業ٕज़৬業ԣཱݝ

࿅ηϯλʔ（ত４４年設置）を౷合し、ਆಸཱݝԣߴ等৬業ٕज़

校をԣࢢѴ۠தඌ６０൪１（ݱɿதඌ２ஸ４൪１߸）に設置 
˓ 平成６年３月３０日 ਆಸ࢈ཱݝ業ٕज़期େ学校ྫެ 

（平成７年４月１日施ߦ、Ұ෦平成６年１０月１日施ߦ） 

˓ 平成６年７月 ８日  ࿑ಇେਉΑりਆಸ࢈ཱݝ業ٕज़期େ学校の設置ೝՄ 

（࿑ಇলऩୈ１２９߸） 

˓ 平成７年４月 １日  ਆಸ࢈ཱݝ業ٕज़期େ学校開校 

˓ 平成８年３月３１日  ਆಸཱݝԣߴ等৬業܇࿅ٕज़校をഇࢭ 

˓ 平成２２年４月１日 ࢧॴͱしてਆಸ࢈ཱݝ業ٕज़期େ学校ਓࡐҭ成ࢧԉηϯλʔを設置 

˓ 平成２６年３月３１日 ਓࡐҭ成ࢧԉηϯλʔをࢧॴͱしてはഇࢭし、ਆಸ࢈ཱݝ業ٕज़期

େ学校に౷合 

 

 گの৬業ྗ開ൃ期େ学校の開校ঢ়ݝଞ（ߟࢀ）

平成 ５年４月 ࢈ཱݝܗࢁ業ٕज़期େ学校  平成１６年４月 ذෞͨࡍࠃཱݝくΈΞカσϛʔ 
平成 ７年４月 ݝ科期େ学校     平成１７年４月 ҵ࢈ཱݝ業ٕज़期େ学校 
平成 ９年４月 ۽ຊཱٕݝज़期େ学校    平成２１年４月 ౡཱٕݝज़期େ学校 
   ʏ    ؠख࢈ཱݝ業ٕज़期େ学校  平成２１年４月 ౡཱݝςΫϊΞカσϛʔࢁ܊ 
平成１０年４月 େ分ཱݝ科期େ学校    平成２２年４月 ౡཱݝςΫϊΞカσϛʔձ 
平成１１年４月 ࢁས࢈ཱݝ業ٕज़期େ学校     ʏ    ౡཱݝςΫϊΞカσϛʔ 
 

５-4 ኵ ጢ 
 

                  ཧ ՝ 
                  ਓࣄ・ެҹ・༧ܦࢉཧ・࢈ࡒཧ 
                  施設ཧ・݈߁ཧ・ͦのଞҰൠॸ 
                 学 ੜ ՝ 
                  学ੜืू、બൈ・学ੜใཧ 
                  ब৬ࢧԉ・ਤॻࣨཧ 

校   ෭校              ࢈業ٕज़՝     ࢈業σβΠϯ科 
                 ੜޚ੍࢈՝     ੜٕ࢈ज़科 
 ज़科ٕޚ੍                           
 ज़科ٕࢠి     ใ՝ࢠి                 
                           ใٕज़科 
                  ઐ՝ఔ（ߴ度৬業܇࿅） 
                  ब৬ࢦಋ・ࡏ৬ऀ܇࿅ 
 
ਓࡐҭ成ࢧԉ୲当෦       ਓࡐҭ成ࢧԉ՝（ਓࡐҭ成ࢧԉηϯλʔ） 
 ݉ਓࡐҭ成ࢧԉ՝        ެຽ࿈ܞϓϩδΣΫτのਪਐ・ҕୗ܇࿅の実施 
（ਓࡐҭ成ࢧԉηϯλʔॴ）    தখا業のਓࡐҭ成ࢧԉ・ڭҭ܇࿅にؔすΔใఏڙ 
                  ৬業܇࿅のࢧԉ 
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５-5 定員・授業料等 
 

（１）設置学科・定員 
学 科 名 １ 学 年 ２ 学 年 総 定 員 
生 産 技 術 科  ４０名  ４０名  ８０名 
制 御 技 術 科  ４０名  ４０名  ８０名 
電 子 技 術 科  ４０名  ４０名  ８０名 
産 業 デ ザ イ ン 科  ４０名  ４０名  ８０名 
情 報 技 術 科  ４０名  ４０名  ８０名 

計 ２００名 ２００名 ４００名 

（２）学年及び学期 
  学年は、４月１日に始まり、翌年３月３１日まで、１年間を２期に分けて授業を実施します。 

   前 期   ４月１日から  ９月３０日まで 

   後 期  １０月１日から翌年３月３１日まで 

（３）休業日等 
  開校記念日   ７月 ８日（平成２７年度はカリキュラムの都合から９月１７日に振り替え） 

  夏 季 休 業   ８月 ３日から８月２８日 

  冬 季 休 業  １２月２８日から１月 ５日 

春 季 休 業   ３月１８日から入学式当日 

（４）授業時間 
  始  業   ８時５０分 

  終  業  １６時１０分（水曜日は１４時３０分もしくは１６時１０分） 

  休  憩  １２時００分から１３時００分 

（５）授業料等 

区
分 入学年度 入学検定料 

入 学 料

 
授 業 料 ・ 聴 講 料 

 

証明書交付

手 数 料

入学選抜の合格

発表の日の１年

前から引き続き

神奈川県内に住

所を有する者 

その他の者 

学 

生 

２７年度 18,000 円 112,800 円 263,300 円 年 額 390,000 円 

１通につき

400 円
２６年度 18,000 円 112,800 円 263,300 円 年 額 390,000 円 

聴 講 生 9,600 円 20,700 円 49,000 円 １単位  4,900円 
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5-6 入学試験実施状況（平成２７年度生・第２１期生） 

入 試 状 況 募 集 応募者 受験者 合格者 倍 率 入学者 備  考 

推 薦 入 試 １５０名 １４７名  １４７名 １３４名 １.１０ １３４名  
男 １３９名 

女  ５１名 
一 般 入 試 ５０名 ８８名  ８７名 ６４名 １.３６ ５６名  

合   計 ２００名 ２３５名 ２３４名 １９８名 １.１８ １９０名  

5-7 学年別応募・入学状況 

 

平成２７年度生 平成２６年度生 

生
産
技
術
科
（
１
年
生
）

制
御
技
術
科
（
１
年
生
）

電
子
技
術
科
（
１
年
生
）

産
業
デ
ザ
イ
ン
科
（
１
年
生
）

情
報
技
術
科
（
１
年
生
）

   

計 

生
産
技
術
科
（
２
年
生
）

制
御
技
術
科
（
２
年
生
）

電
子
技
術
科
（
２
年
生
）

産
業
デ
ザ
イ
ン
科
（
２
年
生
）

情
報
技
術
科
（
２
年
生
）

計 

期   間 2 年 2 年 2 年 2 年 2 年  2 年 2 年 2 年 2 年 2 年  

定   員 40 40 40 40 40 200 40 40 40 40 40 200 

経 
 

 
 

過 

応 

募 

者 

の 

応 募 者 40(4) 40(1) 39(6) 63(41) 53(12) 235(64) 43(4) 45(4) 44(3) 62(43) 46(7) 240(61)

受 験 者 40(4) 40(1) 39(6) 62(40) 53(12) 234(63) 43(4) 45(4) 44(3) 62(43) 46(7) 240(61)

合 格 者 40(４) 39(1) 36(6) 40(31) 43(10) 198(52) 41(４) 43(4) 41(3) 43(32) 41(7) 209(50)

辞 退 者 ２(0) 2(0) 2(0) 0(0) 2(1) 8(1) ２(0) 3(0) ３(１) ４(2) 
 

 
１２(3)

入  学  者 38(４) 37(1) 34(6) 40(31) 41(9) 190(51)  39(４) 40(4) 38(2) 39(30) 41(7) 197(47)

入 
 

 
 

 
 

校 
 

 
 

 
 

状 
 

 
 

 
 

況 

年 
 

 

齢 
 

 

別 

1 8  歳 30(4) 28(1) 16(4) 38(30) 34(9) 146(48)  31(4) 35(3) 27(0) 33(27) 30(6) 156(40)

1 9  歳 5(0) 4(0) 9(1) 1(0) 5(0) 24(1) 7(0) 4(1) 5(0) 3(3) 6(0) 25(4) 

20～29 3(0) 4(0) 9(1) 1(1) 2(0) 19(2) 1(0) 1(0) 5(2) 3(0) 5(1) 15(3) 

30～39             

40～49             

50～59  1(0)    1(0)       

6 0 歳 
以 上 

        1(0)   1(0) 

学 

歴 

別 

高  卒 38(4) 36(1) 33(6) 40(31) 41(9) 188(51) 39(4) 40(4) 37(2) 39(30) 41(7) 196(47)

短 大 卒             

大  卒  1(0)    1(0)       

そ の 他   1(0)   1(0)   1(0)   1(0) 

住 
 

 
 

居 
 

 
 

別 

横  浜 17(1) 15(0) 15(1) 21(20) 15(2) 83(24) 20(4) 19(3) 19(1) 20(15) 19(4) 97(27)

川  崎 2(0) 1(0) 3(1) 4(2) 5(1) 15(4) 4(0) 6(0) 2(0) 2(2) 3(1) 17(3) 

相 模 原 4(0) 5(0) 4(2) 3(1) 1(0) 17(3) 2(0) 5(1) 2(0) 2(2) 2(0) 13(3) 

横 須 賀 
三 浦 

5(1) 3(0) 2(1) 2(2) 4(1) 16(5) 2(0) 3(0) 2(0) 3(2)  10(2) 

県  央 2(0) 8(1) 5(1) 3(2) 6(2) 24(6) 2(0)
 

 
4(0) 2(2) 8(0) 16(2) 

湘  南 5(2) 4(0) 3(0) 5(2) 5(2) 22(6) 7(0) 4(0) 4(1) 8(6) 7(2) 30(9) 

西  湘 1(0) 1(0) 1(0) 1(1) 3(0) 7(1)  3(0) 4(0) 1(1) 1(0) 9(1) 

足 柄 上       2(0)     2(0) 

そ の 他 2(0)  1(0) 1(1) 2(1) 6(2)   1(0) 1(0) 1(0) 3(0) 

注：（ ）内数字は女性で内数 

����ೖֶࢪ࣮ݧࢼঢ়گʢฏ��ɾୈظ��ੜʣ

����ֶผԠ ɾืೖֶঢ়گ



ANNUAL REPORT 2015

58

����ब৬ͷঢ়گʢฏ��ʣ

- 10 - 

5-8  ２６年度ᲣᎰのཞඞᲢݼ

ຊ校では、実ફٕज़ऀͱしてا業での׆༂をࢤすਓにはब৬のಓを、͞らにษ学をଓけ͍ͨਓにはਐ

学のಓを、学ੜのҙを౿まえͨਐ࿏ࢦಋをͬߦて͍Δ。 

ಛにब৬رऀには、学ੜのرੑݸ・ྗをଚॏして、ઐٕज़分にब৬で͖ΔΑ͏に、ࢦಋ

をͬߦて͍Δ。 
 2７年 3 உ 31 日ྵנ 

科  名 

生

င

২

ᘐ

ᅹ

С

ࣂ

২

ᘐ

ᅹ

ᩓ

܇

২

ᘐ

ᅹ

င
ಅ
ȇ
Ƕ
Ǥ
ȳ
ᅹ

ऴ

إ

২

ᘐ

ᅹ

ӳ 
 

 
 

 

ᚘ

定       員 40 40 40 40 40 200 

1
ቔ   者 30   נ�30 
0� 33
0� 36
33� 31
6� 160
40�

̲   ʕ   者 30
1� 29
0� 32
0� 36
33� 31
6� 158
40�

1
ஓ 者 30 ࠎ Ꮀ ݼ�29 
0� 32
0� 34
31� 28
5� 153
37�

൭   ʴ   数 149 135 110 109 232 735 

1
Ꮀ   者 30   ݼ�29 
0� 32
0� 34
31� 25
5� 150
37�

ᐯ փ Ტ内 数Უ  0
0�      0
0�  0
0�  0
0� 0
0� 0
0� 

ݼ  Ꮀ  ྙ  � 100
100� 100
100� 100
100� 100
100� 89�3
100� 98�0
100�

 ݼ
 

 
 

 

Ꮀ 
 

 
 

 

ཞ 
 

 
 

 

ඞ 

 ע
 

 
 

؏ 
 

 
 

К 

್  ා 11
0� 8
0� 15
0� 19
18� 12
3� 65
21�

川 0
2 ߃ �7 
0� 4
0� 3
3� 1
0� 17
3� 

Ⴛ  Ҿ 1
0� 1
0� 2
0� 1
0� 0
0� 5
0� 

್ ᪰  ɤ ි 1
0� 2
0� 1
0� 0
0� 3
0� 7
0� 

県 0
4 ځ �1 
0� 2
0� 3
3� 0
0� 10
Ჭ� 

ะ  Ҥ 6
0� 3
0� 2
0� 0
0� 0
0� 11
0� 

ឱ  ɥ 0
0� 0
0� 0
0� 0
0� 0
0� 0
0� 

ᙱ  ะ 2
0� 0
0� 1
0� 0
0� 0
0� 3
0� 

ி  ʮ 3
1� 6
0� 5
0� 8
7� 7
1� 29
9� 

そ の 他 0
0� 1
0� 0
0� 0
0� 2
1� 3
1� 

ࢼ
ಅ
Ճ
ᙹ

К 

1  ᳸  2 9 5
0� 2
0� 7
0� 6
5� 5
1� 25
6� 

30 ᳸ 99 10
0� 9
0� 7
0� 17
16� 7
2� 50
18�

100 ᳸ 299 10
0� 10
0� 12
0� 7
7� 9
1� 48
8� 

300 ᳸ 499 2
0� 3
0� 2
0� 0
0� 0
0� 7
0� 

500 ᳸ 999 0
0� 3
0� 4
0� 1
1� 4
1� 12
2� 

1 ,000 ˌɥ 3
1� 2
0� 0
0� 3
2� 0
0� 8
3� 

  円 184,684 183,358ר 188,065 182,777 188,852 185,547

දᲴᲢ Უ内数܌Ƹࣱڡư内数 
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就 職 
   

平成 26 年度卒業生の状況 （平成 27 年３月卒業） 

   

  就職率              就職者 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
   

９８.０％ 
１５０人 １５３人 

就職希望者 

●製造業内訳 
機械器具製造業・・・・・・・・・・・５３ 
情報通信機械器具製造業・・・・・・・１６ 
輸送用機械器具製造業・・・・・・・・１６ 
電気機械器具製造業・・・・・・・・・１５ 
電子部品･デバイス･電子回路製造業・・１３ 
印刷・同関連業・・・・・・・・・・・１０ 
金属製品製造業・・・・・・・・・・・ ６ 
その他の製造業・・・・・・・・・・・２２

製造業 

１５１社 
(40%) 

情報通信業 

１１２社 
(29%) 

サービス業 

２６社 
(７%) 

建設業 

４０社 
(10%) 

卸売･小売業 

１２社 
(3%) 

その他 

４４社 
(11%) 

製造業 

８０人 
(54%) 

情報通信業 

２６人 
(17%) 

サービス業 

24 人 
(16%) 

建設業 

１１人 
(7%) 

卸売･小売業 

１人 
(1%) 

その他 

８人 
(5%) 

就職活動は、早目に準備を整え、意欲をもって取
り組むことが大切です。そこで、学生が早くから
就職を意識して、積極的に就職活動に取り組める
よう、１年次から社会人としての基本的なマナー
を学ぶ授業やインターンシップ（就業体験）を実
施しています。 
さらに、就職相談、キャリアコンサルティング、
カウンセリングなど、就職に悩んだときに学生が
気軽にアドバイスを受けられる体制を整え、企業
の人事担当者の方を本校に招いて合同企業説明会
を開催し、学生と企業を引き合わせる機会をつく
るなど、さまざまな方法で学生の就職活動を支援
しています。 

学生の就職活動については、各科のチューター
（担任）や就職担当、学生課の求人開拓推進員
が、企業選びから面接の受け方、履歴書の書き
方指導まで、学生のさまざまな就職活動の支援
を行っています。 

☆充実した就職活動支援 ☆個別就職支援 

業種別 
就職者数 

（１５０人） 

求人状況 
（３８５社） 
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各学科の就職状況 

  
 

就職率 
１００％ 

 

 

 

 

 

 

就職先 (平成 24～26 年度 卒業生の主な就職先、以下同様） 

（株）IHI /（株）赤原製作所 /（株）アビスト / 井上鋼材（株）/
（株）井上マテリアル / ATテクマック（株）/（株）エスシー・マシー
ナリ / NECファシリティーズ（株）/（株）オオヤマフーズマシナリー 
/かもめプロペラ（株）/ 川崎自動車工業（株）/（株）共栄エンジニア
リング /共同カイテック（株）/ 協和石油ルブリカンツ（株）/ 京浜産
業（株）/ 国際鉄工（株）/ 国土開発工業（株）/ 齋藤製罐（株）/
（株）佐々木鉄工所 /（株）サンテック /（株）シマダジュエリー / 
清水総合開発（株）/ 昭和精工（株）/ 城山工業（株）/（株）信光社 
/ 新光ネームプレート（株）/（株）新日南 /（株）鈴木製作所 / 相洋
産業（株）/（株）タシロ / 田中サッシュ工業（株）/ 茅ヶ崎工業
（株）/（株）テクモ /（株）中西製作所 / 日産自動車（株）/ 日東造
機（株）/ 日本ギア工業（株）/ 日本精機（株）/（株）日の出製作所 
/（株）マイスターエンジニアリング /（株）ミクニ / ユニプレス
（株）/ ヨコキ（株）/（株）リガルジョイント  

 
 

就職率 
１００％ 

 
 
 
 
 

 

就職先  
 
(株)IHIロジテック / (株)アマダマシンツール /  イースタン電波工業
(株) / (株)共栄エンジニアリング / (株)サンテック / JFE電制(株) / 
(株)シノザワ / (株)湘南光学工業所 / (株)湘南精機 / 新日鐡住金
(株)君津製作所 / (株)シンクフォー / (株)ティーエスイー / (株)テ
クノイケガミ / (株)ニコンエンジニアリング / (株)宮本冷機 / (株)
横浜リテラ / 国際鉄工(株) / 齋藤製罐(株) / 新菱工業(株) / ゼネラ
ルエンジニアリング(株) / タカ電子工業(株) / (株)帝通電子研究所 / 
東芝機械(株) / 日産自動車(株) / ハル・エンジニアリング(株) / プ
ルーマチックジャパン(株) / フレアーナガオ(株) / ムラテック
CCS(株) / 守谷輸送機工業(株) / ヨコキ(株) 

 
 

就職率 
１００％ 

 
 
 
 
 
 
  

就職先  
 
(株)IHIロジテック / (株)アテック / (株)アルス/アルバックテクノ
(株) / (株)アルプスビジネスサービス / イースタン電波工業(株) / 
イデアグローイングシステム(株) / エスシーエー・シュッカー・ジャ
パン(株) / (株)エヌエフ回路設計ブロック / (株)エヌエフカストマサ
ービス / (株)エム・イー / MDSソリューションズ(株) / (株)エルテッ
ク / 大森電機工業(株) / キング通信工業(株) / (株)ケイテック / 
(株)古賀電子 / (株)コスモス / 国際通信企画(株) / 相模通信工業
(株) / 三波工業(株) / (株)ジィーサス / (株)ジェイエスピー / (株)
ジップス / (株)芝計 / (株)シノザワ / ジャパニアス(株) / 湘南技術
センター(株) / 新電子工業(株) / 新日本建販(株) / 新日本テクトス
(株) / 新日本電子(株) / (株)須藤製作所 / ゼネラルエンジニアリン
グ(株) / セントランス(株) / タカ電子工業(株) / (株)宝塚舞台 / 
(株)タマディック / (株)テクノイケガミ / テクノハカルエンジニアリ
ング(株) / 東京スリーブ(株) / 東日電設(株) / 東邦電子(株) / 日本
発条(株) / 日本ビルコン(株) / (株)ヒップ / 富士工業(株) / (株)富
士ダイナミクス / ブルーマチックジャパン(株) / ヤギシタ電機(株) / 
山下マテリアル(株) / 横浜エレベータ(株) / (株)横浜自働機 / (株)
横浜リテラ / リペア(株) 
 

 
 

就職率 
１００％ 

 
 
 
 
 

 

 

就職先  
 
朝日印刷紙工(株) / (株)アトラス / (株)アビスト / (株)永進テクノ/
川崎自動車工業(株) / (有)関内宣広社 / (株)香炉庵 / 山協印刷(株)  
/ JECインターナショナル(株) / (株)シバックス / 情報印刷(株) / 湘
南技術センター(株) / (株)全日警 / (株)ソーエー / (株)創英 / (株)
ダイテックス / 田中サッシュ工業(株) / (株)千代田ビデオ / (株)テ
クモ / (株)東邦プラン / トヨタ自動車(株) / (株)ナガタヴェルリッ
ツア / (株)日産テクノ / (株)ピー・アール･オー / (株)ピー・アン
ド・アイ / (株)日の出製作所 / 北斗(株) / (株)丸産技研 / (株)夢真
ホールディングス / (株)横浜リテラ 
 

 

 

就職率 
８９.３％ 

 
 
 
 

 

就職先  

アークシステム(株) / 技研電子(株) / システムワークスジャパン(株) 
/ テクニカルジャパン(株) / ハル・エンジニアリング(株) / フォレッ
クス(株) / 北斗(株) / 北都システム(株) / 井上鋼材(株) / (株)アー
ルシーエス / (株)アイ・ジー・スクウェア / (株)アクティブ /   
(株)エターナルサイエンス / (株)エニー / (株)エヌ・エス・ピイ / 
(株)ケイテック / (株)ジェイエスピー / (株)システム・アシスト / 
(株)システム・ユー / (株)ソフテム / (株)データープロセスサービス 
/  (株)テクノウェア / (株)ピー・アール・オー / (株)日本インテリ
ジェントビジネス / (株)山一情報システム / (株)横浜電算 

生産技術科 

制御技術科 

電子技術科 

産業デザイン科 

情報技術科 

機械加工・ 
製造技術関連：76％ 

機械設計・ 
製図・CAD 
関連：11％ 

機械保守・ 
ﾒﾝﾃﾅﾝｽ 
管理：9％ 

機械技術 
一般：3％ 

研究・開発 
関連：1％ 

機械 
電気器具 

製造・ 
機械 
加工:
46％ 

機械電気設備・ 
保守管理ﾒﾝﾃﾅﾝｽ：20％ 

電子・ 
機械設計、 
ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾏ 
：18％ 

生産技術：15％ 

その他：1％ 

設備 
保守 

ﾒﾝﾃﾅﾝｽ: 
34％ 

電子製造・ 
組立:24％ 

電子開発・ 
設計:15％ 

SE・ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾏ 
:10％ 

その他技術系 
:9％ 

電気設計:4％ 

電気工事・製造:2％ 
事務:2％

デザイン(印刷･
ｻｲﾝ･Web 
 等) 

    :34％ 

CAD 関連 
(設計・ｵﾍﾟ 
ﾚｰﾀ):18％ 

DTP・CTP 
ｵﾍﾟﾚｰﾀ 
:8％ 

製造 
(品質管理等) 
:8％ 

企画・営業:4％

ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ:2％ 

舞台美術・展示会:2％ 
ﾌﾟﾗﾝﾅｰ:1％ 

その他(販売等) 
:18％ 

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾏ・ 
ｼｽﾃﾑ 
ｴﾝｼﾞﾆｱ 
 :68％ 

総合・事務 
:9％ 

運用・保守 
:8％ 

ﾈｯﾄﾜｰｸｴﾝｼﾞﾆｱ 
:5％ 

営業・販売 
:3％ 

その他 
:7％ 

就職分野 
24～26 
年度 

就職分野 
24～26 
年度 

就職分野 
24～26 
年度 

就職分野 
24～26 
年度 

就職分野 
24～26 
年度 

平成 26 年度 
卒業生の実績 
以下同様 

ﾓﾃﾞﾗｰ･ 
ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾃﾞｻﾞｲﾝ:2％ 

施工管理:3％ 
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5-10　年度別就職先企業一覧

№ 就職先企業名
H23年3月
卒業生

H24年3月
卒業生

H25年3月
卒業生

H26年3月
卒業生

H27年3月
卒業生

卒業生
数　計

1 アークシステム（株） 2 2 3 2 4 13

2 北斗（株） 2 4 1 5 12

3 （株）ケイテック 3 1 3 2 9

4 システムワークスジャパン（株） 2 1 1 1 3 8

5 NECファシリティーズ（株） 3 1 2 2 8

6 湘南技術センター(株) 3 2 1 2 8

7 共同カイテック（株） 3 1 2 1 7

8 （株）サンテック 2 3 1 1 7

9 日本ギア工業（株） 2 3 1 1 7

10 リペア（株） 1 2 2 2 7

11 川崎自動車工業（株） 1 1 1 3 6

12 日本ビルコン（株） 2 2 1 1 6

13 ムラテックCCS（株） 1 1 2 1 1 6

14 （株）IHIロジテック 2 1 3 6

15 ATテクマック（株） 1 2 2 5

16 （株）テクモ 1 2 2 5

17 （株）エニー 2 1 1 1 5

18 （株）佐々木鉄工所 1 1 2 1 5

19 ゼネラルエンジニアリング(株) 1 3 1 5

20 （株）横浜リテラ 2 2 1 5

21 日産自動車（株） 1 2 1 1 5

22 大森電機工業（株） 1 3 4

23 （株）香炉庵 1 3 4

24 (株)富士ダイナミクス 1 3 4

25 イースタン電波工業（株） 1 1 2 4

26 (株)エターナルサイエンス 1 1 2 4

27 ＭＤＳソリューションズ（株） 2 2 4

28 茅ヶ崎工業(株） 1 1 2 4

29 技研電子（株） 1 2 1 4

30 齋藤製罐（株） 2 1 1 4

31 JFE電制（株） 1 1 1 1 4

32 （株）アルプスビジネスサービス 1 3 4

33 国際鉄工(株) 1 1 2 4

34 JECインターナショナル（株） 2 2 4

35 （株）芝計 2 1 1 4

36 （株）須藤製作所 2 2 4

37 誠和エンジニアリング（株） 2 1 1 4

38 （株）中西製作所 1 2 1 4

39 守谷輸送機工業(株) 1 1 1 1 4

40 (株)ワイ・エス・ピー 2 2 4

41 その他 90 105 89 100 97 481

計 122 146 136 148 150 702

�����ผब৬ઌا業Ұཡ
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�����ฏ��τϐοΫε

˔�ฏ̎̒ ̍̍ ݄̍̍ ʢՐʣ
ɹ平成��年度༻ʮٕͱٕज़ʯදࢴσβΠϯίϯΫʔϧ（ಠ๏ ߴ ・ྸোٻ・৬ऀࢧ༺ޏԉߏػओ
に࡞Ղ͞Μ͕Ղ࢙ ؏業σβΠϯ科２年 େ࢈のதから࡞��施設���のԠืࠃに͓͍て、શ（࠵
入しましͨ。
ɹࣄہからૹ͞Εͨঢ়ͱ෭を、��月��日	Ր
にԮా校からຊਓに授༩͞Εましͨ。

ʮٕͱٕज़ʯࢽදࢴデザインίンΫʔϧೖબʂ

（ड作）

˔�ฏ̎̓ ݄̍̍̐ ʢਫʣ
ɹୈ��ճਆಸڭݝҭ܇࿅ੜʮࢲのମݧͱ๊ෛʯൃ දେձのެ܇ڞ࿅ੜ෦でిٕࢠज़科ۚ
͞Μ ʮ͕ະདྷ͛ܨΔҙࢤʯのςʔϚで࠷༏ल（ਆಸݝࣄ）をडしましͨ。

ʮࢲͷମݧͱ๊ෛʯൃ දେձ࠷�༏लΛडʂ
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˔�ฏ̎̓ ݄̎̐ʢਫʣʙ݄̎̒ʢۚʣ
ɹύγϑΟίԣలࣔϗʔϧに͓͍て、ࠓ年で３６ճをܴえΔݝ࠷େの業ٕज़ݟຊࢢにࢀՃ
し、ຊ校から、ʮະདྷにͭͳ͛Δਓࡐҭ成ʯをςʔϚに学ੜのଔ業࡞ڀݚઐڀݚࢣߨ等の֓
ཁに͍ͭてใをൃ৴しましͨ。
ɹまͨ、２月５日（）にຊ校৬員の٢ా෭ٕװ ʮ͕入ऀけ"OESPJE ϓϩάラϛϯάࡐڭの開ൃʯ
に͍ͭてൃදしましͨ。

ʮςΫχΧϧγϣϤίϋϚ̎̌ ̍̑ ʯग़లʂ

˔�ฏ̎̓ �̏ ݄̍̍ ʢਫʣ
ɹ平成２８年３月ଔ業༧定ऀをରに、平成２６年度の৬業ྗ開ൃใަྲྀձを、ࡢ年の１�５ഒに
͋ͨΔ１４１ࣾ のا業にࢀՃ͍͖ͨͩ 開࠵しましͨ。
実࣭のब৬׆ಈのελʔτで り͋、ૣ 期の定֫ಘけての もͬ͜ 。ΘΕましͨߦ͕ྲྀަͨ

ʮ৬業ྗ։ൃใަྲྀձʯ։࠵ʂ
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�����ެ։࠲ߨʢάουώϡʔϚンωοτϫʔΫ࠲ߨʣ

ɹا業 ま͟͞ まͳ分で׆༂͞Εͨํをࢣߨͱして͓ট し͖、業քでの࠷৽ࣄͦのମݧͳͲをߨԋ
して͍͍ͨͩて ま͍す。

ୈ２２ճ 平成２６年 ６月１７日	Ր

（࢜学ത ใ学ڥ Ӄڀݚใڥ 授ڭେ学ཱࠃԣ） ࢯ ɿԼ ৴ࢣɹߨ
ςʔϚɿʮ࠷ઌϩϘοτ開ൃのݱঢ়ͱকདྷ૾ʯ
（（ใ学）࢜ത ڀݚηϯλʔ ಛผ্੮ڀݚফிফ） ࢯ ಙٱ ɿఱࢣɹߨ
ςʔϚɿʮফ׆ಈに͓けΔϩϘοτٕज़の׆༻ʯ

ୈ２３ճ 平成２６年１２月１０日	水

（άϧʔϓσδλϧίϛュχέʔγϣϯ୲当ࠂ Ӭ՛᷂ίʔϙϨʔτίϛュχέʔγϣϯ෦） ࢯҭ ࡚ؠɿࢣɹߨ
ςʔϚɿʮ̴̬ ಈ̱ըを׆༻しͨίϛュχέʔγϣϯઓུʯ
ɹϙελʔ、৽ฉ、ラδΦ、ςϨϏ、Πϯλʔωοτͱࠂഔମ͕มԽすΔதで、Ӭ՛๊͕えΔ՝ͱ
ͦのղܾࡦͱしての̴̬ 。ԋߨに͍ͭてྫࣄの༺׆̱

ʲաڈの実施ঢ়گʳ
・ ୈ１ճ ɿ ઙլ හଇࢯ（ࡍࠃラリʔυラΠόʔ） ʮۤからເの実ݱʯʙੈքҰաࠅͳύリʙμカʔϧラリʔのઓʙ
・ ୈ２ճ ɿ ౻ౢ    তࢯ（ஂࡒ๏ਓਆಸ科学ٕज़Ξカσϛʔཧࣄ） ʮ科学ٕज़のେ ͱ͞໘ന͞ʙޫ৮ഔをྫにしてʯ
・ ୈ３ճ ɿ ଜ ౦ଠࢯ（もの くͭりେ学学） ʮもの くͭりのັ ͱྗকདྷʯ
・ ୈ４ճ ɿ ྛՈ ٱଂࢯ（མޠՈ） ʮϏδωεϚφʔにҰຯʠؾಇ ʡ͖ʯ
・ ୈ５ճ ɿ ࡾ ලੜࢯ（ਆಸྟւమಓ） 日Լ෦ ਐࢯ（ࡾඛࣄ） ʮʠ4VJDB カʔυʡϓϩδΣΫτのΤϐιʔυʯ
・ ୈ６ճ ɿ 平দ ࢯࡾ߀（᷂ラΠϒυΞϗʔϧσΟϯάεදऔకࣾ） ʮ1SPNPUF :PVSTFMG、ࣗ 分をͱしてຏくʯ
・ ୈ７ճ ɿ ֞ࣉ    ࢯ（キϟϊϯੜ࢈ຊ෦ٕज़ސ） ʮݪにΖ͏ʠೝࣝからのग़ൃʡʯ
・ ୈ８ճ ɿ ل ࢁ٠ࢯ（ӉΞカσϛʔ͖ くまද） ʮもの くͮりのࢹからのϩέοτ開ൃͱӡ༻ʯ
・ ୈ９ճ ɿ ٱଟྑ  ݈ ιχʔŋίϯϐュʔλΤϯλςΠϯϝϯτ໊᷂）ࢯ ༪ձ） ʮϓϨΠεςʔγϣϯ ੜのເʯ
・ୈ��ճ ɿ ි    ོࢯ（ύφιχοΫαΠΫϧג式ձࣾސ） ʮࣗసंにݒけͨເʯ
・ୈ��ճ ɿ େ௬    ਖ਼ࢯ（᷂χίϯө૾カϯύχʔ） ʮϩϘοτを௨してのもの くͮりʯ
・ୈ��ճ ɿ ౻ Ұࢯ（εόϧςΫχカΠϯλʔφγϣφϧ᷂ސ） ʮࣗಈं開ൃのݱからʯʙిࣗؾಈंのࡏݱͱະདྷʙ
・ୈ��ճ ɿ ڿ ٢ాԝࢯ（ݩラδΦౡ、εϙʔπ実گΞφϯαʔ） ʮձを௨して৽し͍ࣗ分のൃݟʯ
・ୈ��ճ ɿ     ݈Ұࢯ（౦ژཧ科େ学େ学Ӄڭ授、᷂ݩ౦ࣳৗऔక）
         ʮ日ຊޠϫʔυϓϩηοαʔの開ൃʯʙͳͥϫʔϓϩを開ൃしͨか、ࠔをͲ͏ しͨかʙࠀ

・ୈ��ճ ɿ ࢞ ঘࢯ࢙（౦ٕ᷂ྗిژज़開ൃڀݚॴ ిಈਪਐάϧʔϓϚωʔδϟʔ）
                  ʮిࣗؾಈंのී及をࢦしてʯʙྗࢠݪからのసਐͱిࣗؾಈंઓʙ

・ୈ��ճ ɿ ୩  ࢯ߂（ٕज़ڀݚ合̛̘ �̘ VCJD ిಈਪਐάϧʔϓϚωʔδϟʔ）ʮզ͕ࠃの೩料ిं開ൃのݱঢ়ͱকདྷʯ
・ୈ��ճ ɿ ଜ্     ༸ࢯ（࢈業ٕज़期େ学校ࢦಋ՝ ओࠪ） ʮͦのঢ়گでଅ͞ΕΔ成ʯʙඇ日ৗతͳݱ実のதʙ
・ୈ��ճ ɿ দ  ాྑ  ࢯ（౦Ϩג式ձࣾ ڀݚຊ෦ ڀݚ・開ൃاը෦ ओװ ୲当෦）
                   ʮઌࡐ料͕ͦ͜ٿをٹ ʯ͏ ʙ౦Ϩのڀݚ・開ൃઓུʙ

・ୈ��ճ ɿ ॅٱ ণ೭ ࢯ（ອըՈ・ԻָՈ） ʮදݱに͓けΔࣗ ༝ͱෆࣗ༝ʯ
・ୈ��ճ ɿ 日ࠜ ӳ೭ࢯ（᷂ΞϯϓϨοτ දऔక） ʮະདྷίϛュχέʔγϣϯπʔϧʯʙਓମ௨৴࠷前ઢʙ
・ୈ��ճ ɿ େౢ ཾஉࢯ（Ӊڀݚۭߤ開ൃߏ̟ػ ̖̭ （ใ෦ಛ୲当̖ 
                             ʮӉ開ൃのՄੑͱະདྷʯ ʙ日ຊのϩέοτ開ൃͱ実༻Ӵ開ൃʙ   
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�����͔ͳ͕ΘΤίΧʔٕڝେձ
��13 かߥがࠞࠦࠛࠊー競技大会 
第㧥回かߥがࠞࠦࠛࠊー競技大会 
「かߥがࠞࠦࠛࠊー競技大会」は、ⅣႺに㈩ᘦした⋭ࠛࡀ技術の向上を目ᜰすため、ࠛࠦࠞーを

研究している⋵ౝの大学、㜞ᩞ╬が৻ၴに会し、ᣣごろの研究の成ᨐをᬌ⸽するとともに、ฦ࿅

の⁛ഃ⊛ࠕߥイデࠕや技術を競い合う場として開催するものです。 
㩷

䋱㩷 ᣣ㩷 㩷 㩷 㩷 㩷⒟㩷 㩷 㩷ᐔᚑ 㪉䋶ᐕ 㪏  㪊㪇 ᣣ䋨䋩㩷 㩷

䋲㩷 ႐㩷 㩷 㩷 㩷 㩷ᚲ㩷 㩷 㩷ᣣ産⥄േゞ䊺ㅊᵿᎿ႐「㪞㪩㪘㪥㪛㪩㪠㪭㪜」䋨ᮮ㗇⾐Ꮢᄐፉ↸䋱䋩㩷

䋳㩷 ┹ 技 ౝ ኈ㩷 㩷 㩷 㪌㪇㪺㪺 䉣ン䉳ン䉕⥄䈱৻ੱਸ਼䉍フ䊧䊷䊛䈮タ䈞䇮ᐔဋᤨㅦ 㪉㪌㫂㫄㪆㪿 એ䈪⚂㩷
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䋵㩷 ┹ 技 ⚿ ᨐ㩷 㩷 㩷

㩷 䉼䊷䊛ฬ㩷 ࿅ฬ㩷 Άᢱᶖ⾌₸㩷

ఝൎ䋨⋵⍮⾨䋩㩷 㪫㪼㪸㫄㩷 䌮䌩䌺䌭䌯㩷 ᣣ産⥄േゞ䊺ᐳ㑆業ᚲ䋧㩷

ᣣ産⥄േゞ䊺䊁ク䊆䉦䊦䉶ン䉺䊷㩷

㪎㪉㪏㪅㪐㪉㫂㫄㪆㫃㩷

Ḱఝൎ㩷

䋨ᮮ㗇⾐Ꮢ㐳⾨䋩㩷

ᄢቇ㜞ᩞ㩷 ⥄േゞㇱ䌁㩷 ᄢቇ㜞╬㜞ᩞ㩷 㪌㪉㪎㪅㪇㪐㫂㫄㪆㫃㩷

╙ 㪊 㩷

䋨ᣣ産⥄േゞ⾨䋩㩷

ᄢቇ㜞ᩞ㩷 ⥄േゞㇱ䌂㩷 ᄢቇ㜞╬㜞ᩞ㩷 㪋㪍㪋㪅㪈㪊㫂㫄㪆㫃㩷

․⾨㩷

䋨ផㅴද⼏ળળ㐳⾨䋩㩷

ᎹፒᏒ立㐳ᴛਛቇᩞ㩷 ᎹፒᏒ立㐳ᴛਛቇᩞ㩷 㩷

䋶㩷  ႐ ⠪ ᢙ㩷 㩷 㪋㪇㪇 ੱ䋨ᑧᢙ䇮┹技ෳട⠪╬䉃䋩㩷

䋷㩷 ਥ㩷 㩷 㩷 㩷 㩷 㩷 㩷 䈎䈭䈏䉒䉣䉮䉦䊷┹技ᄢળታⴕᆔຬળ䋨ോዪ䋺⋵立産業技術⍴ᦼᄢቇᩞౝ䋩㩷

䋸㩷 ᓟ㩷 㩷 㩷 㩷 㩷 េ㩷 㩷 ᄹᎹ⋵䇮ᮮ㗇⾐Ꮢ䇮産業技術⍴ᦼᄢቇᩞ職業⢻ജ㐿⊒ផㅴද⼏ળ㩷

䋹㩷 ද㩷 㩷 㩷 㩷 㩷⾥㩷 㩷 ᣣ産⥄േゞᩣᑼળ␠㩷 㩷

䋱䋰㩷 ද㩷 㩷 㩷 㩷 㩷 ജ㩷 㩷ᄹᎹ⋵立産業技術⍴ᦼᄢቇᩞ䇮ᣣ産ᮮᵿ⥄േゞᄢቇᩞ㩷

 
 
 
㩷

㩷

㩷

㩷

㩷

㩷
╙ 㪊㪋 回㩷 ᧄ↰ቬ৻㇢᧰㩷 㪟㫆㫅㪻㪸㩷 䉣䉮䊙イ䊧ッ䉳䉼䊞䊧ン䉳ో࿖ᄢળ㩷

㐿㩷㩷ᣣ㩷 㪉㪇㪈㪋 ᐕ䋹 㪉㪎㩿㪀䊶㪉㪏 ᣣ㩿ᣣ㪀㩷

┹技ળ႐㩷 䉿イン䊥ンク䉅て䈑㩷 「䉴䊷䊌䊷䉴䊏䊷䊄䉡䉢イ」㩷

ෳടクラ䉴㩷 䌇䌲䋮㸉䋨ᄢቇ䊶⍴ᄢ䊶㜞ኾ䊶ኾ㐷ቇᩞクラ䉴䋩㩷

䌂䉼䊷䊛㩷

㩷

䌁䉼䊷䊛㩷 㩷 㩷

㩷

ᚑ❣㩷 ෳടゞਔ㩷 㪏㪐 บਛ㩷 㪈㪎 㩷

Ά⾌㩷 㪎㪌㪇㪅㪍㪐㪌㫂㫄㪆䌬㩷 㩷 ᐔဋᤨㅦ㩷 㪉㪌㪅㪍㪏㪎㫂㫄㪆㪿㩷

ᚑ❣㩷 ෳടゞਔ㩷 㪏㪐 บਛ㩷 㪉㪈 㩷

Ά⾌㩷 㪍㪊㪊㪅㪉㪈㪐㫂㫄㪆䌬㩷 㩷ᐔဋᤨㅦ㩷 㪉㪍㪅㪇㪊㪍㫂㫄㪆㪿㩷

㩷 㩷 㩷

17

26

༏　উʢݝࣄʣ

४༏উʢԣਢլࢢʣ

ಛผʢਪਐٞڠձձʣ

ୈ�Ґʢࣗ࢈ಈंʣ

νーϜ໊ ஂ�ମ�໊ ೩ྉফඅ

5FBN�̽ ̸͉ ̼̾

େ学Ԃߍߴ�
ࣗಈं෦̖

ࣗ࢈ಈं᷂ࣄؒ࠲業ॴˍ
ࣗ࢈ಈं᷂テΫχΧϧηϯλー

େ学Ԃߍߴ�
ࣗಈं෦#

ཱ࡚ࢢ
த学ߍ

େ学Ԃߴߍߴ

େ学Ԃߴߍߴ

ཱ࡚ࢢத学ߍ

������LN�M

������LN�M

������LN�M
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�����एऀͷͮ Γٕ͘ڝେձɾٕ ྠޒશࠃେձ��14 若年者ものづくり競技大会・技能ベ全国大会 

第９回若年者ものづくり競技大会

「若年者ものづくり競技大会」は㧘技能を習得中の 2� 歳以下の若年者に㧘ものづくり技能にኻ

するᗧ識を㜞め㧘技能習得の目標をਈえ㧘技能を競う場として開催されている競技会です㧚

 第㧥回大会はᐔ成２㧢年㧣月２８（月）～２㧥ᣣ（Ἣ）にጊ形ࡆッグ࠙イングをࡔイン会場に

全４会場で１４職種の競技が実ᣉされました㧚ᒰᩞからは３職種に３学科㧡名の学生がᚢしま

した㧚ߥお「㔚ሶ回〝⚵┙て」職種に参加したධさんがᢓ㑵賞を受賞しました㧚

「旋盤」職種 「電子回路組立て」職種 「グラフィックデザイン」職種

生産技術科 電子技術科 産業デザイン科

೨ේ 㛁㓷 さん ධ  శᤊ さん 

㋈ᧁ ⠹ᐔ さん 

ጟᧄ ᧙᮸ さん 

Ⴆ↰ 美ᵹ㚅 さん 

ᣓ⋚とᩰ㑵中 ⺖㗴にขり⚵᭽ሶ おੑ人の作品

大会に出場した学生㧘大会には出場できߥかった学生ともに㧘「全国の若者と競いたい」という

㜞いᔒをもって㧘⺖後にᱷって✵習をして⥄Ꮖのࠬࠠルを㜞めた学生にとっては㧘事にもᄌ

え㔍い⾆㊀ߥ⚻㛎をⓍんߛこととᕁいます㧚

第５２回技能五輪全国大会

㧡２回大会はᐔ成２㧢年１１月２８ᣣ（㊄）～１２月１ᣣ（月）の４ᣣ間㧘ᗲ知⋵の名ฎደᏒ

中ዊ企業ᝄ⥝会㙚をࡔイン会場に１３会場で４１職種で競技が実ᣉされました㧚

㔚ሶ技術科のᎹ↰さん㧘ධさん㧘ጊᧄさんの３名が「㔚ሶ機ེ⚵┙て」職種にᚢしました㧚
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�����ฏ̎̒ ɹؒࣄߦ

月　　　　日 行  事  内  容 対 象

ų４உų４日ᲢᲣ 入学ࡸᲢૼ入生１Ჳ７名ųƏƪဏࣱ１５０名Ŵ４７ࣱڡ名Უ １年生

ų４உų４日ᲢᲣ ǪȪǨンȆȸǷȧン ２年生

ų４உų７日ᲢஉᲣ᳸１0日ᲢஙᲣ ǪȪǨンȆȸǷȧン １年生

ų５உ２Ჭ日Ტ൦Უ ᧸ᢤᩊጀ 学生・Ꮀ員

ų６உ１４日ᲢםᲣ ǹȝȸȄȕǧǹȆǣȐȫ 学生

ų７உų８日Ტ້Უ ఄᚡࣞ日 学生

ų７உ１６日Ტ൦Უ ᝋᲣᲢӋь者ų６２ʴᲣݣᎰ等ᛟ明˟Ტ̬ᜱ者ݼ ɟᑍ・᭗ఄ生・᭗ఄ生̬ᜱ者

ų７உ１７日ᲢஙᲣ᳸１８日ᲢᲣ 授業πᲢ１７日Ӌь者ų５ʴų１８日Ӌь者ų9ʴᲣ ɟᑍ・᭗ఄ生・᭗ఄ生̬ᜱ者

ų８உų４日ᲢஉᲣ᳸８உ２Ჳ日ᲢᲣ 業ųų˞業᧓ɶų˖業ܱ፼ᲢインǿȸンǷȃȗᲣ˞ܓٰ 学生

１１உų１日ᲢםᲣ ૨҄ᅛᲢӋь者ųኖ１,０００ʴᲣ 学生・ɟᑍ

１１உ１Ჭ日ᲢஙᲣ πѪਖ਼ᕟ入学選抜ᚾ᬴

１１உ２６日Ტ൦Უ ᧸ᢤᩊጀ 学生・Ꮀ員

１２உųᲳ日ᲢᲣ ᚮૺࡍͤ 学生

１２உ２Ჳ日ᲢஉᲣ᳸１உ５日ᲢஉᲣ Ϥܓ˞業 学生

ų１உų７日Ტ൦Უ ᎰǬイȀンǹݼ １年生

ų１உ１Ჳ日ᲢஉᲣ᳸２８日Ტ൦Უ 総合技Ꮱ፼・技Ꮱༀ௹ᚾ᬴・˖業ܱ፼ᲢインǿȸンǷȃȗᲣ 学生

ų１உ２Ჳ日ᲢஙᲣ ɟᑍ入学選抜ᚾ᬴

ų２உ１２日ᲢஙᲣ᳸２உ２Ჭ日ᲢஉᲣ ҡ業ᄂᆮ発表 ２年生

ųᲭஉ１７日Ტ້Უ ҡ業ࡸᲢҡ業生ų１５８名   Əƪဏࣱ１１８名Ŵ４０ࣱڡ名Უ ２年生

ųᲭஉ１８日Ტ൦Უ᳸４உᲭ日ᲢᲣ ବܓ˞業 生ఄנ

ųᲭஉ２０日ᲢᲣ ᡶኢ発表 １年生

˟Ꮀᛟ明ݼ

ų５உ２１日Ტ൦Უ・２２日ᲢஙᲣ 合ӷ˖業ᛟ明˟ᲢӋь˖業Ჴ１ᲭᲳᅈᲣ ２年生

１０உų８日Ტ൦Უ 合ӷ˖業᩿˟ᲢӋь˖業ᲴᲭ６ᅈᲣ ２年生

ų２உ２４日Ტ້Უ ˖業ʴʙਃ࢘者ᛟ明˟ᲢӋь˖業Ჴ１４７ᅈᲣ １年生

ųᲭஉ１１日Ტ൦Უ 情報交්˟ᲢӋь˖業Ჴ１４１ᅈᲣ １年生

π講ࡈ

ų６உ１７日Ტ້Უ ǰȃȉȒȥȸȞンȍȃȈȯȸǯ講ࡈᲢౕɦ ̮ų講ࠖŴټ ʁࣈų講ࠖᲣ学生・ɟᑍ

１２உ１０日Ტ൦Უ ǰȃȉȒȥȸȞンȍȃȈȯȸǯ講ࡈᲢ߃ޥ Ꮛپų講ࠖᲣ 学生・ɟᑍ

Ǫȸȗンǭȣンȑǹ

ų６உ２１日ᲢםᲣ ǪȸȗンǭȣンȑǹᲢᇹ１ׅ学ఄᛟ明˟ᲣᲢӋь者ų８６ʴᲣ ɟᑍ・᭗ఄ生・᭗ఄ生̬ᜱ者

ų７உ１８日ᲢᲣ ǪȸȗンǭȣンȑǹᲢᇹ２ׅ学ఄᛟ明˟ᲣᲢӋь者ų１ᲳʴᲣ ɟᑍ・᭗ఄ生・᭗ఄ生̬ᜱ者

ų８உų８日ᲢᲣ ǪȸȗンǭȣンȑǹᲢᇹᲭׅ学ఄᛟ明˟ᲣᲢӋь者ų８２ʴᲣ ɟᑍ・᭗ఄ生・᭗ఄ生̬ᜱ者

１０உ１１日ᲢםᲣ ǪȸȗンǭȣンȑǹᲢᇹ４ׅ学ఄᛟ明˟ᲣᲢӋь者ų５７ʴᲣ ɟᑍ・᭗ఄ生・᭗ఄ生̬ᜱ者

１２உ１Ჳ日ᲢᲣ ǪȸȗンǭȣンȑǹᲢᇹ５ׅ学ఄᛟ明˟ᲣᲢӋь者ųᲭ７ʴᲣ ɟᑍ・᭗ఄ生・᭗ఄ生̬ᜱ者

ų７உų５日ᲢםᲣ ǪȸȗンǭȣンȑǹᲢᇹ１ׅ１日ǨンǸȋǢǻȟȊȸᲣᲢӋь者ųᲭ４ʴᲣ ᭗ఄ生・᭗ఄ生̬ᜱ者

ų７உ２６日ᲢםᲣ ǪȸȗンǭȣンȑǹᲢᇹ２ׅ１日ǨンǸȋǢǻȟȊȸᲣᲢӋь者ų５７ʴᲣ ᭗ఄ生・᭗ఄ生̬ᜱ者

ų８உ２２日ᲢᲣ ǪȸȗンǭȣンȑǹᲢᇹᲭׅ１日ǨンǸȋǢǻȟȊȸᲣᲢӋь者ų５０ʴᲣ ᭗ఄ生・᭗ఄ生̬ᜱ者

5-15 平成２６年度　年　間　行　事
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 ５-16  企業在職者のための能力開発施設としての機能ػઃͱͯ͠ͷࢪ৬ऀͷͨΊͷྗ։ൃࡏ業ا�����

（１） 事業の概要 

ຊ校は、ઐ՝ఔのߴ度৬業܇࿅の実施ͱڞに、ຊݝの৬業ྗ開ൃをਪਐすΔத֩施設ͱして、৬業

ٕज़のߴ度ԽにରԠすΔا業ࡏ৬ऀのͨΊのྗ開ൃ、施設のར༻ԉॿࣄ業を実施して͍ます。 

（２）在職者等訓練事業の計画と実績 

ɹا業のࡏ৬ऀをରに、ϝχュʔܕ及びΦʔμʔܕのઐ期աఔのߴ度৬業܇࿅を実施して͍Δ。  

・ϝχュʔܕ・・・ʮεキϧΞοϓηϛφʔΨΠυ ���５ʯϗʔムϖʔδ等でใをػ、͍ߦց、੍

Ӧ・֊ผの � 日間ຢは � 日ܦ・ཧ、ใ、σβΠϯの֤分及び、ࢠి、ޚ

間のηϛφʔを実施して͍ます。 

・Φʔμʔا・・・ܕ業のํʑからの૬ஊにԠ͡て、डऀߨのཁにͦͬͨ༰のηϛφʔをاըし実

施して͍ます。 

（数字は延べ人数） 

職系・科名 平成 2７年度計画 
平成 26 年度 

計画 実績 

生産技術科   ���（ ���、 ��）   ���（ ���、 ��）   ���（���、  �） 

制御技術科   ���（ ���、 ��）   ���（ ���、 ��）  ��（ ��、  �） 

電子技術科   ���（ ���、 ��）   ���（ ���、 ��）  ��（ ��、  �） 

産業デザイン科   ���（ ���、 ��）   ���（ ���、 ��）   ���（���、 ��） 

情報技術科   ���（ ���、���）   ���（ ���、���）   ���（ ��、���） 

生産管理系   ���（ ���、  �）   ���（ ���、  �）   ���（���、  �） 

合 計 �����（�����、���） �����（�����、���） �����（���、���） 
 ※（）内の数字は、（メニュー型、オーダー型）の内数 

（３） 施設の利用援助事業 

๏にࣄ、͖ͮج業ओͳͲ͕͏ߦ৬業܇࿅・ٕݕ定等にରし、ͦの実にԠ͡てඞཁͳԉॿ等をͬߦて

͍ます。 
 ࿅校 ଞ３ஂମ܇ృٕݝ࿅にؔすΔԉॿ・・・ਆಸ܇業৬業ࣄ・

・ٕݕ定等にؔすΔԉॿ・・・・・（Ұࣾ）ਆಸݝϓラενοΫ業ձ ଞ 
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�����ਓࡐҭࢧԉηンλʔͰͷऔΓΈ

 

����� ੱ᧚育ᚑᡰេߩߢ࠲ࡦขߺ⚵ࠅ�

ᧄᩞは、ኾ㐷⺖程の㜞度職業⸠✵の実ᣉとਗんで、ᧄ⋵の職業能ജ開⊒をផㅴする中ᩭᣉ設としての機

能を実ᣉするため、ᐔ成 1� 年度に「かߥがࠊ人材⢒成ᡰេン࠲ー」をᣂたに設⟎し、᳞職者、職者、

企業╬をኻ⽎に、ᢎ⢒⸠✵⾗Ḯをする࿅╬のࡀッࡢ࠻ーク（かߥがࠊ人材⢒成ᡰេࡀッࡢ࠻ーク）の

දജのもと、᳃間と公共がㅪ៤して職業能ജ開⊒をផㅴしています。人材⢒成ᡰេン࠲ーは、ᐔ成 1� 年

� 月の⋵⮮ᴛ合同ᐡ⥢への⒖ォを⚻て、ᐔ成 2� 年４月からᧄᩞ「人材⢒成ᡰេ⺖」ౝで事業をዷ開してい

ます。 

（㧝） ᔨ࿑�

産業技術⍴ᦼ大ቇᩞੱ᧚⢒ᚑᡰេセンター ᔨ࿑

䃂共職業⢻ജ㐿⊒ᣉ⸳
䃂ቯ職業⢻ജ㐿⊒ᣉ⸳

䃂⋵・Ꮢ
䃂⢻ജ㐿⊒ផㅴ࿅

䃂大ቇ
䃂ኾୃ・ฦ⒳ቇᩞ

䃂䌎䌐䌏
（職業⢻ജ㐿⊒㑐ଥ）

䃂ੱ᧚ビジネス企業╬

䂓⢻ജ㐿⊒䉕᳞䉄䉎᳞職⠪・中ዊ企業䈮ኻ䈚䈩

共䈫᳃㑆䈏䈜䉎ᢎ⢒⸠✵䈮㑐䈜䉎ᖱႎ（ᣉ⸳䇮ᜰዉੱ᧚䇮䊉䉡䊊䉡╬）のឭଏ䉇⋧⺣╬䉕ⴕ䈉

䈖䈫䈮䉋䉍䇮ਥ⊛䈭⢻ജ㐿⊒䉕ᡰេ

⸳⟎ਥᣦ䋺共䈫᳃㑆䈫䈏ㅪ៤䈚䇮␠ળో䈪職業⢻ജ㐿⊒䉕ផㅴ䈜䉎䈢䉄の中ᩭ⊛機⢻䈫䈚䈩⸳⟎(H16)

中ዊ企業のੱ᧚⢒ᚑᡰេ

・䉥ーダーဳ職⠪⸠✵の
コー䊂ィネー䊃

・ᜰዉੱ᧚⚫╬

機⢻ 䋱

機⢻ 䋲

機⢻ 䋳

共職業⸠✵のታᣉ
・ᆔ⸤⸠✵のታᣉ

ળຬ᭴ᚑ

ᢎ⢒⸠✵䈮㑐䈜䉎ᖱႎឭଏ

・᳞職⠪䊘ータルサイ䊃のㆇ༡
・職業⸠✵⺑ળの㐿
・職業⸠✵⋧⺣のᡰេ

䈎䈭䈏䉒ੱ᧚⢒ᚑ
ᡰេネッ䊃ワーク

ᐙળ

職業⸠✵カリ䉨ュラム╬㐿⊒研ⓥળ

ޕផㅴࠍᬺ࠲ࡦ᧚育ᚑᡰេੱޔࠅࠃߦ↹ෳߩਛၷታോ⠪ߩ᳃㑆共ع
䂾ネッ䊃ワークのㅪ៤䈶లታᣇ╷䈮㑐䈚䈩ද⼏䈜䉎
䂾ᢎ⢒⸠✵⾗Ḯのᖱႎឭଏ䉇䇮職業⢻ജ㐿⊒䈮ଥ䉎⺞ᩏ䇮研ⓥ䇮㐿⊒䈮ଥ䉎業

のㆇ༡䈮㑐䈚䈩䇮ᡰេセンターの᳞䉄䈮ᔕ䈛䈩ഥ⸒䈜䉎䇯
䂾ネッ䊃ワーク䈻のળ䉕ᛚ䈜䉎䇯

ޕផㅴࠍ࠻ࠢࠚࠫࡠࡊߡߒ共หޔࠅࠃߦ↹ෳߩታോ⠪ߩ᳃㑆共ع

䂓⢻ജ㐿⊒ታᣉ機㑐䈮ኻ䈚䈩
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（２）平成２６年度事業実施状況 

                                

主な事業 平成２５年度 平成２６年度 

ア 公民連携プロジェクトの推進事業 

・ 公共･民間の共同による調査研究･開発の分科会開催 

・ 産業人材育成フォーラムの開催 

 

２テーマ１４回  

２回 ３１７名  

２テーマ ４回 

２回 ４４８名 

イ 公共職業訓練の実施 

・ 電話等による能力開発コースの紹介等 

・ 職業訓練(委託訓練)の紹介 

・ 専門学校等を活用した委託訓練の実施 

  

 ６８１件  

２,２６５件  

１１７ｺｰｽ 2,２９５名 

 

   ７４７件 

２,１６７件 

１１２ｺｰｽ ２,１８０名

ウ 中小企業の人材育成支援事業 

・ オーダー型在職者訓練のコーディネート  

・ 指導人材や教材提供等の相談や紹介 

  

１,０５９件  

 ５５件 

 

１０６６件 

６５件 

エ 教育訓練に関する情報提供事業 

・ かながわ人材育成支援ネットワーク会員 

・ かながわ人材育成推進企業ネットワークへの登録 

・ ホームページを利用した職業能力開発に係る情報等の登録・提供

・ ハローワークにおける職業訓練説明会の開催 

・ 能力開発スタッフバンクへの登録者 

 

２３０会員  

５１７企業 

１７５,６０５ページ  

４９回 ５２３名  

２１８人 

 

２３３会員 

５２６企業 

２０６,３９４ページ 

１１０回 １２３２名 

４９人 

オ 職業訓練の支援事業 

・ 職業訓練指導員研修の実施（主催集合研修） 

・ 職業訓練指導員研修の実施（他主催研修への参加） 

 

  ４ｺｰｽ １５４名 

１０４ｺｰｽ  ２７３名 

 ６ｺｰｽ ３２２名 

８９ｺｰｽ  ２５７名 

 
 

（３）主な平成２７年度事業計画 

平成２４年度～25年度に実施された神奈川県緊急財政対策において、人材育成支援センターの見直しが

検討され、平成２６年度に当センターの事業を前ページ概念図のとおり再構築した。 

ア 公民連携プロジェクトの推進事業 

・ 職業訓練カリキュラム等開発研究会 

かながわ人材育成推進企業ネットワーク等の民間企業や公共職業能力開発施設からのニーズにより、県

が行う職業訓練カリキュラムの開発等の調査研究を行う。今年度は２コース程度の職業訓練カリキュラム

の開発を行うとともに今後の開発研究方針を併せて検討する。また、平成25年度より、かながわ人材育成

支援ネットワークの活動の中で、女性管理職ワーキンググループを設置し女性のキャリアアップについて

研究してきた。その結果、平成26年度に県のスキルアップセミナーのカリキュラムとして活用できる内容

が報告されたため、女性管理職カリキュラム開発分科会を設置し、平成27年度のスキルアップセミナーと

して実施する。 

・ 産業人材育成フォーラム 

職業能力開発に関する意識啓蒙や教育訓練に関する情報を広く提供するため、企業関係者やかながわ人

材育成支援ネットワーク会員をはじめとして在職者、求職者等広く県民に情報提供するためにフォーラム

を年2回開催する。   

イ 公共職業訓練の実施（離職者等委託訓練事業） 

雇用情勢が引き続き厳しい状況の中で、職業能力の開発を必要とする求職者が急増していることから、

求職者が職業訓練を受講する機会の確保・拡大を図り、再就職を促進する目的で、職業能力の開発及び向

上について適切と認められた民間教育訓練機関等に委託して、国庫委託事業として職業訓練を実施する。 
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訓練コース 訓練期間 開講時期 コース数 定 員 

介護福祉士養成コース ２年間 4月 ２ ９７名

保育士養成コース ２年間 4月 ２ ４０名

就
職
促
進
コ
ー
ス 

ＩＴ関連コース 
３ヶ月 6、8、10、12、2月 ２５ ７４０名

６ヶ月 6、10月 ２ ６０名

知識等習得コース 
３ヶ月 6、8、10、12、2月 ５０ １,４８０名

６ヶ月 6、10月 ２ ６０名

求人セット型コース ３ヶ月 6、8、10、12月 ４ ２０名

母子家庭の母等特性コース １ヶ月 12、2月 ２ ４０名

定住外国人コース ３ヶ月 12月 １ １０名

実践的人材育成コース ６ヶ月 6月 １ ３０名

デュアルシステムコース 

(企業研修付き) 

座学 ３ヶ月＋ 

企業実習１ヶ月
6、8、10、12月 ７ ２００名

建設人材育成コース ３ヶ月 10、12月 ４ ６０名

合計 １０２ ２,８３７名

 

ウ 中小企業の人材育成支援事業 

・ オーダー型在職者訓練コーディネート 

計画的な職業訓練の実施が困難な中小企業等からの相談に応じて、訓練プログラムの作成支援や実施機

関、指導者の紹介などの調整を行う。在職者訓練コーディネータ４名が県内中小企業を訪問して事業を推

進する。 

 

エ 教育訓練に関する情報提供事業 

・ 求職ポータルサイトの創設、運営 

前年に引き続き民間・公共の教育訓練資源(講習会、施設、教材、カリキュラム等)情報を一元化してイ

ンターネット等で情報提供するとともに、人材育成支援センターのホームページに求職者が目的や段階に

応じて適職相談や就職対策講座、職業訓練相談などの情報を取得できるポータルサイトを運営する。 

・ 職業訓練説明会の開催 

求職者等へのキャリア支援のため、公共職業安定所等において職業訓練説明会を開催し、公共職業訓練

実施情報の提供及び職業訓練受講相談を行う。 

・ 職業訓練相談の支援 

従来人材育成支援センターで実施してきた求職者を対象とした各種相談業務の廃止に伴って、職業能力

開発に関する個別相談が県立総合職業技術校等におけるオープンキャンパス等での実施となった。 

このため、県立総合職業技術校等での職業能力開発相談を円滑に実施することを目的として、人材育成

支援センターの職員派遣や資料送付による職業能力開発相談の支援を行う。併せてかながわ若者就職支援

センターにおける職業能力開発相談についても職員派遣等の支援を行う。 

・ 能力開発スタッフバンク 

職業技術校等での職業能力開発における指導体制の強化のために登録された講師情報を職業技術校等へ

提供する。 
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オ 職業訓練の支援 

・ 職業訓練指導員研修 

技術の進展や産業構造の変化、労働者の高齢化に伴い、高度化・多様化する訓練ニーズに対応するため、

公共の職業訓練指導員の資質と技術の向上を目的として、職業訓練指導員研修を実施します。 

・ 職業訓練に係る教材等関係資料の管理、運営、提供  

人材育成支援センターで保有・保管する職業訓練教材・研究開発成果等職業能力開発関係資料を管理し、

関係各機関からの要請により、貸し出し・提供等運営を行う。 

・ 訓練単位の登録及び管理 

神奈川方式の訓練単位について、各総合職業技術校及び神奈川障害者職業能力開発校からの要請により、

登録・保管・提供を行う。（審査については暫定措置中） 
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��1 会のᴪ㕟 
 
ᒰද⼏会は、ᤘ㧡４年㧡月、「ᄹᎹ⋵┙技能⸠✵ン࠲ー職業⸠✵ផㅴද⼏

会」として設┙、以後、⋵ⴕ⚵❱のᄌᦝに合ࠊせᡷ⒓をⴕい現に⥋っています。 
 
 
ᄹᎹ⋵┙技能⸠✵ン࠲ー     ᮮᵿ㜞╬職業技術ᩞ         産業技術⍴ᦼ大学ᩞ 

職業⸠✵ផㅴද⼏会         職業能ജ開⊒ផㅴද⼏会       職業能ജ開⊒ផㅴද⼏会 

（ᤘ㧡４年㧡月１㧡ᣣ設┙）    （ᤘ㧢１年４月ᡷ⒓）       （ᐔ成㧣年４月ᡷ⒓） 

 

 

��2 会の目⊛ 
このද⼏会は、⋵┙産業技術⍴ᦼ大学ᩞが実ᣉする職業能ജの開⊒、向上╬につ

いて、広くද⼏し⋵ౝ産業のᝄ⥝にነਈするため、␠会情にහした職業能ജ開⊒

のṖߥ実ᣉとផㅴに⾗することを目⊛としています。 
 

��3 入会の․ౖ 
٨ ᒰᩞのዞ職⁁ᴫやࠞリࠠࡘラߤߥࡓについて職ຬとのᗧ見឵ができます。 
٨ 年間⚂㧣㧜⻠ᐳの␠ຬᢎ⢒向け࠽ࡒー（料）情報が得られます。 
٨ 企業会ຬ⋧のᵹや人材⢒成向上のために企業見学、⻠演をⴕいます。（ή料） 
٨ 人材⢒成ᡰេン࠲ーから人材⢒成㑐ㅪ情報を得られます。 
٨ ᓥ業ຬ研ୃや人材⢒成、技術開⊒についての⋧⺣が受けられます。 
 

��4 事業ౝኈ 
⍴大ᩞ活േᡰេ事業   産業人材⢒成事業     企業間⇣業種ᵹ事業 
٨ዞ職活േᡰេ     ٨ᣉ設見学会       ٨⻠演会 
٨⍴大ᩞᢎ⢒活േᡰេ  ٨会ຬ企業ఝ⦟ᓥ業ຬ表ᓆ ٨企業間⇣業種ᵹ 
٨公開⻠ᐳ        
 

 

����ձͷԊֵ

����ձͷత

����ೖձͷಛయ

業༰ࣄ����
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月 ᪥ ᭙᪥        業       名

㻠 㻠 㔠 短大校ධ学ᘧ（Ᏻ藤㛗）

➨䠍回⌮ （ฟᖍ22名中䠖⌮ 1㻡名、┘ 1名）

㏻常総䚷（ฟᖍ䠖ဨ 3㻤名、ጤ任≧ 111ဨ）

ဨ業ඃⰋᚑ業ဨ⾲ᙲ（㻣♫㻣名） (ฟᖍ者䚷㻢名䚷Ḟᖍ䐣㻕
䚷䐟共同䜹イテック(ᰴ㻕 䐠国㝿㏻ಙ⏬(ᰴ㻕 䐡光発ᲄ(ᰴ㻕 䐢 (ᰴ㻕ジ䜵イ䜶スピー
  䐣ㄔ和䜶ンジニ䜰䝸ン䜾(ᰴ㻕䚷䐤(ᰴ㻕䝍䝅䝻イー䜶ル䚷䐥(ᰴ㻕䝸䜺ルジ䝵イント

講演
䚷演㢟䠖䛂で䛝る♫ဨと⤌⧊の⫱て方䛃
  講師䠖ᯇᮏὒẶ（䜶ーピー䜰イコン䝃ル䝍ンツ(ᰴ㻕 ௦⾲取⥾ᙺ♫㛗）
䚷ཷ講者䠖合計 㻢㻥名䚷（ဨ㢳ၥཧ 㻠㻤名、ົᒁ 1㻜名、短大⫋ဨ 11名）

➨䠍回␗業✀ὶ䚷（ཧ加者㻠㻡名㻩ဨ㢳ၥཧ2㻥名㻗⾲ᙲ者1名㻗講師1名㻗ົᒁ㻥名㻗短大校⫋ဨ
㻡名）

21䡚22 Ỉ䡚木 合同業ㄝ᫂（ཧ加⏦㎸䜏䠖ဨ㻢1♫/య1㻡1♫）（ཧ加䠖ဨ㻡㻣♫/య13㻥♫）

㻢 1㻣 Ỉ

䜾ッド䝠䝳ーマン䝛ット䝽ーク講ᗙ（人材⫱成フォーラム同開ദ）
䚷演㢟䠖䛂᭱先➃䝻ボット開発の⌧≧とᑗ᮶ീ䛃䚷䚷䚷講師䠖᳃ୗ䚷ಙ䚷Ặ（横浜国立大学教授）
䚷演㢟䠖䛂ᾘ㜵活ືにおける䝻ボット技術の活用䛃䚷䚷講師䠖ኳ野䚷久ᚨ䚷Ặ（ᾘ㜵ᗇᾘ㜵研究䝉ン䝍ー）
䚷ཷ講者䠖 1㻥㻠名（ဨ䠐名䚷一⯡ 1䠔名、短大校2年生 1㻠㻥名、短大⫋ဨ 23名㻕

㻥 Ỉ
設ぢ学  ୕⳻㔜工業(ᰴ㻕相ᶍ原ᆅ༊
䚷䚷（ཧ加者2㻢名 䠖ဨ13♫ 1㻤名䠇ົᒁ 㻤名）

2㻡 㔠 䛂䜰ニ䝳䜰ル䝺䝫ート2㻜1㻠䛃の発行䚷（㻣㻜㻜㒊）

3㻜 Ỉ ⚄ዉ川┴⫋業能ຊ開発᥎㐍ᅋయ情報（短大開ദ）

㻠䡚2㻥 月䡚㔠 業実習（イン䝍ーン䝅ップ）ཷけධ䜜期間䚷（ဨ21♫㻘学生㻡2人/య3㻠♫㻘学生㻥㻜人）

3㻜 ᅵ
➨㻥回䛛な䛜䜟䜶コ䜹ー➇技大後（᪥産⮬ື㌴(ᰴ㻕㏣浜工ሙ 㻳㻾A㻺㻰㻾㻵㼂E）
䚷ཧ加䠖1㻣ᅋయ䚷2㻜ྎ、䚷短大チーム㻠、  ᮶ሙ者㻦 㻠㻜㻜名

➨２回⌮䚷（ฟᖍ22名中䠖⌮1㻡名、┘1名）

短大校㐠Ⴀ≧ἣ報告

講演
䚷演㢟䠖䚷䛂ཷὀရ製㐀業䛜䜾䝻ー䝞ル➇தで䛱ṧるためのኚ㠉ฎ方⟢䛃
䚷講師䠖䚷୕⳻㔜工業(ᰴ㻕䚷≉ู㢳ၥ䚷㟷木⣲┤ Ặ
  ཷ講者䠖合計㻢㻢名䚷（ဨ3㻠名、ဨእ1名、ົᒁ㻢名、短大⫋ဨ2㻡名）

➨２回␗業✀ὶ䚷（ཧ加者3㻥名䠙ဨ2㻣名㻗ဨእ1名䠇講師1名㻗短大校⫋ဨ1㻜名）

1㻜 㻤 Ỉ 合同業㠃᥋（短大校ദ）、ᑐ㇟の学科䠖ไᚚ㻘電子㻘産䝕㻘情報䚷（ဨ1㻤♫/య3㻢♫）

11 1 ᅵ 短大校ᩥ⚍ （ཧ加者 1㻘㻜㻜㻠名㻩 一⯡ 㻡㻤㻤人䠇学生 3㻢㻜人䠇⫋ဨ➼ 㻡㻢人）

設ぢ学䛂A㻺A機య工ሙぢ学䛃
䚷䚷（ཧ加者33名 䠙 ဨ2㻤名 㻗  㢳ၥ1名 㻗 ཧ2名 㻗  ົᒁ2名）

➨３回␗業✀ὶ䚷（ཧ加者2㻢名 䠙 ဨ21名 㻗  㢳ၥ1名 㻗 ཧ2名 㻗  ົᒁ2名）

1㻜 Ỉ

䜾ッド䝠䝳ーマン䝛ット䝽ーク講ᗙ
䚷演㢟䠖 䛂㼃㼑bື⏬を活用したコミ䝳ニ䜿ー䝅䝵ンᡓ␎䛃
䚷講師䠖 ᳃Ọ製Ⳬ(ᰴ㻕コー䝫䝺ートコミ䝳ニ䜿ー䝅䝵ン㒊䝕ジ䝍ルコミ䝳ニ䜿ー䝅䝵ンᢸ当䚷ᒾᓮ⫱ኵẶ
䚷ཷ講者䠖䚷21㻜名（1年生1㻥㻜名㻗ဨ2名㻗⫋ဨ1㻤名㻕

1 1㻥䡚2㻤 月䡚Ỉ 業実習（イン䝍ーン䝅ップ）ཷけධ䜜期間 （ဨ2㻠♫㻡㻠人/య㻠㻜♫㻤㻡人）

㻠䡚㻢 Ỉ䡚㔠 テクニ䜹ル䝅䝵䜴䝶コハマ２䠌䠍䠑ฟᒎ 䚷3᪥間ධሙ者ᩘ 2㻣㻘㻜1㻡人、ฟᒎ者ᩘ 㻡㻤㻜♫・ᅋయ

㻡 木 ➨３回⌮䚷（ฟᖍ者1㻠名中䠖 ⌮12名、┘2名ฟᖍ）䚷ሙ䠖国ᶫ㆟䝉ン䝍ー

11 Ỉ
⫋業能ຊ開発情報ὶ(合同業ㄝ᫂㻕
 （⏦㎸䜏䠖1㻠3♫、ཧ加䠖1㻠1♫）

1㻣 ⅆ 䛂᥎㐍༠䛰よ䜚䚷➨㻠ྕ䛃の発行䚷（1㻜㻜㻜㒊）

短大校卒業ᘧ（㛗、✄ሙ㛗）
䚷（㛗㈹⾲ᙲ 㻡名、⮬活ືຌປ㈹ 㻣名、卒業ไ作・研究ඃ⚽㈹⾲ᙲ 㻡名）

産業技術短期大学校⫋業能ຊ開発᥎㐍༠㆟ᑂᰝ（ဨ業ඃⰋᚑ業ဨ⾲ᙲ1㻜名）

㻤

㻥 1㻜

2

3

1㻣

㻢㻙㻡 平成２６年度䚷業実報告

㻡
1㻢 㔠

㻣

ⅆ

Ỉ

12

3 Ỉ

����ฏ��ࣄ業࣮ࢪใࠂ
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�㵥�㩷 ᐔ成2�年度事業報๔ 
 

䋱㩷 業ታ❣ 
（䋱） 産業ੱ᧚⢒ᚑ業 

ળຬડ業ఝ⦟ᓥ業ຬᓆ䉇⍴ᄢᩞ䈱ᢎ⢒ౝኈ䉕ႎ๔䈜䉎「⍴ᄢᩞㆇ༡⁁ᴫႎ๔」╬䉕ታᣉ䈚䉁䈚

䈢䇯 

㽲 「ળຬડ業ఝ⦟ᓥ業ຬᓆ䈱ታᣉ」㩷 䋨㪌㪆㪈㪍䋩㩷 䋨㪎ળຬ㪎ฬ䋩㩷

㩷 㩷 㩷 㩷 㩷 㩷 㩷 㩷 㩷 䊶ห䉦イ䊁ックᩣᑼળ␠㩷 㩷 㩷 㩷 㩷 㩷 㩷 㩷 㩷 㩷 㩷 ᅏᎹ㩷 ㆐㩷 ᭽㩷

䊶࿖㓙ㅢାડ↹ᩣᑼળ␠㩷 㩷 㩷 㩷 㩷 㩷 㩷 㩷 㩷 㩷 㩷 ㋈↰㩷 㓶৻㩷 ᭽㩷

䊶శ⊒ᩣᑼળ␠㩷 㩷 㩷 㩷 㩷 㩷 㩷 ጊᧄ㩷 㩷 ⽕㩷 㩷 ᭽㩷

䊶ᩣᑼળ␠䉳䉢イ䉣䉴䊏䊷㩷 㩷 㩷 㩷 㩷 㩷 㩷 㩷 㩷 㩷 㩷 ᐈ㩷 㩷 㩷 㩷᭽㩷

䊶⺈䉣ン䉳䊆䉝䊥ングᩣᑼળ␠㩷 㩷 㩷 㩷 㩷 㩷 㩷 㩷㥱⮮㩷 ఝ子㩷 ᭽㩷

䊶ᩣᑼળ␠䉺䉲䊨イ䊷䉣䊦㩷 㩷 㩷 㩷 㩷 㩷 㩷 㩷ፉ↰㩷 㩷 ᭽㩷

䊶ᩣᑼળ␠䊥䉧䊦䉳䊢イン䊃㩷 㩷 㩷 㩷 㩷 㩷 㩷 㩷 㩷 㩷 㩷 ᧻ਅ㩷 ⊓㩷 ᭽㩷

㽳 「วหડ業⺑ળ」㩷 䋨㪌㪆㪉㪈䌾㪉㪉䋩㩷 㪌㪎␠㪆ో㪈㪊㪐␠㩷

㽴 「ᣉ⸳ቇળ」㩷 㩷 ਃ⪉㊀Ꮏ業䋨ᩣ䋩⋧ᮨේ㩷 䋨���䋩㩷 ෳട⠪ 2�ฬ㩷 㩷 㩷 㩷  

㽵 「⍴ᄢᩞㆇ༡⁁ᴫႎ๔」㩷 䋨㪐㪆㪈㪇䋩㩷 㩷 ෳട⠪㪍㪍ฬ㩷

䊶組❱䇮ቇ科ੱ᧚⢒ᚑ䈱⁓䈇䇮ዞ職⁁ᴫ䈫ኻ╷䇮ၞ䊶ડ業䈫䈱䉮ラ䊗䊧䊷䉲䊢ン㩷 ╬㩷

㩷 㩷 㩷 䇼⻠Ꮷ䇽㩷 産業技術⍴ᦼᄢቇ 㩷ᩞ ᩞ㐳㩷 ⩆↰㩷 ᶈม㩷 㩷 㩷  

㽶 「ᣉ⸳ቇળ」 䌁䌎䌁ᯏᢛᎿ႐䋨12��䋩㩷 ෳട⠪ ��ฬ 

 

（䋲） ⍴大ᩞᵴ動ᡰេ業 
⍴ᄢᩞ生䈱ዞ職ᵴേ䉇⍴ᄢᩞ䈱ᢎ⢒⸠✵ᵴേ䉕ᡰេ䈚䉁䈚䈢䇯 

㽲 「╙ 22回グッ䊄䊍䊠䊷䊙ン䊈ッ䊃䊪䊷ク⻠ᐳ䋨ੱ᧚⢒ᚑ䍪䍉䍎䍵䍯หᤨ㐿䋩」
��1�䋩ෳട⠪ 1��ฬ㩷

䊶「ᦨవ┵䊨䊗ッ䊃㐿⊒䈱⁁䈫᧪」㩷  

䇼⻠Ꮷ䇽㩷 ਅ㩷 ା㩷 ᳁
ᮮᵿ࿖立ᄢቇᢎ� 

䇼ⷐ䇽㩷 ⇇䈪㐿⊒䈘䉏て䈇䉎䊨䊗ッ䊃䈱⚫䈫䈠䈱น⢻ᕈ䈮䈧䈇て⻠Ṷ䇯 

䊶「ᶖ㒐ᵴേ䈮䈍䈔䉎䊨䊗ッ䊃技術䈱ᵴ↪」 

䇼⻠Ꮷ䇽㩷 ᄤ㊁ਭᓼ㩷 ᳁
ᶖ㒐ᐡᶖ㒐⎇ⓥ䉶ン䉺䊷㩷 ․Ꮸ⎇ⓥቭ� 

䇼ⷐ䇽ᶖ㒐⎇ⓥ䉶ン䉺䊷䈱⚫䈫䈠䈱ᵴേ䈮䈧䈇て⻠Ṷ䇯 

㽳 「╙ 2�回グッ䊄䊍䊠䊷䊙ン䊈ッ䊃䊪䊷ク⻠ᐳ」䋨12�10䋩㩷 ෳട⠪ 210ฬ㩷

㩷  䊶「䌗䌥䌢േ↹䉕ᵴ↪䈚䈢䉮䊚䊠䊆䉬䊷䉲䊢ンᚢ⇛」 

䇼⻠Ꮷ䇽㩷 ጤፒ⢒ᄦ㩷 ᳁
᳗⩻䊺䉮䊷䊘䊧䊷䊃䉮䊚䊠䊆䉬䊷䉲䊢ンㇱデ䉳䉺䊦䉮䊚䊠䊆䉬䊷䉲䊢ンᜂᒰ� 

䇼ⷐ䇽᳗⩻䈮䈍䈔䉎䇮䌗䌥䌢േ↹䉕ᵴ↪䈚䈢ᣇะ䈱ᐢ๔䊶ትવᵴേ䈧䈇て⻠Ṷ䇯 

㽴 ⍴ᄢᩞ生ᢎ⢒ᵴേᡰេ 

䊶╙䋹回䈎䈭䈏䉒䉣䉮䉦䊷┹技ᄢળ䈻䈱ᓟេ㩷 䋨㪏㪆㪊㪇䋩㪈㪎䉼䊷䊛႐䇮᧪႐⠪㪋㪇㪇ฬ㩷

⚿ᨐ㪑㩷 ⍴ᄢᩞ䉋䉍䋱䉼䊷䊛႐㩷 䋨䋴䋩㩷

䊶㪟㫆㫅㪻㪸䉣䉮䊙イ䊧ッ䉳䉼䊞䊧ン䉳㪉㪇㪈㪋㩷 䋨㪐㪆㪉㪎㪃㪉㪏䋩㩷 㩷 㩷

⚿ᨐ㪑㩷 ⍴ᄢᩞ䉋䉍 㪉䉼䊷䊛႐㩷 䋨㪈㪎䇮㪉㪈䋩㩷

䊶㪜㪫 䊨䊗䉮ン 㪉㪇㪈㪋ධ㑐᧲ᄢળ႐㩷䋨㪐㪆㪈㪊㪃㪈㪋䋩㩷

⚿ᨐ㪑㩷 ⍴ᄢᩞ䉋䉍 㪈䉼䊷䊛㪋ฬ႐㩷 䋨㪎䋩㩷

䊶ో࿖ㅧ業䉮䊙ᄢᚢ䌇䋳႐ᚲ䌩䌮産業‛ᵹዷ㪉㪇㪈㪋䋨㪈㪈㪆㪈㪐䋩㩷

⚿ᨐ㪑㩷 ⍴ᄢᩞ䉋䉍 㪈䉼䊷䊛㪈ฬ႐㩷 䋨㪈回ᚢᢌㅌ䋩㩷

䊶ᢥൻ⑂㩿ၞ技⢻ዷ㪀䈻䈱ද⾥䇮ផㅴද⼏ળ䉮䊷䊅䊷䈱ዷ㩷 䋨㪈㪈㪆㪈䋩㩷 㩷 ᧪႐⠪ᢙ㪈㪃㪇㪇㪋ฬ㩷

䊶ఝ⑲ᗵᗐᢥ䋨㪈㪇ฬ䋩䇮ఝ⑲ోᮡ⺆╬ᓆ⾨ഥ䋨㪈㪇ฬ䋩㩷

䊶ળ㐳⾨ᓆ㩷䋨㪌㩷ฬ䋩㩷 䇮⥄ᴦળᵴേഞഭ⾨䋨㪎ฬ䋩㩷

䊶ත業䊶⎇ⓥఝ⑲⾨ᓆ㩷 㩷 䋨㪌㩷ฬ䋩㩷 㩷

㽵 䉝䊆䊠䉝䊦䊧䊘䊷䊃 㪉㪇㪈㪋㩿⍴ᄢᩞ䊶ផㅴද業ႎ๔㪀䈱ᚑ䊶㈩Ꮣ㩷 䋨㪎㪀㩷

㽶 䊁ク䊆䉦䊦䉲䊢䉡䊣䉮䊊䊙㪉㪇㪈㪌䈻䈱ዷ㩷 䋨㪉㪆㪌䌾㪎䋩㩷႐⠪ᢙ㩷 㪉㪎㪃㪇㪈㪌㩷 㩷ੱ

㽷 職業⢻ജ㐿⊒ᖱႎᵹળ㩷 䋨㪊㪆㪈㪈䋩㩷 㪈㪋㪈㩷␠㩿↳ㄟ䉂㪈㪋㪊␠㪀 

����ฏ��ࣄ業ใࠂ



ANNUAL REPORT 2015

78

⑦ 短大校の企業実習の受入協力 

   企業数： 8 月期 （21社/全 34 社）、1 月期 （24社/全 40 社）  

⑧ 入学式（会長・副会長）・卒業式（会長・副会長）へ来賓として出席 

 

（３） 企業間異業種交流事業 
人材育成における会員相互及び、会員以外等も含めた情報交流の推進を目的に実施しました。 

① 異業種交流会  全 3 回 計 109 名参加 

参加会員の事業概要並びに企業情報等について交流 

第 1 回（5/16）44 名、  第 2 回（9/10）39 名、  第 3 回（12/3）26 名 

② 講演会 

・ 「できる社員と組織の育て方」   （5/16 総会時）  参加者 69 名 

【講師】松本 洋 氏（エーピーアイコンサルタンツ株式会社 代表取締役社長） 

【概要】国際業務や企業経営、企業再生についての豊富な経験を基づき、会社の業績を伸

ばすための社員と組織の育て方について講演。 

・ 「受注品製造業がグローバル競争で勝ち残るための変革処方箋」 （9/10 短大校運営状況報

告時） 参加者 66 名 

【講師】青木素直 氏（三菱重工業株式会社 特別顧問） 

【概要】ものづくりや技術経営のイノべーションに全社的プロジェクトﾘｰﾀﾞｰとして取り組んだ経

験から、技術経営のパラダイムチェンジ、ビジネスモデル・プロセスの変革について講

演。 

 

（４） その他 

① 推進協議会だより（第３号）の発行 （3 月） 

② 第２回神奈川県職業能力開発推進団体情報交換会の開催（7/30 安藤会長、稲場、野中、秋本

副会長出席) 

 

２ 協議会運営 
（１） 諸会議 

会運営のための諸会議を開催しました。 

① 通常総会 5/16 （38 会員出席、委任状 111 会員） 

② 理事会 

第１回理事会 5/16 （22 名中 理事 15名出席、監事 1 名出席） 

第２回理事会 9/10 （22 名中 理事 15名出席、監事 1 名出席） 

第３回理事会 2/5 （22 名中 理事 12名出席、監事 2 名出席） 

（２） 運営整備等強化 

      ① 推進協議会広報コーナーの整備 （１１月） 

    新たに 3 会員（アークシステム株式会社、五光発條株式会社、ヨコキ株式会社）の製品を展示 

 
３ 会員の動向 

平成 26 年度 （平成 26 年 4 月  1 日現在） 244 会員 

（平成 27 年 3 月 31 日現在） 272 会員 

【新規会員】  40 社  
・(株)アイキャル  ・アイビスジャパン(株) ・(株)アトラス ・(株)アンベエスエムティ 

・五十鈴中央(株)大和サービスセンター  ・(株)ＶＩＰワークス  ・永進テクノ(株) ・ＳＢＩジャパンネクスト証券(株) 

・(株)エニー ・(株)エルテック  ・河西工業(株)   ・(株)京南  ・クリエート・デザイン(株) ・(株)ケイ・エス・アイ 

・(株)古賀電子 ・(株)ＪＦＥ設計 ・ジャパニアス(株)  ・新菱工業(株)  ・第一設備工業(株)  ・(株)大協製作所  

・タカ電子工業(株) ・東京動力(株) ・東西(株) ・東富士電機(株)相模原営業所 ・(株)豊橋設計  

・西尾レントオール(株)  ・(株)日豊エンジニアリング  ・(株)パパス   ・(株)日の出製作所  ・扶桑精工(株) 

・プラス電子(株) ・(株)松尾工業所  ・三益工業(株) ・ムラテックＣＣＳ(株) ・守谷輸送機工業(株)  

・(株)山川機械製作所  ・（株）ユニテック  ・(株)横浜電算  ・(株)ワイテック  ・(株)和興計測 

  （以上、五十音順） 

（５） 【退会会員】  12 社  
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���  ⻠演会  
通Ᏹ総会、産業人材⢒成事業において、企業やさまߑまߥಽ㊁で活べされた方を⻠Ꮷとしてお

きし、業⇇でのᦨᣂ事情やߘの㛎ߤߥをおいたߛき、ㆇ༡に㓙してのᡰេをⴕっておりま

す。 

ᐔ成２㧢年度実ᣉ⁁ᴫ 

⻠  Ꮷ   ᧻ᧄ㩷 ᵗ㩷 ᳁ 䋨䉣䊷䊏䊷䉝イ 䉮ン䉰䊦䉺ン䉿ᩣᑼળ␠㩷 ઍข✦ᓎ␠㐳䋩 

䊁䊷䊙  㩷 「䈪䈐䉎␠ຬ䈫組❱䈱⢒てᣇ」 

࿖㓙業ോ䉇ડ業⚻༡䇮ડ業ౣ生䈮䈧䈇て䈱⼾ን䈭⚻㛎䈮ၮ䈨䈐䇮ળ␠䈱業❣䉕િ䈳䈜䈢

䉄䈱␠ຬ䈫組❱䈱⢒てᣇ䈮䈧䈇て⻠Ṷ䇯 

⻠  Ꮷ   㕍ᧁ㩷 ⚛⋥ ᳁ 䋨ਃ⪉㊀Ꮏ業ᩣᑼળ␠㩷 ․㘈䋩 

䊁䊷䊙   「ฃᵈຠㅧ業䈏グ䊨䊷䊋䊦┹䈪ൎ䈤ᱷ䉎䈢䉄䈱ᄌ㕟ಣᣇ▐」 

䉅䈱䈨䈒䉍䉇技術⚻༡䈱イ䊉䊔䊷䉲䊢ン䈮ో␠⊛䈮䊒䊨䉳䉢ク䊃䊥䊷䉻䊷䈫䈚てข䉍組䉖䈣⚻

㛎䈎䉌䇮技術⚻༡䈱䊌ラ䉻イ䊛䉼䉢ン䉳䇮䊎䉳䊈䉴䊝デ䊦䊶䊒䊨䉶䉴䈱ᄌ㕟䈮䈧䈇て⻠Ṷ䇯 

（ㆊの実ᣉ⁁ᴫ）

ᐔ成２㧡年度 

・ጊญ ⠹ม ᳁ （㒢会␠ࠝー࠲ࡆルࠛンࠫࠕ࠾リング ข✦ᓎ␠㐳）「ቝቮ技術をࡌーࠬとした産学ㅪ៤もの

づくり」～᳖上ᦨㅦリࡘーࠫࡘの開⊒ઁ～ 

・ 㓉ඳ ᳁ （㑐学㒮大学学㐳（ర㚢࠼イツ大使））「これからのᣣᧄのㅴ〝とグࡠーࡃル人材」 

ᐔ成２４年度  

・㤥Ꮉ 㜞 ᳁（ర᧲⦼⎣ሶࢃ ␠㐳）「ࠟラࠬとともに㧡８年」 

・᧻下 ାᱞ ᳁（ࢃࡓ࠱ ઍ表ข✦ᓎ␠㐳）「成ᨐをߍる人材をߤのように⢒成すれ߫よいか」 

ᐔ成２３年度 

・㜞ᯅ ㅘ᳁（ࡘ࠾ࢃーࡖ࠴ーࡀッࡢ࠻ークࠬ ઍ表ข✦ᓎ・上ᥓ大学⚻ᷣ学部 㕖Ᏹൕ⻠Ꮷ）「ᣣᧄᓳ⥝のේὐ・

 「ー♖ࡖ࠴ンࡌ

・大ᴧ ḩ᳁（ࢃテルモ 㘈） 「企業におけるⅣႺ㗴」 

・ᧁ下 ⨃᳁（ࠕイࡔックࠬ․⸵事ോᚲ ᚲ㐳） 「中ዊ企業の知⽷ᚢ⇛」 

・㋈ᧁ ৻⟵᳁（⁛┙ⴕ法人国┙科学ඳ物㙚 理工学研究部 グループ㐳）「ものづくり」から「㧹㧻㧺㧻Ｄ㨆㨁

㧷㨁㧾㧵」へ 

ᐔ成２２年度 

・Ḵญ ື ᳁（᧲੩工業大学⚻༡工学 大学㒮㕖Ᏹൕ⻠Ꮷ）「ᣂⷙ事業ഃ出 ⇇初のࡁー࠻ 

P% D[PC $QQM�㩔㩩㨺㩉㩏㩣㩦㨺㩖㩩㩥 47P1  ～ ࠻インࡐの開⊒」～ 物つくり、人つくり、⚵❱つくりのߤߥ

・㈬ ቁኼ ᳁（ࢃᣣ┙産機シࠬテࡓ ਥછ技Ꮷ）「ࠬࡑー࠻グリッ࠼のേ向と␠会・産業ࠛࡀルࠡー࠰リࡘーシ

ョンのご⚫」～⋭ࠛࡀルࠡーとᣂࠛࡀルࠡーの用でのᧂ᧪を考えよう～ 

・若ጊ ᔘ᳁（ర᧲⦼ラࡒックࠬࢃ ઍ表ข✦ᓎኾോ）「༡業人材の⢒成」～ ᣣᧄ⊛༡業はᶏ外で通用するか㧫 ～ 

ᐔ成２１年度 

・ጊፒ ⦟次᳁（㧺Ｐ㧻法人サࡐー࠻シࠬテࡓ 理事㐳）「目標達成とⅣႺ」 

～ࠝリンࡇックㆬᚻのᜰዉ者が「目標達成のࡐイン࠻」と「ⅣႺ（࠴ーࡢࡓーク）が人を⢒てる」～ 

ʣگঢ়ࢪͷ࣮ڈԋձʢաߨ����
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����産業ٕज़ظେֶߍ৬業ྗ։ൃਪਐٞڠձձһҰཡ
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No. 企業名 所在地 業種
1
�
�
�
�
�
7
�
�
1�
11
1�
1�
1�
1�
1�
17
1�
1�
��
�1
��
��
��
��
��
�7
��
��
��
�1
��
��
��
��
��
�7
��
��
��
�1
��
��
��
��
��
�7
��
��
��
�1
��
��
��

ձࣾΞΠΩϟϧࣜג
ΞʔΫγεςϜࣜגձࣾ
ձࣾΞʔτΣΞࣜג
ձࣾࣜג ɾ̧̖ ɾ̨
ձࣾΞʔϧγʔΤεࣜג
ձࣾΞΠɾδʔɾεΫΣΞࣜג
ձࣾΞΠɾϐʔɾΤϧࣜג
ΞΠϏεδϟύϯࣜגձࣾ
ॴ࡞ݪձࣾࣜג
ձࣾΞΫςΟϒࣜג
ேΦϑηοτҹࣜגձࣾ
༗ݶձࣾΞυλοΫ
ձࣾΞτϥεࣜג
ΞτϥείϓίࣜגձࣾΤεγʔΤʔσΟϏδϣϯ
ձࣾΞόʔϧσʔλࣜג
ձࣾΞϧωοπࣜג
ΞϧόοΫςΫϊࣜגձࣾ
ΞϯυʔϧγεςϜαϙʔτࣜגձࣾ
ձࣾΞϯϑΣΠΫࣜג
ձࣾΞϯϕΤεΤϜςΟࣜג
ॴ࡞ձࣾ൧ౡࣜג
Πʔελϯిࣜגۀձࣾ
ਫ਼ࣜגձࣾ
ձࣾɹେαʔϏεηϯλʔࣜגதԝླेޒ
Ҫ্߯ࣜגࡐձࣾ
ձࣾΠϯϑΟςοΫࣜג
ձࣾΟζμϜࣜג
ձ̫̞ࣾࣜג ϫ̥ʔΫε
ձࣾࣜג ɾ̧̖ ɾ̥
Ӭࣜגۀػిڵձࣾ૬ۀࣄॴ
ӬਐςΫϊࣜגձࣾ
༗ݶձࣾΤʔε
ΤʔςοΫࣜגձࣾ
ձࣾΤεΦʔέʔࣜג
ձࣾΤεγʔɾϚγʔφϦࣜג
4#*δϟύϯωΫετূ ձࣾࣜג݊
ձࣾΤλʔφϧαΠΤϯεࣜג
"5ςΫϚοΫࣜגձࣾ
ձࣾΤχʔࣜג
ձࣾΤψɾΤεɾϐΠࣜג
̣̘̚ ϑΝγϦςΟʔζࣜגձࣾ
̨̣ ̠ϚΠΫϩϓϨγδϣϯࣜגձࣾ
ձࣾΤϑωοτࣜג
ձࣾΤϜɾΠʔࣜג
ձࣾΤϧςοΫࣜג
ݚձࣾΦʔɾΠʔɾΤϜٕࣜג
େࣜגػిߐձࣾ
ձࣾେҹࣜג
େྛࣜגۀ࢈ձࣾ
ػձࣾେਫ਼ࣜג
େిࣜגۀػձࣾ
ձࣾΦΦϠϚϑʔζϚγφϦʔࣜג
Φαػցࣜגձࣾ
Տࣜגۀձࣾ

ԣࢢਆಸ۠
ԣࢢ۠
ࢢח
ԣۚࢢ۠
ԣࢢ۠
ԣࢢ۠
ްࢢ
౦ژ๛ౡ۠
ࢢؒ࠲
ԣࢢ୩۠
ԣࢢ۠ݟ
େࢢ
૬ࢢݪதԝ۠
ԣࢢ۠
౦ژொాࢢ
ԣࢢத۠
ࢢϲ࡚כ
౦ژ۠
૬ࢢݪೆ۠
ԣࢢ۠
ԣࢢ۠ݟ
ԣࢢஜ۠
ԣਢլࢢ
େࢢ
ԣࢢ۠ݟ
౦ژཱࢢ
౦ژ۠
౦ژ۠ߓ
ਇࢢ
ࢢؒ࠲
૬ࢢݪ۠
େࢢ
ްࢢ
࡚ࢢ࡚۠
ԣࢢ୩۠
౦ژ۠ߓ
࡚ࢢத۠ݪ
ฏ௩ࢢ
ԣࢢ۠
ԣࢢೆ۠
౦ژ۠ߓ
౻ࢢ
ԣࢢ۠
࡚ࢢ࡚۠
ԣߓࢢ۠
খాࢢݪ
ԣࢢೆ۠
ԣށࢢ௩۠
ࢢח
ԣߓࢢ۠
ԣࢢஜ۠
ԣࢢਆಸ۠
ԣࢢ۠
ொפ܊࠲ߴ

ใαʔϏεɺΞτιʔγϯάۀࣄ
ιϑτઃܭ
ιϑτ։ൃ
ஔޚ੍
ιϑτΣΞ։ൃ
γεςϜ։ൃ
γεςϜ։ൃ
γεςϜใ։ൃ
൘ۚՃ
γεςϜ։ൃɾγεςϜӡ༻
ҹ
ҹ
૯߹࡞ࢼϝʔΧʔɺ֤ छۀͷ࡞ࢼϞσϧͷ
ணࡎɾγʔϦϯάࡐͷࣗಈృஔൢച
௨৴ثػ
ιϑτΣΞ։ൃ
ਅۭஔɾثػͷϝϯςφϯεɺΧελϚʔαʔϏε
ࠐΈγεςϜ։ൃ
ίϯϐϡʔλʔιϑτγεςϜ։ൃ
֤छࠪݕஔͷ։ൃൢച
ۚଐ෦Ճ
ࣗಈंੑݧࢼஔͷ։ൃઃܭ࡞
ۚଐࡐྉ
߯൘ͷՃɾൢ ച
మ߯ൢച
ցɾిػ ܭஙͷઃݐɾؾ
ιϑτΣΞ։ൃ
ใαʔϏε
ઃܭɾ։ൃɾडୗ
ਫ਼ີϞʔλ
ࣗࣾʮΤίΠοτʯ։ൃɾɾൢ ചɺϩϘοτγεςϜɾࣗ ಈԽஔ
ಋମ෦ɾਫ਼ີ෦Ճ
ࣗಈ੍ޚஔ
ۀࣄؾి
ցϨϯλϧػઃݐ
ઃऔҾγεςϜʢ154ʣͷӡӦࢲ
ιϑτઃܭɾ։ൃ
Ճٴͼ൘ۚՃͷઃܭɺൢച
ιϑτ։ൃɺύοέʔδൢച
ιϑτΣΞ։ൃ
ϓϥϯτࢪઃཧɺΦϑΟεཧ
ϘʔϧϕΞϦϯά
γεςϜ։ൃ
ɺిܭցઃػ ɺιϑτΣΞ։ൃܭઃػ
ɺిܭ൘ઃج൫࣮ɺϓϦϯτجཱɺثػࢠి ෦ൢചࢠ
ثػࢠి
෦ͷൢചػిޚ੍
ۀҹ
௨৴ثػ։ൃઃܭ
ਫ਼ີػց෦
ͷثػ༺Ԡࢠి
৯Ճػցൢച
৯Ճػցൢച
ࣗಈं෦ͷɺൢ ചɺଳۀ
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No. 企業名 所在地 業種
��
��
�7
��
��
��
�1
��
��
��
��
��
�7
��
��
7�
71
7�
7�
7�
7�
7�
77
7�
7�
��
�1
��
��
��
��
��
�7
��
��
��
�1
��
��
��
��
��
�7
��
��
1��
1�1
1��
1��
1��
1��
1��
1�7
1��
1��
11�

ձࣾՃ౻ࣜג
Χτࣜגػձࣾ
ձࣾΨϦόʔࣜג
ॴ࡞ࡔձࣾՏࣜג
࡚ࣗಈंࣜגۀձࣾ
༗ݶձࣾా࡞ॴ
ؔ౦ۚࣜגۀձࣾ
༗ݶձࣾؔએࣾ
Ωʔύʔࣜגձࣾ
ձࣾΩʔϚωδϝϯτιϦϡʔγϣϯζࣜג
ձࣾࣜגࢠిݚٕ
ॴ࡞ػձࣾསిࣜג
ձࣾΩϟϦΤɾϨκࣜג
ӫΤϯδχΞϦϯάڞձࣾࣜג
ձࣾࣜגαϯςοΫ৳ڠ
ձࣾࣜגಉΧΠςοΫڞ
ೆژձࣾࣜג
ձࣾࣜגੴ༉ϧϒϦΧϯπڠ
ձࣾɹԣࣜגۀ౦։ൃۃ
ձࣾࣜגػ౦ਫ਼ۃ
ΫϦΤʔτɾσβΠϯࣜגձࣾ
ձ̦̻ࣾ̈́ࣜג ̴̰ ̳
ձࣾΫϩεςοΫࣜג
ձࣾέΠɾΤεɾΞΠࣜג
ձࣾέΠςοΫࣜג
ձࣾࣜגΤϯδχΞϦϯάిܭ
ॴۀژձࣾࣜג
ݚ༸ٕձࣾࣜג
ࢠլిݹձࣾࣜג
ձࣾࣜגըا௨৴ࡍࠃ
ձࣾࣜגమࡍࠃ
ձࣾࣜגᑍൃޫޒ
ձࣜג ίࣾεϞε
ॴۀࢁձࣾখࣜג
ᜊ౻᠒ࣜגձࣾ
αΨϛΤϨΫࣜגձࣾ
૬௨৴ࣜגۀձࣾ
ॴʑమࠤձࣾࣜג
ձࣾࣜגҹڠࢁ
ձࣾαϯςοΫࣜג
ձࣾࣜגۀࡾ
ձࣾࣜג༑ϓϥϯταʔϏεࡾ
ձࣾࣜגۀ࢈࢈
ձࣾδΟʔαεࣜג
̟̚ ̘Πϯλʔφγϣφϧࣜגձࣾ
ձࣾδΣΠΤεϐʔࣜג
ձ̛̟ࣾࣜג ̚ઃܭ
̛̟ ς̚Ϋϊεࣜגձࣾ
̛̟ ॴۀࣄژձࣾࣜג੍ి̚
δΣΠςΟΤϯδχΞϦϯάࣜגձࣾฏ௩ࣨ
ձࣾγεςϜɾΞγετࣜג
ձࣾγεςϜζϦαʔνࣜג
ձࣾγεςϜɾϢʔࣜג
γεςϜϫʔΫεδϟύϯࣜגձࣾ
ࣗಈं෦ࣜגۀձࣾ
ձࣾγϊβϫࣜג

ೆฑࢢ
ฏ௩ࢢ
ԣࢢ۠ݟ
૬ࢢݪதԝ۠
ԣࢢઘ۠
খాࢢݪ
ฏ௩ࢢ
ԣࢢத۠
౻ࢢ
౦ژ৽॓۠
࡚۠ࢢ
ࢢؒ࠲
ԣਢլࢢ
ԣਢլࢢ
ࢢؒ࠲
େࢢ
ԣࢢ۠ݟ
ԣࢢஜ۠
େࢢ
খాࢢݪ
࡚ࢢ࡚۠
ࢢϲ࡚כ
ԣߓࢢ۠
૬ࢢݪதԝ۠
ࢢח
౦ژ۠
౦ژ۠
૬ࢢݪதԝ۠
ฏ௩ࢢ
ԣߓࢢ۠
ԣށࢢ௩۠
ԣࢢ୩۠
ԣࢢਆಸ۠
ҁࢢ
ԣࢢ୩۠
ԣࢢ۠ݟ
ࢢϲ࡚כ
ԣࢢத۠
ฏ௩ࢢ
࡚ࢢத۠ݪ
ԣۚࢢ۠
૬ࢢݪ۠
ԣࢢ۠
ԣߓࢢ۠
େࢢ
ԣࢢ۠
࡚ࢢ࡚۠
ԣࢢ۠ݟ
࡚ࢢ࡚۠
ฏ௩ࢢ
ฏ௩ࢢ
ԣࢢ۠
౦ژதԝ۠
ࢢח
ւ໊ࢢ
ԣߓࢢ۠

ઃݐ
ਫ਼ີػց۩ɹɾൢ ച
ҹ
ࣗಈं༻Ϙϧτɾφοτɾωδଞ
ࣗಈं෦
ϓϨεՃ
ॲཧઃඋͷઃܭ
͔ΜΜઃࢪܭ
ΦΠϧγʔϧ
ιϑτ։ൃ
̞̩ ωοτϫʔΫγεςϜஔͷอकٕज़αʔϏεۀ
ܭઃثػؾిࢠి
ใ௨৴γεςϜͷอकɾӡ༻
ધഫઃܭŋػցઃܭ
࡞ثػඋڥ
ઢγεςϜװྗి
ృɺਫɺϦχϡʔΞϧࣄ
ۚଐՃ༉ͷɾൢ ച
ൢചثػ
େܕધഫ೩ྉϙϯϓ
ແઢ௨৴༻Ξϯςφɺమౝͷɾൢ ച
ਫ਼ີػց෦ɺػցஔ෦ɺ࣏۩ஔઃܭ࡞
֤छใγεςϜͷఏҊɾઃܭɾ։ൃ
Τϯδϯൃిػɾಈྗஔͷઃܭɾ࡞
ιϑτ։ൃ
ࢪܭઃඋͷઃܭɾؾి
μΠϠϞϯυ۩ɺݚੴɺɾൢ ച
ցػۀ࢈
ͷثػࢠి ɾཱՃ
γεςϜઃܭɾࠪݕɾࢪ
ंମ༹ઃඋઃܭ࡞
ਫ਼ີόω
ιϑτ։ൃܥޚ੍
֤छൃిॴԽֶϓϥϯτٴͼѹྗ༰ઃܭ࡞ਾ
Ұൠ؈ɾඒज़؈ͷ
σδλϧՈ ɾిి ෦ࢠ
ཱͯثػࢠి
ɾ༹ցՃػ 
ҹ
௨৴ػ༻ਫ਼ີ෦Ճٴͼཱ
อकඋثػࢠి
ॲཧغഇۀ࢈
ցՃػ
̘̖ ̙γεςϜӡ༻ઃܭଞ
ใ௨৴ۀ
γεςϜ։ൃ
ܭըɺઃܭցɾઃඋͷػ
ϝϯςφϯε࡞ցػۀ࢈
ۀࣄઃඋؾి
̟̩ ͷઃඋͷอकཧ
ιϑτɾϋʔυͷ։ൃ
+BWB ઃܭɾ։ൃ
ιϑτ։ൃ
ใॲཧ
σΟʔθϧΤϯδϯɺं༺ۀ࢈ ྆༻෦ͷɺ։ൃɾઃܭ
֤छిݯஔͷ࡞ࢼɾ։ൃଞ



ANNUAL REPORT 2015

82

No. 企業名 所在地 業種
111
11�
11�
11�
11�
11�
117
11�
11�
1��
1�1
1��
1��
1��
1��
1��
1�7
1��
1��
1��
1�1
1��
1��
1��
1��
1��
1�7
1��
1��
1��
1�1
1��
1��
1��
1��
1��
1�7
1��
1��
1��
1�1
1��
1��
1��
1��
1��
1�7
1��
1��
1��
1�1
1��
1��
1��
1��
1��

ਗ਼ਫ૯߹։ൃࣜגձࣾ
ভೆٕज़ηϯλʔࣜגձࣾ
δϟύχΞεࣜגձࣾ
ॴۀձࣾভೆޫֶࣜג
ػձࣾভೆਫ਼ࣜג
ࣜגۀࢁձࣾ
ձࣾγϯΫείʔϙϨʔγϣϯࣜג
ձࣾ৴ޫࣾࣜג
ձࣾγϯαφϛࣜג
ॴۀࣄژձࣾ৽ೆɹࣜג
৽ຊςΫτεࣜגձࣾ
৽ຊిࣜגࢠձࣾ
γϯϤʔిࣜגثձࣾ
৽ඛࣜגۀձࣾɹฏ௩
ॴ࡞ձࣾਆࣜג
ॴڀݚݪձࣾੁࣜג
ࣄࢁձࣾਿࣜג
ελοϑࣜגձࣾ
ॴ࡞ձࣾਢ౻ࣜג
ࣜגۀձࣾ
ΤϯδχΞϦϯάࣜגձࣾ
θωϥϧΤϯδχΞϦϯάࣜגձࣾ
ձࣾθϑΝγεςϜζࣜג
ձࣾηϓτɾϫϯࣜג
ηϯτϥϧిࣜגޚ੍ࢠձࣾ
ܯձࣾશࣜג
ձࣾӳࣜג
૬༸ࣜגۀ࢈ձࣾ
ձࣾιϑςϜࣜג
ձࣾୈҰίϯϐϡʔλʔࣜג
ձࣾୈҰίϯϐϡʔλαʔϏεࣜג
ୈҰઃඋࣜגۀձࣾ
ॴ࡞ڠձࣾେࣜג
ॴ࡞ۀձࣾେ৽ࣜג
େಉࣜגۀձࣾ
ଠཅۚࣜגձࣾ
λΧిࣜגۀࢠձࣾ
ձࣾλγϩࣜג
ձࣾλγϩΠʔΤϧࣜג
ձࣾλεΫϑΥʔεࣜג
ాதαογϡࣜגۀձࣾ
ձࣾࣜגۀϲ࡚כ
ձࣾςΟʔɾΞʔϧɾγʔࣜג
༗ݶձ̛̩ࣾ ̨
ձࣾςΟʔωοτδϟύϯࣜג
ձࣾσʔλʔϓϩηεαʔϏεࣜג
ςΫχΧϧδϟύϯࣜגձࣾ
ձࣾςΫϊΠέΨϛࣜג
ձࣾςΫϊΣΞࣜג
ձࣾςΫϊγεςϜζࣜג
ձࣾςΫϊεςʔτࣜג
ձࣾςΫϞࣜג
ςίϜࣜגձࣾ
ձࣾςϯϓϨʔτࣜג
౦ژίεϞεిࣜגػձࣾ
μΠεژձࣾ౦ࣜג

౦ژதԝ۠
ԣࢢ۠
ԣࢢ۠
ฏ௩ࢢ
খాࢢݪ
૬ࢢݪ۠
Ѫ܊ߕѪொ
ԣࢢӫ۠
ԣࢢѴ۠
ԣࢢஜ۠
౦ژઍా۠
౦ژொాࢢ
౦ژ۠ߓ
ฏ௩ࢢ
େࢢ
࡚ࢢຑੜ۠
ԣށࢢ௩۠
ԣߓࢢ۠
౻ࢢ
ԣࢢઘ۠
࡚ߴࢢ۠
౦ژେా۠
౦ژ۠
ԣۚࢢ۠
࡚ࢢத۠ݪ
౦ژதԝ۠
౦ژ۠
খాࢢݪ
ԣࢢத۠
౦ژौ୩۠
࡚۠ࢢ
౦ژ۠ߓ
ԣࢢอϲ୩۠
౻ࢢ
େࢢ
େࢢࡕதԝ۠
ԣࢢอϲ୩۠
ฏ௩ࢢ
౦ژେా۠
ԣߓࢢ۠
ԣۚࢢ۠
ҁࢢ
ԣࢢਆಸ۠
ԣࢢத۠
ްࢢ
࡚ࢢ࡚۠
ԣࢢ۠
࡚ࢢ࡚۠
ࢢח
େࢢ
౻ࢢ
౻ࢢ
ࢢח
౦ژେా۠
ࢢؒ࠲
ԣߓࢢ۠

ෆಈۀ࢈
૯߹ΤϯδχΞϦϯάɾαʔϏεۀ
ٕज़ऀۀݣ
ޫ ϨֶϯζՃػց
ਫ਼ີػց෦ͷٴͼཱ
༌ૹ༻ػցث۩
ඇమۚଐՃൢച
֤छࢎԽ୯݁থՃ
ΨεۀࣄϦϑΥʔϜଞ
ۀցػ
૯߹ΤϯδχΞϦϯάۀ
௨৴ిثػࢠ
ઃඋɺిؾి ཧࢪ௨৴ઃඋͷؾ
ϙϯϓͷઃܭɺൢചɺਾଞ
์ૹதܧஔ
ͷൢചثػଌఆ༺ۀ
ਫ਼ີػց෦
௨৴ثػ༻Ξϯςφɺߏػ෦ͷ։ൃɺઃܭɺൢച
࣠ड༻ۚଐϓϨε෦
։ൃܭɾը૾γεςϜઃցՃػ
Ψε੍ޚஔ
ઃܭɺ੍ ιϑτ։ൃܥޚ
γεςϜωοτϫʔΫઃܭ։ൃ
ۚଐՃۀ
Ţţũŷثػͷ։ൃɺઃܭɺൢച
๏ਓࢪઃɾػցܯඋ
ҹ
ඇమۚଐ෦
γεςϜ։ൃ
γεςϜ։ൃɾγεςϜӡ༻
̞͚ऀྸߴ ̘̩ ωοτϫʔΫγεςϜɺϞόΠϧɾΫϥυαʔϏε
ۀࣄஙઃඋݐ
ۚଐද໘ॲཧۀ
Ͷ͡ స༻ฏμΠεͷઃܭɺൢച
ࣗಈं༻थࢷՃ
ଞԷചۚ༺ۀ
ɾܭஔͷઃޚ੍
ਫ਼ີ൘ۚՃɺਫ਼ີػցՃ
෦ɾػցՃ
ίϯϐϡʔλιϑτ։ൃ
߯ݐ۩ͷઃܭɺɺऔɺϝϯς
ϑΝΠϯΧʔϘϯ
Πϯϑϥߏஙಋೖɺӡ༻ɾอकαϙʔτɺγεςϜ։ൃ
อݥཧళ
Ξτιʔγϯάۀ
ιϑτΣΞ։ൃ
ιϑτΣΞઃܭɾ։ൃ
์ૹ༻ػɺϝϯςφϯεۀ
ใιϑτΣΞ
ιϑτ։ൃɺి ։ൃثػ༺Ԡࢠ
༌ૹ༻ثػۀ
։ൃܭց෦ઃػ
ใ௨৴
ιϑτ։ൃ
෦۩ثցػؾి
ߗຎɺম݁μΠϠܕ۩ͷൢച
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No. 企業名 所在地 業種
1�7
1��
1��
17�
171
17�
17�
17�
17�
17�
177
17�
17�
1��
1�1
1��
1��
1��
1��
1��
1�7
1��
1��
1��
1�1
1��
1��
1��
1��
1��
1�7
1��
1��
���
��1
���
���
���
���
���
��7
���
���
�1�
�11
�1�
�1�
�1�
�1�
�1�
�17
�1�
�1�
���
��1
���

౦ژಈྗࣜגձࣾ
౦ࣜגձࣾ
౦৴ిࣜגؾձࣾ
౦ిઃࣜגձࣾ
౦ࣜגػి࢜ձࣾ૬ݪӦۀॴ
ॴ࡞ձࣾ౦ࣜג
౦ిࣜגࢠձࣾ
౦༸Ψϥεػցࣜגձࣾ
౦༸ిػࣜגձࣾɹԣ࡞ॴ
ձࣜג τࣾοϓΤϯδχΞϦϯά
ࣜגۀձࣾɹαΨϛ
ܭઃڮձࣾ๛ࣜג
ձࣾφϏϨοδࣜג
ॴ࡞ձࣾதࣜג
ॴ࡞ձࣾதౡࣜג
ॴ࡞ձࣾதࣜג
ͨ·ձࣾͳࣜג ΊϓϦϯτ
ձࣾχίϯΤϯδχΞϦϯάࣜג
ඌϨϯτΦʔϧࣜגձࣾ
ձࣾೆࣜג
ձࣾχοΫεࣜג
χούࣜגձࣾ
ձࣾ๛ΤϯδχΞϦϯάࣜג
ຊΫϩʔδϟʔࣜגձࣾۚۀࣄܕηϯλʔ
ຊൃࣜגձࣾ
ձࣾຊΠϯςϦδΣϯτϏδωεࣜג
ຊΦʔτϚνοΫϚγϯࣜגձࣾ
ຊΪΞࣜגۀձࣾ
ձࣾຊίϯαϧςΟϯάࣜג
ձࣾຊίϯϐϡʔλʔٕज़ࣜג
ձࣾຊίϯϐϡʔλίϯαϧλϯτࣜג
ຊαʔϞχΫεࣜגձࣾ
ຊιϑτΣΞϚωδϝϯτࣜגձࣾ
ຊ௨৴ࣜגػձࣾ
ॴ࡞ػձࣾຊಈࣜג
ຊഫ༻ΤϨΫτϩχΫεࣜגձࣾ
ຊқҹࣜגձࣾ
ຊϥΠϯπࣜגձࣾ
ຊϦϥΠΞϯεࣜגձࣾ
ձࣾχϡʔτϯࣜג
ॴڀݚձࣾϊΠζࣜג
ࣾձࣾໟҹࣜג
ۀؾձࣾໟిࣜג
࡚ҹࣜגثࢴձࣾɹԣࢧళ
ύʔΧʔਫ਼ີࣜגۀձࣾ
ձࣾύύεࣜג
ϋϧɾΤϯδχΞϦϯάࣜגձࣾ
ձࣜג ϐࣾʔɾΞʔϧɾΦʔ
ձࣜג ϐࣾʔɾΞϯυɾΞΠ
ձࣜג ϐࣾʔΞϯυδʔ
ձࣜג Ϗࣾδίϯɾδϟύϯ
ॴ࡞ձࣾͷग़ࣜג
ϑΟοτి ࣜגձࣾ
ϑΥϨοΫεࣜגձࣾ
࢜ΞΠςοΫࣜגձࣾ
ࣜגۀ࢜ձࣾ

ԣࢢ۠ݟ
౦ژେా۠
࡚ࢢຑੜ۠
࡚ࢢଟຎ۠
૬ࢢݪதԝ۠
ԣށࢢ௩۠
૬ࢢݪதԝ۠
ԣࢢѴ۠
ԣۚࢢ۠
౦ژ۠ߓ
େࢢ
Ѫݝ๛ࢢڮ
౦ژ৽॓۠
େࢢ
ҁࢢ
ԣࢢೆ۠
ԣࢢத۠
ԣࢢਆಸ۠
౦ژઍా۠
ҁࢢ
ԣࢢ۠
ԣߓࢢ۠
ԣࢢ۠
ฏ௩ࢢ
ԣۚࢢ۠
ԣਢլࢢ
ԣߓࢢ۠
౻ࢢ
ԣࢢਆಸ۠
ԣࢢਆಸ۠
ԣࢢਆಸ۠
૬ࢢݪதԝ۠
ԣࢢਆಸ۠
େࢢ
ԣࢢอέ୩۠
ԣࢢਆಸ۠
ԣށࢢ௩۠
େࢢ
ԣۚࢢ۠
౦ژେా۠
૬ࢢݪதԝ۠
ԣࢢೆ۠
ԣۚࢢ۠
ԣࢢ۠ݟ
ҁࢢ
૬ࢢݪதԝ۠
ԣࢢ۠
ԣࢢத۠
ԣࢢஜ۠
ҁࢢ
ԣࢢೆ۠
࡚ࢢ࡚۠
౦ژେా۠
ԣࢢਆಸ۠
౦ژઍా۠
૬ࢢݪதԝ۠

ʣۀઃஔ۩ثցػʢۀઃݐ
૯߹ਓࡐαʔϏεʢۀෛɾҰൠݣɾਓࡐհʣ
ൢചثػ"0
మಓ৴߸อ҆ઃඋͷࢪɾอकɾཧ
ೖɺൢց෦ͷػ ച
ւ༸ؔۚ۩
Թ੍ثػޚɺ֤ छ੍ثػޚɺŲƅƁŖŲƄŜŖŪɺ֤ छŤƃšŖ։ൃൢച

Ϗϯۚػܕցઃܭ
ثػࢠి
ցɾిػ ܭઃࢠిؾ
ԕ৺ػ
$"%ઃٕܭज़ΤϯδχΞϦϯά
γεςϜ։ൃɺαʔόߏஙۀ
ਫ਼ີ෦Ճ
ࣗಈं༻ϗΠʔϧ
ց෦ػਫ਼ີंࣃ
ҹ
ثػֶޫ
૯߹Ϩϯλϧۀ
֤छۀϞσϧɾ࡞ࢼͷ
ըɾ։ൃɾɾൢاϓϥενοΫ෦ͷۀ ച
૯߹ύοέʔδ
ϓϥϯτઃܭɾߏઃܭɾϓϥϯτΤϯδχΞϦϯά
֤छۚܕɾൢ ച
ۚଐۀ
ιϑτ։ൃ
ࣗಈࢠѹணٴػͼؔ࿈ثػͷൢചଞ
ɺൢചܭͷઃػݮ૿
ਓࡐݣɺػցઃܭडୗ
ιϑτ։ൃ
ιϑτ։ൃ
पஔൢചߴ
ιϑτΣΞ։ൃ
௨৴ثػ
ίϯϕΞઃܭɾ࡞ɾߦࢪ
ഫ༻ిثػࢠൢച
ϏδωεாථྨൢചɺใՃॲཧɺҹ 	Χʔυʣ
༌ૹ༻ػցث۩ۀ
ցɾిػۀ࢈ ൢചثػޚత੍ؾ
ઃܭ։ൃɺιϑτΤΞ։ൃ
ϊΠζػݧࢼଌఆػͷ։ൃɾൢ ച
ҹ
ಋମٴͼిࢠ෦ࡐྉͷՃ
ҹ
ۚଐͷਫ਼ີՃ
ਫ਼ີ෦ɾࣗ ಈं෦ɾϙϯϓ෦ɾεςϯϨεΛத৺ͱ͠ ͨ
ιϑτ։ൃ
ťŲŪઃܭɾ։ൃɾൢ ച
ҹ
ਫ਼ີۚܕՃ
ιϑτΣΞ։ൃ
ۚଐՃɺϩϘίϯαϙʔτۀࣄ
ࣗಈ੍ൢثػޚചɺࣗ ಈ੍ޚγεςϜઃܭɾࢪɾௐ
ιϑτ։ൃ
อԹɾอྫྷɺԻࣄͷઃࢪܭ
ॅઃඋثػͷൢച
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���
���
���
���
��7
���
���
���
��1
���
���
���
���
���
��7
���
���
���
��1
���
���
���
���
���
��7
���
���
���
��1
���
���
���
���
���
��7
���
���
���
��1
���
���
���
���
���
��7
���
���
�7�
�71
�7�
�7�

࢜θϩοΫεαʔϏεϦϯΫࣜגձࣾ
μΠφϛΫε࢜ձࣾࣜג
ցػༀ࢜ձࣾࣜג
ැ܂ਫ਼ࣜגձࣾ
ϓϥεిࣜגࢠձࣾ
ϒϧʔϚνοΫδϟύϯࣜגձࣾ
ϑϨΞʔφΨΦࣜגձࣾ
ϓϨεࣜגۀձࣾ
༗ݶձࣾϓϩίΞຊ෦
ձࣾϕΠςοΫࣜג
ేࣜגձࣾ
γεςϜࣜגձࣾ
ࢠձࣾϚʔΫిࣜג
ձࣾϚΠελʔΤϯδχΞϦϯάࣜג
ձࣾϚΤμࣜג
ձࣾϚάτϩχΫεࣜג
ॴۀձࣾদඌࣜג
ؙӫࣜגۀձࣾ
ݚٕ࢈ձؙࣾࣜג
ϚϧϚςΫχΧࣜגձࣾ
ձࣾࣜגۀࡾ
ձࣾࣜגҪۚଐΞΫτࡾ
ձࣜג ϛࣾπϧޫֶڀݚॴ
ϛυϦແઢࣜגձࣾɹେ
ձࣾࣜגۀӹࡾ
ॴ࡞ٶձࣾࣜג
ϜϥςοΫ̘ ̨̘ ձࣾࣜג
ձࣾϝσΟγεςϜιϦϡʔγϣϯࣜג
क୩༌ૹࣜגۀػձࣾ
ҰใγεςϜࢁձࣾࣜג
ॴ࡞ցػࢁձࣾࣜג
ձࣾࣜגԼϚςϦΞϧࢁ
༗ݶձࣾϢʔΤϑαʔϏε
ձࣾϢʔίϜࣜג
ϢχΦϯϚγφϦࣜגձࣾ
ձࣾϢχςοΫࣜג
ϢχϓϨεࣜגձࣾɹػ
ϤίΩࣜגձࣾ
ࢉձࣾԣిࣜג
ձࣾԣϦςϥࣜג
ձࣾ٢Ԭਫ਼ࣜג
ձࣜג ϦࣾΨϧδϣΠϯτ
ϦϖΞࣜגձࣾ
ձࣾϫΠΠʔγʔιϦϡʔγϣϯζࣜג
ձࣾϫΠɾΤεɾϐʔࣜג
ࢠձࣾϫΠɾέʔిࣜג
ձࣾϫΠςοΫࣜג
ଌܭڵձࣾࣜג
ެӹࣾஂ๏ਓਆಸ̡̥ݝ Ψεڠձ
ਆಸݐݝઃ࿑ಇ߹࿈߹ձ
Ұൠࣾஂ๏ਓਆಸݝϓϥενοΫۀձ

ԣࢢ۠
౦ژ۠ࠇ
౦ژେా۠
૬ࢢݪ۠
౦ژதԝ۠
ԣࢢஜ۠
Ѫ܊ߕѪொ
౻ࢢ
ԣࢢத۠
ԣۚࢢ۠
౦ژதԝ۠
ԣߓࢢ۠
૬ࢢݪ۠
౦ژ۠
େࢢ
ࢢؒ࠲
౦ژେా۠
૬ࢢݪ۠
ԣࢢ۠
૬ࢢݪೆ۠
ԣށࢢ௩۠
ԣࢢ۠
࡚ٶࢢલ۠
େࢢ
౦ژେా۠
ԣߓࢢ۠
Ѫࢢࢁݘݝ
౦ژઍా۠
ԣۚࢢ۠
౦ژઍా۠
ฏ௩ࢢ
ࢢؒ࠲
࡚۠ࢢ
࡚ࢢ࡚۠
૬ࢢݪதԝ۠
౦ژ۠ߓ
େࢢ
ԣࢢอέ୩۠
ԣࢢ۠
ԣށࢢ௩۠
ԣࢢ۠ݟ
૬ࢢݪೆ۠
౦ژ۠
ԣࢢத۠
ԣࢢү۠ࢠ
ҁࢢ
ฏ௩ࢢ
࡚ߴࢢ۠
ԣࢢத۠
ԣࢢਆಸ۠
ԣࢢத۠

ҹɾෳࣸ
றंثػͷ։ൃɺൢച
ༀػց
ցൢചػͼٴܕۚ
ιϑτΤΞͷ։ൃ
ίʔώʔϚγϯ༌ೖൢച
ྫྷౚۭௐٴͼػۀ࢈ց༻ަثͷൢച
ۚଐ઼ੑՃ
ιϑτ։ൃɾػցిؾઃܭडୗɾݣ
ۚଐՃۀ
γεςϜ։ൃ
ιϑτΣΞ։ൃ
ҩྍثػɺ֤ छܭଌثػͷ։ൃɺൢച
ಋମஔɺ֤ छϝΧτϩثػͷϝϯςφϯεɾΤϯδχΞϦϯά

ਫ਼ີػցՃ
ͷൢചثػͼ௨৴ٴثػࢠి
ं྆෦
ց༻෦ൢചػઃݐ
࢈ஙɾɾෆಈݐ
ցඋػઃݐ
ࣗಈंंମٴͼ෦ൢച
ࣗಈं༻ػ෦ͷ։ൃɺٴͼൢച
ਫ਼ີՃɺޫ ֶΨϥεՃ
௨৴ثػ෦
Ճց෦ͷۚଐػӉۭߤ
ใ௨৴ثػൢച
ྲྀγεςϜɺػ࡞ցͷΞϑλʔαʔϏεɺอकϝϯςφϯε
ιϑτΣΞύοέʔδ։ൃɾൢ ച
֤छΤϨϕʔλʔͷ
ΠϯϑϥͷઃߏܭஙٴͼιϑτΤΞ։ൃ
෦ɺಋମஔػۭߤ
ϓϦϯτઢ൫
ചൢ۩
ιϑτΣΞडୗ։ൃ
ϋʔωείωΫλثػ
ใॲཧʢιϑτΣΞ։ൃɺػցઃܭʣ
ࣗಈं༻ंମ෦
༹ϥΠϯ
ใॲཧαʔϏε
ҹۀ
ਫ਼ີ෦ઃܭ࡞
ྲྀମثػɺΦκϯثػڥͷ։ൃɾൢച
ΤΞίϯɺྫྷ ଂݿͷ૯߹ϝϯςφϯε
ιϑτ։ൃ
ιϑτ։ൃ
ϓϦϯτઢج൘ͷઃܭɺ
ಋମɺ'1% ஔઃܭɺػػۭߤମ෦ɺ࣏۩ઃܭ
։ൃɺɺൢܭͷઃثଌܭछ֤༺ۀ ച
ஂମۀ
ஂମۀ
ஂମۀ
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ᅕډ߷Ⴤᇌ産業技術ჺఄܖٻ 

Ƅ2�1-��1�  ್ාࠊଖғɶ２ރᲧᲮᲧ１ 

6'. ᲪᲮ５Ყ３Ჰ３Ყ１２３１（ˊ） 

(#: ᲪᲮ５Ყ３Ჰ２Ყ７１Ხ１ 

JVVR���YYY�MCPCICYC-EKV�CE�LR� 

 

産業技術ჺఄܖٻ 職業能力開発ਖ਼ᡶңᜭ˟  

（ᅕډ߷Ⴤᇌ産業技術ჺఄܖٻ内） 

6'. ᲪᲮ５Ყ３Ჰ３Ყ１２３Ხ 

(#: ᲪᲮ５Ყ３Ჰ２Ყ７１Ხ３ 

JVVR���YYY�UWKUJKPM[Q�KPHQ� 

Ҋɹɹਤ
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